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■平成 14 年から、「目標に準拠した評価」に切り替えたとき

に、指導と評価は別物ではなく、評価の結果によって、次の

指導を改善し、新しい指導の成果を再度評価することで、指

導に生かす評価を充実させることが重要としています。 

平成 27 年度は、文部科学省から今後の教育に関する中間報

告及び答申が、いくつか示されました。 

 ・新学習指導要領改訂に向けた論点整理 

 ・これからの学校教育を担う教員の資質能力向上について 

（答申） 

 ・チームとしての学校の在り方と今後の改善方策（答申） 

 この他にもいくつかありましたが、とりわけ、新学習指導

要領改訂への論点整理では、「指導方法の不断の見直し」の

一文に目が止まりました。「不断」とは、絶えることなく、

いつまでも続いていくことを意味しています。単に、教員は、

日々の授業において、指導方法の改善を心がけ、求められて

いる力を子どもに身に付けさせるということです。 

 どちらも、指導方法がより効果的になるように、改善と工

夫をしていくことが、共通しています。 

教育の分野では、「不易と流行」の言葉にあることですが、

未来を生きる子どもにとって、有益な授業を展開することが

「不易」であり、いま求められている力は何かを明確にする

ことが「流行」になると考えます。 

 従いまして、平成 28 年度には、新学習指導要領の答申が示

されますので、注視していくことが必要と考えます。 

 

■平成 27 年４月１日より、教育委員会事務局の組織が改編さ

れ、研究所内にあった学校情報基盤整備係が、総務課へ移管

し、教育情報システム室と名を改めました。 

 環境を整える部署と指導に関わる部署になり、研究所の役

割を見直すきっかけとなり、責務がより一層増したと認識し

ています。今後も教育委員会内の連携を強固にし、教育行政

が円滑に進むように努めていきます。 

 

■「これからの学校教育を担う教員の資質能力向上について」

（平成 28 年 12 月）の答申で、「教員は学校で育つ」との考

えの下、教員の学びをどのように支援していくかを示してい

ます。 

 当研究所は、基本研修、専門兼研修を実施しているわけで

すが、常に研修効果について検証しています。それは、横須

賀市の教職員が、他市の教職員より劣ることがないようにし

ていく。また、教育課題に沿った研修をすることで、学びを

深める手立てになるようにしていくという願いをもって、実

施しております。今後も、教職員の学びを支援していくこと

に努めたいと考えております。 

 

終わりにあたり、研究所に関係した皆様に、深く感謝申し

上げるとともに、引き続きご支援いただけますようお願い申

しあげます。 
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日本の教育    平成 27年度   

 

９月、安保関連法が可決、成立した。国会議事堂周辺では連日反対デモが繰り広げら

れた。ノーベル生理学・医学賞に大村智氏が受賞、翌日には物理学賞に梶田隆章氏が受

賞し連日の受賞に喜んだ。９月にイングランドで開催されたラグビーのワールドカップ

で日本は歴史的な３勝を挙げ、日本中が沸いた。 

11月にパリで劇場や飲食店などでテロが発生し 130人が死亡、過激派組織イスラム国

が犯行声明を出した。欧米や中東でテロが続発し、世界中でテロの脅威が高まった。 

以下、本年度の教育界の主要な動きを記す。 

 

◆全国学力学習状況調査 

小学校６年生と中学校３年生を対象とした「全国

学力・学習状況調査」が児童生徒約 222 万人余りが

参加し、４月 21日実施された。今回で通算８回目に

なり、国語と算数・数学、理科の３教科について悉

皆調査方式で行った。理科は３年ごとに実施してい

たが、今回初めて悉皆調査方式で行われた。 

国語と算数・数学では昨年に引き続き下位３都道

府県の成績が全国平均に近づく傾向が見られた。ま

た初めて悉皆調査を行った理科でも下位３都道府県

の成績に改善の傾向が見られたが、「理科離れ」な

どの課題に大きな改善は見られなかった。 

大阪府教委がこの調査の結果を高校入試の調査書

で活用することを決定したが、調査の趣旨に反する

として、来年度以降の実施要領を改訂し高校入試で

の利用を認めないようにした。 

◆新教育長、新教育委員会制度 

昨年度の地方教育行政法の改正により、教育長と

教育委員長を一本化した新「教育長」を任命したの

は、582自治体（12月１日現在）、総合教育会議は、

都道府県・政令指定都市の 100％と、他の市町村の

90.7％が開催した。また、教育施策の大綱は、都道

府県・政令市 56.7％と市町村 54.4％が策定済みだっ

た。 

◆改正公選法成立、主権者教育が課題 

６月に選挙権年齢を「18 歳以上」に引き下げる改

正公選法が成立、高校などでの主権者教育が課題に

なる。文科省と総務省では、選挙の仕組みや意義を

解説する主権者教育の副教材を作成した。生徒用副

教材と併せて教師用の指導資料も作成。 

また、10 月には高校生の政治的活動や主権者教育に

関するガイドラインとなる、新たな通知を出した。

政治的活動を全面禁止した 1969年通知は廃止し、46

年ぶりに学業優先などの条件付きで学校外での集会

やデモ参加などを容認した。 

 

◆いじめから自殺 

岩手県矢巾町の中２いじめ自殺事件を受け、文

科省はいじめ防止対策推進法に基づく学校の組織

的な対応が行われているかどうか点検し、徹底し

た対応を求める通知を出した。また、問題行動調

査の「いじめ認知件数」を再調査するよう都道府

県教委などに要請。その結果、いじめ認知件数は

再調査前より約３万件増の 18 万 8057 件。小学校

では初めて 12 万件を超え、過去最多になった。 

◆「チーム学校」の推進 

中教審の初等中等教育分科会は「チームとしての学

校の在り方と今後の改善方策について」をとりまとめ

た。いじめや不登校、貧困など多様化・複雑化する課

題に対応するため、学校にスクールカウンセラー（SC）

やスクールソーシャルワーカー（SSW）など専門スタッ

フを配置して教職員と連携・分担する「チーム学校」

の推進を提唱した。 

校長のリーダーシップの下、教職員や専門スタッフ

等が学校全体で地域と連携しながらチームとして学校

をより多様性のある組織として転換し、全職員が理念

を共有した上で校長のマネジメントによって適切に役

割分担するよう、また部活動指導員などを「学校に必

要な職員」として法令に位置付けるようを提言した。 

◆運動会の種目制限 

運動会での組み体操の事故の多発を受け、多くの議

論が出たが、スポーツ庁は一律に規制せず学校の判断

に委ねた上で、「確実に安全でない場合」は中止する

ことなどを通知した。 

◆教科書謝礼の問題 

教科書会社が検定中の教科書を校長らに見せて意見

を聞き、謝礼を支払っていた問題で、最終的な調査結

果が３月に公表された。それによると、12社が教員ら

計5147人に内容を閲覧させ、うち 10社が計3996人に

謝礼を渡していたことが判明した。教育長に物品を送

った例もあった。 
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横須賀の教育     平成 27 年度 

－ 子ども － 

 

本年度、市立学校に在籍する幼児児童生徒数は、幼稚園 81 人、小学校 19,589 人、中学

校 10,390 人、特別支援学校 66 人、高等学校 1,166 人で、減少傾向が続いている。    

                            （平成27年５月1日現在） 

 

 

（１）子どもの体力・運動能力 

平成 27 年度は、小学校３年生から中学校３年

生、全児童生徒を対象に「横須賀市児童生徒体力

・運動能力、運動習慣等調査」が行なわれた。結

果から次のような傾向がみられた。 

体格は、全国の平均値と比較すると多少の差は

あるものの、ほぼ変わらない傾向である。 

新体力テストの結果は、男女とも、多くの学年、

多くの測定項目において、全国の平均値を下回っ

ている。特に「反復横とび」と「ボール投げ」に

ついてはその差が大きく、本市の課題である。 

 

これまで、本市の子どもの体力・運動能力の様子

を把握するには、神奈川県の調査へ抽出されたデ

ータや、全国調査の対象である小学校５年生と 

中学校２年生のデータのみがその資料であった

が、今年度からはより正確に実態をつかむことが

できることとなった。今後は、同一集団の調査結

果の経年変化などにも着目しながら比較や分析

を進め、子どもの体力向上推進に活用されること

が望まれる。 

 

 

全国平均を 50 として比べた体力偏差値 
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（２）児童生徒の意識調査 

本年度、本市の指導の重点２「人との関わり合

いを大切にして、認め合い高め合う関係を築く力

を育てる」の実態調査として、26 年度実施の全

国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙（小学校

６年 3,362 人、中学校３年 3,320 人）の回答結果

から、次のような傾向がみられた。 

 

 

【学校へ行くのは楽しいと思いますか】 

85.3％の児童、生徒の 79.4％の生徒が「概ね

楽しい」と答えているおり、全国と比べても２ポ

イント近く下回っている。また児童の 14.7％、

生徒の 20.6％が学校へ行くことを楽しいと思っ

ておらず、その要因を掘り下げて知ることが必要

である。 

【人の気持ちが分かる人間になりたいと思うか】 

 91.1％の児童、92.7％の生徒が「なりたいと思

う」と答えていて、前年度よりも１ポイント下が

っており、心を育てる教育の必要がある。 

 

【いじめについて】 

 96.3％の児童、91.4％の生徒が「絶対に許さな

い」と答えているが、満足できる回答結果ではな

い。特に中学校では、いじめは絶対にあってはい

けないと言える割合を増やすことが必要である。

各学校において、取り組みを一層強化して、継続

的に年齢に応じた指導が必要である。 

 

【家の人と学校について話しますか】 

 76.5％の児童、65.3％の生徒が「話している」

と答えていて、前年度よりポイントが下がってお

り原因を考えるとともに、核家族家庭での親子関

係を積極的にする必要を感じる。 

また、年齢が上がるにつれて、話す機会が少な

くなり、悩み等の相談をしなくなってきている傾

向は変わらない。 

 

【地域の行事に参加していますか】 

【地域や社会の出来事や問題に関心があるか】 

54.1％の児童、52.4％の生徒が「参加している」

と答えている。保護者も多忙から地域の一員とし

ての地域社会への参加に消極的であることが、児

童生徒の関心の増加に繋がらないことが考えら

れる。 

一方で、古くからおこなわれている伝統行事を

実施している地域では、地域への参加は高いであ

ろうと推察できる。 

上記の回答から、概ねの児童生徒が「学校で友 

達と会うことが楽しい」と感じており、「思いや

りをもった人になりたい」という願望をもってい

て、「人と関わることの必要性」をも感じている。 

次年度も本市の重点２「人との関わりを大切に

して、認め合う関係を築く力を育てる」を継続し、

自他の違いを認め、互いに高め合う集団づくりを

めざし、自己肯定感や自己有用感を高められるよ

うな指導をより一層充実させていく必要がある。 

 

 

「学校へ行くのは楽しいと思いますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

全 国 87.0 82.1

横須賀 85.3 79.4

 

 

「人の気持ちが分かる人になりたいと思いますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

全 国 93.0 94.2

横須賀 91.1 92.7

 

 

「いじめはどんな理由があってもいけないことだ 

と思いますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

全 国 96.2 93.7

横須賀 96.3 91.4

 

 

「家の人と学校について話しますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

全 国 76.5 66.6

横須賀 76.5 65.3

 

 

「地域や社会の出来事や問題に関心があるか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

全 国 57.4 51.8

横須賀 54.1 52.4
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横須賀の教育    平成 27 年度   

－ 教職員数 －  

各資料から職員数の傾向を分析すると、ここ数年は、100 人前後の退職と 100 人前後
の採用を繰り返してきた。その結果、各学校では年齢構成のバランスが崩れ、経験５年
未満の職員が半数を占めるようになった。このため、人材育成を最重要課題として、教
育委員会が中心となり進めている。ただし、５年後には、退職数の減少や児童数の減少
で採用が減る傾向になると推察する。 

この推移から、経験豊富な教員の数は極端に減少し、各学校には経験 10 年未満の教職
員が多くなる。その視点を念頭に置いて、教職員の研修の在り方や校内の研修の在り方
を再検討していく必要があると考える。

◆教職員数の推移状況 

《表１》市立小・中学校の教職定数の推移（人） 

年 小学校 中学校
高等学校 

特別支援学校 
合計 

21 
1,115 

（69） 

629 

（26）

164 

（12） 

1,908 

（107）

22 
1,130 

（68） 

640 

（26）

166 

（13） 

1,936 

（107）

23 
1,158 

（70） 

650 

（26）

161 

（13） 

1,969 

（109）

24 
1,137 

（59） 

654 

（28）

160 

（13） 

1,951 

（100）

25 
1,114 

（61） 

643 

（27）

153 

（12） 

1,910 

（100）

26 
1,103 

（59） 

646 

（27）

152 

（12） 

1,901 

（98）

27 
1063 

（59） 

680 

（28）

159 

（12） 

1902 

（99）

      

《表２》退職教職員数の推移（人） 

年 小学校 中学校
高等学校 

特別支援学校 
合計 

21 
64 

（２） 

31 

（１）

２ 

（０） 

97 

（３）

22 
63 

（４） 

36 

（４）

５ 

（０） 

104 

（８）

23 
53 

（２） 

30 

（１）

４ 

（０） 

87 

（３）

24 
68 

（２） 

37 

（３）

８ 

（０） 

113 

（５）

25 
68 

（２） 

32 

（１）

16 

（０） 

116 

（16）

26 
60 

（２） 

38 

（１）

10 

（１） 

108 

（１）

27 
76 

(４) 

30 

（０）

４ 

（０） 

110 

（４）

 

 

《表３》初任者研修対象教員数の推移（人） 

（教諭、養護教諭） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

21 59 39 - 98 

22 68 32 3 103 

23 49 35 - 84 

24 41 34 - 75 

25 44 40 - 84 

26 45 51 - 96 

27
37 

（２）

29 

（２） 
0 66 

 

《表４》再任用教職員数の推移（人） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

25
51 

（７）

23 

（４） 

11 

（１） 

85 

（12）

26
50 

（６）

25 

（３） 

11 

（２） 

96 

（11）

27
47 

(6) 

24 

(3) 

4 

(1) 

75 

(10) 

 

  

※平成 27 年５月１日現在 

※高等学校は、全日・定時を含む 

※下段については、事務職員・栄養職員数 
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 横須賀の教育   平成 27年度 

－ 教育行政 － 

 平成 27年度の教育費当初予算総額は、126億 6千 442万円、一般会計に占める割合は

8.7％。前年度比で 0.3％、3千 567万 8千円の減額。 

 教育委員会は、４月に森武洋委員長、荒川由美子委員長職務代理者、齋藤道子委員、

三浦溥太郎委員、青木克明教育長で組織された。 

 12 月 25 日付で委員長が改選され、教育委員会は、荒川由美子委員長、三浦溥太郎委

員長職務代理者、齋藤道子委員、森武洋委員、青木克明教育長で組織された。 

 

 

◆教育政策関連 

本市における教育の振興のための施策に関す

る基本的な計画である「横須賀市教育振興基本計

画」の実現に向けた具体的な施策や事業を示す

「第２期実施計画」を平成 26年３月に策定した。 

 この計画では、「『生きる力』の育成」を目指

した学校教育編、「いつでも、どこでも、だれで

も学べる社会の実現」を目指した社会教育編、「豊

かなスポーツライフの実現」を目指したスポーツ

編の３つに区分し、施策・事業を位置付けた。 

また、子どもの教育を重点的に捉えることとし、

子どもの教育に関する考え方を「横須賀の子ども

像」と「目指す子どもの教育の姿」により示し、

学校・家庭・地域での教育を充実させるとともに、

共通の意識を持って、相互に連携を図っていくこ

とを目指している。なお、このことの実現に向け

ては、「学校・家庭・地域の連携推進」「学力・

体力の向上」「いじめ・暴力・不登校の未然防止

と早期解決」「学校の教育力向上」「社会教育施

設による学習支援の推進」を重点課題として位置

付け、対応する事業を中心に取り組んだ。 

 

◆教育指導関連 

本年度は、学力向上事業・国際コミュニケーシ 

ョン能力育成事業を中心に事業の推進を図った。 

学力向上事業では、市立全小中学校へ学力向上

放課後教室サポートティーチャーの派遣や土曜寺

子屋教室の開催等、児童生徒の学力向上を図る取

組を行った。 

国際コミュニケーション能力育成事業では、市

立全学校へネイティブスピーカー指導者の配置や

外国語活動アドバイザー等の派遣を行った。また、

小学生がネイティブスピーカーや海軍基地の児童

等と英語でコミュニケーションを図るイベント

「横須賀 English World」を開催した。 

 児童・生徒の行事として、小学校５年生芸術鑑

賞会、子どものための音楽会、小学校創意工夫展 

読書感想画展、児童生徒造形作品展、児童生徒書

写作品展等の行事を開催した。また、作詞･作曲募

集、学校文集等の作品募集も行った。 

 研究委託については、幼・小・中・高等学校並

びにろう学校・養護学校 75校園及び教科・教科外

の 36研究会に委託した。 

 その他の研究活動として、幼稚園教育課程研究

会を 10月 23日に、小学校教育課程研究会を６月

12日、６月 19日、７月 31日、10月 27日に、中

学校教育課程研究会を６月 12日、６月 19日、８

月３日、10 月 21 日に、高等学校教育課程研究会

を 11月 17日に開催した。 

 

◆支援教育関連 

本年度の支援教育の推進にあたっては、昨年に

引き続き『認め合い高め合う力を育てる（重点２）』

を目標に各事業を実施してきた。 

これを具現化するため、従来の学校支援（児童・

生徒指導、不登校、特別支援教育等）のほかに、

「授業のユニバーサルデザイン化」や「支援教育

的な集団づくり」を推進したり、学校の相談員や

支援教育コーディネーター、相談教室担任や指導

員など「支援教育関係スタッフの資質の向上」を

めざした研修を行ったりした。共に生きる共生社

会の形成のための、インクルーシブ教育システム

構築に向けた取り組みについては、各種研修会の

ほか、行内研修において浸透を図った。 

研修では、支援教育研修講座、特別支援学級新

担任者研修講座、児童指導担当者研修講座、生徒

指導担当者研修講座を実施した。また、支援教育

コーディネーター連絡会では、前年に引き続きア

セスメントをテーマに年間を通して研修を行い、

コーディネーターとしての専門性の向上を図っ

た。 

 また、一人一人の児童・生徒およびその保護者
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のニーズに応える必要性もあることから、4月に

教育相談の窓口を開設した。心理士などの専門職

を活用し、学校生活に関する様々な不安や悩みに

ついて学校と連携しながら支援策を組み立てた

り、継続した相談を行ったりした。 

 主催行事としては、不登校児童生徒及びその保

護者を支援するための、「ハートフルフォーラム」

（７/18）・「進路情報説明会・不登校相談会」（９

/26）を開催した。特別支援教育では「第５回児童

生徒ふれあい作品展」（12/４～12/８）、就労相

談会「仕事にチャレンジ」（１/23）を開催した。 

 

◆学校保健関連 

学校保健関係では、児童生徒の疾病を予防する

ため、定期結核健康診断、寄生虫卵・尿・心臓の

各種検査を実施するとともに、学校病に罹患した

要保護および準要保護児童生徒に対しては、医療

費を援助した。 

児童生徒に安全な環境を確保するとともに教

育効果を高めるため、学校の環境衛生検査を行っ

た。 

学校保健の充実発展を図るため、心肺蘇生法実

技研修講座、薬物乱用防止・食育・食物アレルギ

ーに関する研修講座、養護教諭研修講座、よい歯

の図画・ポスターコンクール及び標語コンクール、

横須賀市学校保健大会などを開催した。 

学校管理下における児童生徒の災害に対して

独立行政法人日本スポーツ振興センターに給付金

を請求するとともに、市立学校災害見舞金支給要

綱に基づき見舞金を支給した。 

 

学校給食関係では、学校給食法に基づき、市立

小学校・ろう学校では全市統一献立により、養護

学校は独自献立により完全給食を、市立中学校で

はミルク給食を実施した。 

給食実施に伴う各種研修会、学校給食の提供食

の放射線量測定を含む各種検査、給食施設の維持

管理、給食用備品・消耗品の整備、給食用食器の

樹脂製 PEN（ポリエチレンナフタレート）食器へ

の順次交換などを行った。また、統一献立での地

場産物の使用や米飯給食の推進、就学前児童が給

食を体験し在校児童と交流する学校給食交流体験

事業を行った。 

準要保護児童生徒の給食援助費の支給、学校給

食費の未納調査や督促、未納分の児童手当からの

徴収を行った。 

中学校の昼食（給食等）に関するアンケートを

市民、生徒、保護者等に実施した。 

 

 

◆スポーツ関連 

前年度に引き続きよこすかドリーム・スポーツ

プロジェクト推進事業を実施した。 

第64回中学校総合体育大会開会式が４月18日、

横須賀アリーナで行われた。第 40回小学校児童相

撲大会は５月９日、第 47回小学校児童陸上記録大

会は 10月 17日、第 66回男子・第 32回女子中学

校駅伝競走大会は 10月 24日、第 33回表現運動・

ダンス発表会は 11月 14日に、第 49回小学校児童

ボール大会は 12月２日に、それぞれ開催された。 

 

◆学校管理関連 

本年度の主な学校教育施設整備は、グランド改

修（鷹取小）、中学校のテニスコート整備（衣笠

中・浦賀中・大楠中）３校・トイレ改修（浦郷小・

公郷小・望洋小・小原台小・神明小・富士見小・

池上中・武山中）の８校で実施。 

また、体育館床改修（明浜小・常葉中）などを

実施した。 

上記の他にも施設改修を、さまざまな学校で実施

した。 

 

◆学校選択制 

平成 28 年度入学生の学校選択制では、対象者

3,610人のうち約 10.9％に当たる 395人が他学区

の中学校を選択した。 

今回、受入枠を超えた中学校はなく、全ての中

学校において希望者全員を受け入れることにな

った。 

学校選択制の申込み結果の推移を見ると、今年

度は抽選にならなかった久里浜中に次いで、神明

中・長沢中・大津中に希望者が多い。一方で、こ

れらの学区からは他学区を希望する生徒も多い。 
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教育研究所概観   平成 27年度 

 

「学力を向上させる」「認め合う高め合う関係を築く力を育てる」を重点課題として、

各課が連携をとりながら取り事業に取り組んだ。前年度に引き続き、「国の学力状況調

査（小６、中３）」「横須賀市学力状況調査（小５、中２）」の結果を公表した。 

市内小・中学校においては、「小・中一貫の日」を年３回設定し、小・中の一貫を意

識した取組を行った。また、長期休業を活用した授業日数の増加及び土曜日を活用した

授業日数の増加を試行し、中学校高等学校、特別支援教育諸学校においては、教科書採

択が行われた。 

 

１ 概要 

本年度の新規採用者の数は 66名に及び、ますま

す各学校における経験の浅い教員の比率が高ま

り、「人材育成」が最大のテーマと捉え、各研修

に取り組んだ。 

授業力アップに主眼を置いた「パワーアップ講

座」「スキルアップ講座」「理科研修講座」は、

参加した教員には好評であった。理科については、

「土曜科学教室」を開講し、直接理科に興味関心

を持つ児童を育てる事業を開始した。また、開講

５年目を迎えた「よこすか教師塾」では、本市で

教師を目指す塾生が、「教師としての資質・能力

を高めるための知識・技術」を学び、見識を広げ

る一役を担った。 

教育資料レファレンスでは、次期教育史の編纂

の準備として、書庫の整理及びレイアウトを変更

した。さらに、カリキュラムセンターとしての機

能の充実させるためにデジタル化を進めた。 

導入して５年目を迎えた校務支援システムは、

学校情報基盤整備係及び調査研究班の地道な対応

や細やかな研修を実施した成果で、スムーズな運

用になった。ハード面においても、各種のサーバ

更改年度であったが、すべて計画通りに進めるこ

とができた。学校情報化推進部会を開催し、校務

支援システムの機能を利用した健康診断票の作成

の試行を始めるなどの意見交換を含め、推進に有

益であった。 

全職員が、教育研究所の役割を果たすべく、職

務遂行のために日々研鑽をした。 

平成 27年４月１日より、教育研究所内に置かれて

いた学校情報基盤整備係が、教育総務課付となり、

教育情報システム室と改められ、係長と主任 2名

の３名の体制となり、研究所内は、研修班、調査

研究班、管理運営係の３部署で運営を始めた。 

 

２ 調査研究 

横須賀市の学校教育の現状を把握し、学力向上

にむけ、現在の教育課題の解決と学校教育の一層

の充実に貢献することを目指し、昨年度より「研

究員会」事業スタートした。本年度は７研究員会

総勢 44名の研究員と担当指導主事 12名がそれぞ

れの研究テーマに沿って調査研究に取り組んだ。

６つの研究員会は最終年を迎え、様々な形にて研

究成果の発信をおこなった。今後研究成果をまと

めた研究紀要を発行する予定である。また、５年

計画の初期２年が過ぎた研究員会は、研究成果の

中間報告を行う予定である。 

 

 長期研修員は、『「学習意欲を引き出す授業の

可能性を探る」～学力を育む基盤としての学習意

欲とは～』をテーマに夏島小学校 田山雅也教諭が

実践・検証・成果を行った。 

理科センターとしては、理科室の環境整備を進め

た。また、理科教材の開発とその発信に努めた。

レファレンスとして、図書・資料室の機能整備と

有効利用の促進、理科教材の展示、コンテンツの

有効活用に関する情報提供などに努めた。 

 

３ 教員研修 

 情報通信技術の発展と知識基盤社会の到来、社

会のグローバル化や少子高齢社会の進展など社会

は大きく変化している。この数年で人工知能（AI）

の研究は飛躍的に進歩し、こうした新たな知識や

技能の活用により、社会の進歩や変化のスピード

は高まる可能性がある。そうした社会の変化の中

で、児童生徒の多様化と高度でより一層複雑化す

る教育課題の解決に向けて、教育現場は取り組ん

でいる。学校が組織として力を発揮できる体制を

充実させるなど、様々な対応が必要であるが、中

でも教育の直接の担い手である教員の資質・能力

を向上させることが最も重要である。 

教員の資質・能力の向上については、教育基本

法第９条において「法律に定める学校の教員は、

自己の崇高な使命を深く自覚し、絶えず研究と修
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養に励み、その職責の遂行に努めなければならな

い。」「前項の教員については、その使命と職責

の重要性にかんがみ、その身分は尊重され、待遇

の適正が期せられるとともに、養成と研修の充実

が図られなければならない。」こととされている。

このように教員の資質能力の向上は、教員自身の

責務であるとともに、国、教育委員会、学校など

の関係者にとっても重要な責務である。 

次期学習指導要領改訂の方向性について検討を

進めてきた中央教育審議会初等中等教育分科会教

育課程企画特別部会は、平成 27年８月に「論点整

理」をとりまとめた。これは、2030年の社会、さ

らにその先の豊かな未来を築くために、教育課程

を通じて初等中等教育が果たすべき役割を示すこ

とを意図したものであり、これからの教育課程に

は、社会の変化に目を向け、教育が普遍的に目指

す根幹を堅持しつつ、社会の変化を柔軟に受け止

めていく「社会に開かれた教育課程」としての役

割が期待されていると指摘している。 

ここ数年、新規教員が大量に採用されるととも

に、ベテランの大量退職を迎え、学校は職員の大

幅な入れ替えが続いている。経験の少ない教員に

対しても、即戦力となるよう過大な期待が寄せら

れ、そして、少ない中堅層においても、学校の運

営の主体となれるよう、優れた能力を発揮できる

人材の育成が急務となっている。同時に臨時的任

用職員や非常勤講師の割合も高くなっており、各

校での教員の若年化が急速に進んでいる。 

教育研究所では、このような現状に対して、意

図的で計画的な人材育成を図る研修の仕組みづく

りを模索してきた。制度として定着が図れてきた、

基本研修における「ペア」または「グループ」に

よる校内研修の実施については、授業を通して校

内で学び合う機会の充実につながっている。異な 

る経験者同士がつながり合う場面の設定、教える

ことで学ぶメンターの機会も充実させてきた。 

学校に対しても「人材育成」という言葉を積極

的に浸透させるよう努めてきた。結果として、自

己のキャリアアップは自ら計画的に取り組むべき

ものであること、学校もまた、意図的組織的に人

材を育成することが重要であるとの意識の転換が

図られてきているようである。経験によって培わ

れた教師力がしっかりと継承されていくことが、

子どもたちの教育の質の向上につながることと期

待される。 

本年度、具体的な目標と方針として①教師とし

て求められる資質、授業力の向上を図ること②学

校組織の活性化と人材育成を図ることを掲げて事

業を展開してきた。 

 そこでは、研修そのものに係る工夫として主体

的に学ぶことのできる演習型の研修や、ワークシ

ョップ型の研究協議やジグソー法等の多様な研修

スタイルを取り入れてきた。研修場面においても、

授業に活用できるようなノウハウの提供も同時に

行ってきた。 

 職に応じた研修でも管理職や学校運営に携わる

教諭を対象に、リーダーとしての在り方や人材育

成を促進する研修内容を充実させた。選択研修に

おいては、経験年数の少ない教員を対象にしたス

キルアップ研修講座を土曜日に開催し、著名な講

師を招聘して、授業づくりの基礎や日々の教育活

動に生かせる実践的な研修を充実させた。本年度

も自主的に学ぶ教師が多く見られた。教師が学び

たいときに学び、自己のキャリアや職能に応じて、

自らの資質を向上できる研修体系を今後も維持、

発展していきたい。 

また、従来のパワーアップ研修（理科シリーズ）

と併せて（達人シリーズ）をスタートさせた。達

人シリーズは、長年にわたり研究会等に所属し、

実践を積んで来られた教科研究のエキスパートを

講師として招き、教育に対する姿勢や考え方、指

導技術などを学んだ。 

夏季休業中の選択研修については、各教科や最

新の教育課題（性的マイノリティー、メンタルヘ

ルス、小中一貫教育、国際調査に基づく分析等）

に応じた研修を実施し、全 81 講座、延べ 4,021

名の参加があった。 

一人一人が教師としての高い志を持ち続け、学

校においても優れた教師を育てようとする意識が

高まるよう、教育研究所としてのきめ細やかな支

援を大切にして取り組んでいる。今後も時代の変

化に対応できる研修体系・研修内容を整備する必

要がある。 

 

４ 教育の情報化推進 
 学習指導要領に示された「情報教育の充実」

「ICT 機器を活用した授業の展開」を達成するた

め、平成 22年度までに学校の ICT機器環境を整備

した。また、校務の情報化を目的として校務支援

システムを導入した。機器の整備以外にも、教育

の情報化の推進のために、教科指導における ICT

活用研修、授業力向上のための ICT活用研修、経

験年数に応じた各研修における教育の情報化につ

いての研修を重ねてきた。 

 本年度も引き続き、授業における ICT機器の活

用推進を軸に、校務支援システムによる通信簿の

作成、中学校調査書の作成、指導要録作成などの

集合研修や訪問研修を適宜行い、現場に寄り添っ

た支援に力を入れた。また、ICT 授業支援サポー

ター制度も引き続き実施した。 
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学校の保有する情報の取扱いに関する基準の改

訂版の本編とダイジェスト版を各学校に配布し

た。また、ICT 担当者会や情報セキュリティ月間

（５,10,２月）を通して、情報セキュリティ喚起

の取り組みを行った。 

 今後の課題は、学習用データベースの充実や授

業における効果的な ICT機器の活用の促進を図る

ための研修や授業支援の充実、職員と児童生徒の

情報モラルの育成などである。加えて、ICT 機器

を活用した次代の授業の在り方を模索し、子ども

の学びの充実についても考えていく。 

 

５ 運営委員会 

（１）運営委員 

<委 員 長> 西田 邦彦 (浦郷小学校長) 

<副委員長> 阿部 信行 (浦賀中学校長) 

<委  員> 中山 俊史 (横須賀総合高等学校長) 

< 〃  > 内田  学 (池上中学校長) 

< 〃  > 福田 倫弘 (粟田小学校長) 

< 〃  > 丸茂  忍 (衣笠小学校教諭) 

< 〃  > 丸瀨  正 (教育指導課長) 

 

（２）運営委員会 

第１回運営委員会 

  日時 平成 27年５月 13日（水） 10時開催 

  場所 教育研究所 第２研修室 

 第２回運営委員会 

  日時 平成 28年１月 20日（水） 10時開催 

  場所 教育研究所 第２研修室 

  横須賀市教育研究所条例に基づき、年２回の

運営委員会を開催した。 

第１回では、教育研究所の運営についての質

疑応答・意見交換を行い有意義な会合となった。 

  第２回では、一年間の成果と課題について、

意見交換し、次年度の運営について貴重なご意

見をいただいた。 

 

６ 平成 27年度予算 
教育研究所費の平成 27年度一般会計予算額は、

556,945 千円（総務課へ一部移管された）であっ

た。このうち、情報システムの運用や情報教育の

推進に係る情報関連予算は 537,725千円（前年度

比 184,118千円）で、全体の約７割を占めている。 

 また、各学校費において、市立の小中学校、特

別支援学校、高等学校における教育用パソコン等

の整備・運用に関する予算 262,166千円（前年度

比△313,264 千円）も所管しており、これらを合

わせた情報関連予算は、799,891千円となる。 

また、本年度から学校指導費の学力向上事業の

一部を専門的調査研究の立場から所管し、651 千

円を計上している。所管予算全体では、1,000,071

千円となる。 

本年度より、調査研究班ができ予算の増加を見

たが、それ以外は昨年度とほぼ同額であった。 

ただし、教育研究所が設立されてから数十年を

経て、施設の老朽化が進んでおり、毎年の修繕料

が増加傾向にあることが悩みの種である。 

合計(①+②) 1,000,071 

①教育研究所費 小計 737,244 

・情報関連費 

 *情報教育研修費 

 *よこすか教育ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ事業費 

 *ICT活用教育推進事業費 

373,967 

(5,774) 

(365,544) 

(2,649) 

・給与費 121,072 

・教育調査研究事業費  1,514 

・資料情報提供事業費 2,881 

・理科教育研修費 4,013 

・教員研修事業費 4,477 

・教育研究所管理運営費 48,370 

②各学校費 小計 262,827 

・教育用 PC等の整備・運用費 262,166 

・学校指導費（学力向上事業） 651 

（単位千円） 

 

７ 職員 

（１）職員の配属と異動 

平成 27年度の教育研究所は、所長および職員の

12人で組織した。 

 大矢部中学校より主査指導主事として一栁直

行、田浦中学校より指導主事として若林完樹、市

総合高校より主任として山岸弘美、夏島小学校よ

り長期研修員として田山雅也、非常勤職員として、

小曽戸聡、塚原京子が着任した。 

 また、所長 市川敦義が校長として豊島小学校

へ、主査指導主事 橘広基が係長として中央図書

館、担当者 横川由美が市民税課へそれぞれ転任し

た。 

 非常勤職員 中橋あき子、臨時職員 大西香織、

古怒田道子が退職した。 
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（２）人員構成（50音順） 

所 長 武田  仁 (教育研究所の総括) 
主査指導主事 一栁 直行 (各係・班の統括) 

〃 重田  太 (調査研究班の統括) 
〃 高橋 直樹 (研修班の総括) 

係 長 大津 仁昭 (管理運営係の総括) 
指 導 主 事 宇佐美 暁 (研修) 

〃 小泉 姿子 (研修) 
〃 関口  満 (調査研究) 
〃 松本 美紀 (研修) 
〃 若林 完樹 (調査研究) 

主 任 島内さおり (管理運営) 
〃 山岸 弘美 (管理運営) 

非 常 勤 職 員 小曽戸 聡 
(研修補助・ 
よこすか教師塾) 

   

〃 平野 邦好 
(理科教育・ 
よこすか教師塾) 

〃 小谷 孝夫 
(教育史・ 
よこすか教師塾) 

〃 柏木 崇子 (調査研究補助) 
〃 渋谷  香 (研修補助) 
〃 髙木恵美子 (調査研究補助) 
〃 塚原 京子 (研修事務) 

臨 時 職 員 加藤美由紀  
〃 雑賀奈津子  
〃 山本  実  

総務課教育情報

システム室 
４月１日付 総務課付となる 

係 長 金子 裕樹 
(教育情報システム室

の統括) 
主 任 小島 英雄 (校務支援システム) 
主 任 林  聡久 (校務支援システム) 
非 常 勤 職 員 堀越 佳子 (教育情報データ整理) 
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調査研究関係 

 

◆概 要 

調査研究では、「研究員会」事業を中心とした調査研究の充実と、教育に関する情報

や資料の収集・発信の充実を重点目標として取り組みを進めた。 

「研究員会」事業は、７研究員会を組織し、それぞれの課題に対して調査研究を行っ

た。また長期研修では、学習意欲を引き出す授業の可能性をテーマに研究を行った。 

資料・情報提供事業では、横須賀市教育情報センターイントラネットサイトと教育研

究所図書資料室を充実させることに努めた。経験年数が少ない教員の参考となるよう、

イントラネットサイトに学習指導案を掲載したり、教育研究所図書室に「授業づくり」

「学級づくり」などの書籍を整えたりした。また、初任者研修の手引き書を作製し、配

付・活用した。カリキュラムセンターとしての機能の充実を図るべく、イントラネット

サイト内の資料の追加・更新・整理に努めた。 

理科センター機能の充実にも努め、理科教育研修講座やパワーアップ研修講座を開講

し、理科教育の充実に努めた。また、様々な理科教育に関する資料を作成し、イントラ

ネットサイトや本研究所の理科室に掲示し、活用を促した。 

 

調査研究事業 

１ 長期研修 

平成 27 年度の長期研修は、「学習意欲を引き

出す授業の可能性を探る～学力を育む基盤として

の学習意欲とは～」を研究テーマとして実施した。 

概要は、次の通りである。 

①研究員  夏島小学校 田山 雅也 教諭 

②研究主題 

「学習意欲を引き出す授業の可能性を探る」 

～学力を育む基盤としての学習意欲とは～ 

③アドバイザー 

横浜国立大学教育人間科学部附属教育デザイン

センター 主任研究員 三浦 修一 

④主題設定の理由 

・PISA調査、全国学力・学習状況調査等におけ

る課題から 

・研究者のこれまでの実践から 

⑤研究内容 

本研究は、学力を育む基盤として、「学習意

欲」の向上の可能性を探ることを目的とした研

究である。「意欲」という情意面を研究するに

あたって、仮説、実践、検証といった科学的実

証を基盤とした従来の量的な教育研究の方法で

はなく、帰納的な感受概念をもって構成される、

質的研究の方法を用いて研究を行った。 

参与観察によって見られた学習意欲が向上し

たと思われる状況、または学習意欲が阻害され

たと思われる状況を記録し、考察を行った。ま

た、授業実践によって、学習意欲が向上する環

境づくりを図るとともに、学習に参加する意欲

が見られない児童への支援策を考察、さらに学

習意欲が阻害される授業者の課題を明らかにし

た。 

⑥授業実践・参与観察 第５学年 算数科 

 ・６～７月 「図形の角」 

 ・10月 「比例」 

 ・１月   「分数のかけ算とわり算」 

⑦研究成果の発信 

 ・イントラネット上で情報発信 

・中間発表会及び研究発表会の実施 

・県教育研究所連盟研究発表会で提案（平成 28

年度実施予定） 

 

２ 神奈川県教育研究所連盟 研究発表大会 

10月 13日(火)、神奈川県教育研究所連盟 第

62回教育研究発表大会において、平成 26年度横

須賀市教育研究所長期研修員の寺岡 公輝教諭

（岩戸小学校）が発表した。その成果については、

効果的活用法などに多くの賛同を得ていた。 

 

発表テーマ 
児童の書く能力を育成する指導の在り方 

～単元を貫く言語活動と ICTの活用を通して～ 
（１）研究の目的 
  平成 25・26年度全国学力・学習状況調査にお

いて、児童の書く能力に課題があることが分か

った。 

  そこで、単元を貫く言語活動と効果的な ICT

活用を通して、児童の書く能力を育成する指導

の在り方を考えることとした。 
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（２）研究の内容 
①単元を貫く言語活動 

「書く能力」を児童に身に付けさせるためには、

国語科の授業において具体的な言語活動を通して

『小学校学習指導要領解説 国語編』「B 書くこ

と」の指導事項に示す書くことの内容を指導する

ことが大切である。言語活動の充実に関する指導

事例集では、国語科の授業改善を図るために「児

童自らが学び、課題を解決していくための学習過

程を明確化し、単元を貫く言語活動を位置付ける

ことが必要である。」としている。「ここで話し

合う」「ここで音読する」といったばらばらの活

動ではなく、単元を貫いて言語活動を位置付けた

指導過程を構築していきたい。 

○本単元で児童に身に付けさせたい力を明確

にする。 
○身に付けさせたい力にふさわしい言語活動

を選ぶ。 
○単元を貫いて言語活動を位置付ける。 
○児童の興味・関心を重視する。 

②効果的な ICT活用 

児童が主体的に活動し、思考・判断する場面を

授業の中に生み出すために、『単元を貫く言語活

動』を位置付けた授業に ICTの効果的な活用を組

み合わせた。国語科の学習における ICT活用の効

果は以下の通りであると考える。 

○説明や課題の視覚的理解 
○効率的な情報収集 
○考えの共有化による思考の広がり・深まり 
○試行の繰り返しによる表現力の向上 

絵や写真を拡大・縮小したり、画面への書き込

みをしたりすることで、児童の視覚に訴えた説明

や課題の焦点化が可能となる。 
また、課題解決のために情報を収集する場面で

は、インターネットなどを活用することで自分の

疑問について深く調べることが容易となり、効率

的に調べ学習を進めることができる。さらに、電

子黒板機能等を活用し、児童同士による意見交換

や発表などお互いに高め合う学びを通じて、思考

力や表現力を高めることが可能となると考えた。 
（３）まとめ 
(1) 単元を貫く言語活動 

児童に身に付けさせたい力を明確にし、単元

を貫く言語活動を設定することで、児童が書く

活動に主体的に取り組むことができた。単元の

導入で「５年生に鎌倉の魅力を伝えるリーフレ

ットを作る」「説得力のある意見文を書く」「絵

の解説文を書く」などゴールを設定すること、

相手意識と目的意識を持つことが主体的な活動

につながったと考えられる。単元を終えた児童

は「自分の文章力があがったと思いました。」「こ

れからの勉強に役立ちそうです。」など、自分が

身に付けた力を実感し、今後の学習に活かそう

とする態度も見られるようになった。 

  ICTを活用して何度も加筆・修正をくり返す

ことや児童の考えを共有化すること、発表者の

考えを視覚的に理解することは、児童の表現力

を高めることや試行を広げ深めることにつなが

るので、書く能力を育成することに有効であっ

た。 
 (2) 効果的な ICT活用 

  「紹介しよう 鎌倉のよさ」の単元では、児

童用ノートパソコンにインストールされている

ソフトを使って、自分が伝えたい鎌倉のよさに

ついてリーフレットを作成した。文章を書く活

動に ICTを取り入れることで、児童は「間違え

てもすぐ書き直せる」という安心感を持ち、書

く活動に対して抵抗が少なくなった。そのため、

何度も加筆・修正をくり返したり、友達の表現

のよさを取り入れたりして、自分の表現力を高

めることにつながった。また、友達とお互いの

作品を交流し推敲する場面では、友達から得た

「表現の工夫」を使って自分の文章を書き直し

たり、写真や絵の大きさ、レイアウトを修正し

たりした。もし手書きでリーフレットを作成し

ていたならば、この活動を容易に行うことはで

きず、児童は文章を書き直すことに大きな抵抗

を示していたと考えられる。ICT を活用し、試

行を容易にくり返すことは児童の表現力を高め

ることに対して有効であった。 
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 資料･情報提供事業   

【図書・資料】 （H28,3,31現在） 

１ 図書資料  

 平成 27年度、図書購入の予算は、ドキュメント

スキャナを購入した関係で、42万円であった。こ

の予算で、合計 185冊の図書を購入した。寄贈本

は 31冊。学力向上への対応や各教科・領域、教師

としてのスキルアップ等に関する図書を購入し

た。特に教科化される道徳教育に関するもの、学

級経営等に関するもの、教師力を向上させるもの

や若い教員向けのものなどを購入した。 

 所蔵数は、図書は新たにカウントした紙芝居５

セットを含め、26,004点、教育ビデオは 25点（そ

れ以外に本研究所内で視聴可能なビデオ 139点）、

DVD71点である。 

また保管している市内各学校や各地の研究機関

・大学･学校・出版社等から寄贈された研究紀要及

び教育資料等は、前年度より 294点増え、24,315

点になった。 

本年度閲覧提供した雑誌等は次のとおりであ

る。 

〔定期購入したもの〕 

① 初等教育資料     ② 中等教育資料  

③ 教育委員会月報   ④ 総合教育技術 

⑤ 児童心理        ⑥ 教育     

⑦ 高校教育     ⑧ 日経 PC21    

⑨ 内外教育         ⑩ 教育展望 

〔その他：寄贈等〕 

⑪ 指導と評価   ⑫ 部落解放 

⑬ 人権と部落 

広報よこすか，県のたより，人権のとも，語る

・かたる・トーク，更生保護よこすか，よこすか

ボランティアニュース，よこすか社協だより，ま

なびかんニュースなどは、２階事務室の前にある

雑誌専用書架に配架している。貸し出しはしてい

ないが、いつでも利用することができる。 

購入している新聞は、次の２紙である。 

①日本教育新聞   ②神奈川新聞 

また、教育家庭新聞教育マルチメディア号は毎

月寄贈されている。 

日本教育新聞、教育家庭新聞マルチメディア号

は 2階事務室前の雑誌専用書架に、神奈川新聞は

事務室に配架している。 

 

２ 図書室・資料室の環境整備 

平成 21年度、図書室に整備したデスクトップ型

PC２台は、インターネットでの情報検索やイント

ラネットでの閲覧等に利用していたが、基本ソフ

ト（OS）が古くなったので、25年度にノート型 PC1

台に変更し利用していたが、本年度、機器の更改

をし、使いやすくなった。 

図書室内のコーナーをより分かりやすくなるよ

う配置の工夫をしている。コーナー編成は、「学

習指導要領」「学校経営・法律関係」「情報・学

校図書館」「教師・教育一般」「新着図書」「学

力向上」「防災」「教員採用試験対策」「特別支

援・教育相談」「国語」「社会」「算数・数学・

理科」「音楽」「図画工作・美術」「体育・保健

体育」「家庭・技術家庭」「幼稚園教育・生活・

総合的な学習の時間」「英語・英語活動」「道徳

・特別活動」「エプロンシアター・ビデオ」であ

る。また、各研究機関からの「研究紀要」や「学

校教育賞」、各学校の学校要覧・PTA 広報誌など

のコーナーも設置してある。 

若い教員向けの書籍を集めたコーナー、ムック

等を集めた「話題のコーナー」、文部科学省や県

教委からの答申等の資料を印刷した「教育情報」

のコーナーなども設置してある。 

図書室前の書棚では、「齊藤喜博全集」「大村

はま国語教室」などや前年度の「児童心理」を配

架し、すぐ見られるようにしている。 

また、資料室内の配架順の整理をし、各学校の

学校要覧・研究紀要等の整理をした。 

書籍、資料の所蔵数が増えてきたことにより、

収納スペースの確保が課題になっている。若干の

整理はしたが、本研究所として保存していく資料

の精査を行い、継続的な資料の保存が可能となる

よう収集・保存のあり方を検討し、ルールを策定

する必要がある。 

 

３ 図書資料の閲覧と貸し出し 

図書室・資料室の利用規約は、次のとおりである。 

① 開館時間 平日９時30分～17時 30分 

② 図書室での閲覧は自由 

③ 貸し出ししているもの 

・研修図書（禁帯出以外）一人５冊まで 

・ビデオ・DVD  一人５本まで 

・エプロンシアター 

・集団読書絵本「からすたろう」 

・オーストラリアングッズ 

・紙芝居台 

④ 貸出期間 

原則として、図書は１ヵ月以内、ビデオ・DVD

は２週間、その他のものは１ヶ月以内としている。 
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⑤ 利用対象者  横須賀市立学校の教職員 

本年度の貸出実績は、次のとおりである。    

 ・図書       456点 

  ・ビデオ       7点 

 

４ 新刊本等の情報提供 

 新規購入図書の紹介はイントラネットを通し

て行っているが、研究所内でも掲示・配架方法を

工夫したりして、より分かりやすいようにしてい

る。 

また、エプロンシアターなど貸し出しできる教

材用具を見やすい場所に移動したり、手軽に見る

ことができるようにしたりして紹介した。 

 

５ 教科書センター 

 本教育研究所図書室は「横須賀地区教科書センタ

ー」を兼ねており、日常的な教科用図書の閲覧や

問い合わせに対応している。教科書センターとし

て教科用図書展示会は、本年度６月 12 日から６

月 25日まで行った。本研究所の来場者数は、367

人（学校関係者 327人、一般 40人）だった。 

新たに今年度採択替えのある中学校教科書 258

冊（129 点×２セット）を加え、保管してある教

科書は 14,108冊。 

 

６ レファレンス・サービス 

本教育研究所の図書室・資料室の保管している

情報・資料をより広く活用してもらうために、教

育資料情報に関する問い合わせには、来所された

方だけでなく、電話や電子メールなどでも応じて

いる。それらには、即時性を求めるものが多いので、

優先的な対応を心がけた。本年度の件数は 13 件で

あった。 

インターネット上には「資料用教科書目録」「写

真で見る横須賀教育史」「教具的民族資料」のデ

ータを公開している。このため、教育図書・資料

の利用者は、市内の教職員や一般市民にとどまら

ず、市外の教職員や教育関係の学生、研究者及び

ライフワークとして教育に関心を持っている人と

多方面に広がっているので、それぞれのレファレ

ンスにできるだけ迅速に対応した。 

 

７ 教育情報センターインターネットでの情報提供 

教育情報センターインターネット上には、次の

資料を提供している。 

① 資料用教科書目録 

② 写真で見る横須賀教育史 

③ 教具的民俗資料 

④ 雑賀コレクション(平成 24年度より 新設) 

第８代本教育研究所長、横須賀市立高等学校

長、横須賀市教育委員長などを歴任された雑賀昭

二先生は、教育に関する道具や機器を中心に集め

られ時代とともに変遷していく教具や視聴覚機

器の散逸を憂い、収集された。 

平成 11 年に、これらの貴重な資料を本教育研

究所に移管された先生は、平成 22 年に亡くなら

れた。その後、ご家族と本教育研究所との寄贈の

手続きが整い、平成 24 年度にこれらの貴重な資

料 199点を、データーベース化してまとめ、広く

多くの方々に供するため、「雑賀コレクション」

と題し、ホームページへ目録とその写真を掲載し

た。 

 

８ 民俗資料 

 民俗資料の数々は、昭和 47 年より収集し平成

５年に「教具的民俗資料集」と題して冊子にまと

められた。教育研究所では、冊子の内容を、「教

具的民俗資料」と題し、41点をインターネット上

に公開している。 

 

９ 研究所刊行物  

 本年度は、次の定期刊行物を発行した。 

・教育研究所要覧（平成 27年度版） 

・教育研究所所報 77号 

・小学校児童・中学校生徒 研究集録 54集 
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理科教育事業 

今年度実施された「全国学力・学習状況調査」

の児童生徒質問紙調査の結果（全国平均）では、

「観察・実験を行うことが好きだ」という回答が、

小学生 90.1％、中学生 80.2％となり、初めて調査

が実施された平成 24年度の結果に引き続き、観察

・実験を行うことに高い意欲を示す傾向が明らか

になった。 

一方で「観察や実験を週１回以上行った」と回

答した児童生徒は、小学生 46％、中学生 39％とな

り、週あたりの授業時数を考慮すると、やや低め

の傾向であることが読み取れた。 

子どもたちが意欲的に学習に取り組むことは、

学力向上に向けた一つのポイントにもなり、この

面からも、観察・実験を充実した授業実施のため

の、教員研修の充実、学習環境の整備が求められ

ると考える。 

教育研究所の理科教育事業では、教員が学び探

究する場、そして科学への関心を高める場として、

研修講座を中心に、授業支援や情報提供を行って

きた。 

研修講座は、理科の指導に必要な基礎的技術を

身に付ける内容、指導が難しい観察・実験を含む

単元の教材研究を深める内容、野外での自然観察

における留意事項や環境問題にかかわる内容等を

取り上げた。 

さらに、教員が科学の最新情報にふれ、関心を

高めることも理科教育の充実における大切な要素

であると考え、こうした内容の講座も実施した。 

研修講座以外の事業としては、理科の学習に必

要な教材の配布や斡旋、観察・実験器具の貸し出

し、研究のための理科施設の開放、様々な問合せ

・相談への対応などを行うとともに、イントラネ

ットサイト「理科なび」を充実させ、授業に役立

つ資料の提供を進めた。 

また今年度も、児童の科学に対する興味関心を

高め、学力を向上させることを目的として、「サ

イエンスサマー2015」を開催するとともに、新規

事業として「土曜科学教室」を立ち上げ、年間６

回にわたって実施した。 

なお、教育研究所の諸事業を進めるにあたり、

教育指導課指導主事や小学校理科研究会、中学校

理科研究会、他の研究機関と連携をとりながら、

内容の充実と活動の円滑な実施を図っている。 

 

 

 

 

 

１ 理科教育研修講座 

平成 27年度は下記の３コースを設定した。 

ア．理科基礎技術研修講座 

イ．小学校・中学校理科教材研究講座 

ウ．科学教養講座 

 

（１）理科基礎技術研修講座   

主に理科の授業を担当している教師や、初任

の小学校教諭を対象に、理科の指導に必要な基

礎的技術を身に付ける内容として＜表１＞の

ような７講座を実施した。 

これらの講座は、小中学校における指導内容

をもとに、理科を指導するにあたって身に付け

ておきたい基礎的な内容を中心に実施した。観

察・実験の基礎技術、自然観察における基礎知

識、地域資源の生かし方等について学習した。

この７回のうち、フィールドワークによる研修

が３回含まれる。 

 

（２）小学校・中学校理科教材研究講座  

小中学校の学習内容で、学習効果を高めるた

めの教材開発や学習展開の工夫について研修

するため＜表２＞のように３講座を実施した。 

第１～３回ともに、教材開発販売会社のスタ

ッフを講師に招聘し、新しい教具を使った実験

方法等を学習した。第１回は物理領域、第２回

は理科教育全般、第３回は生命領域を中心に行

った。学習指導要領に対応する実験器具や材料

が多く紹介され、それらを実際に使って実験す

ることで、その原理を理解することができた。 

 

（３）科学教養講座 

理科を指導する教員にとって役立つ技術や

最新情報を得るための講座として＜表３＞の

１講座を実施した。 

葉山しおさい博物館元館長の池田等氏を招

聘し、海岸の漂着物採集活動（ビーチコーミ

ング）の手法とその意義、研究を継続するこ

との大切さなどについてご講義いただいた。 

 

２ 理科実験観察教材の斡旋・配布・維持管理 

生物教材の飼育・栽培・保存及び配布、斡旋を

行った。 

種ジャガイモ、サツマイモ苗、カイコ卵、木材

チップ、花壇・畑用の堆肥については多くの小学

校から斡旋の要望があった。また、総合的な学習
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の時間に関連してか、中学校からの申込も続いて

いる。 

水中の微小生物を小中学校 47校に提供し、各学

校の授業で顕微鏡による観察が行われた。県立総

合教育センターから提供されたものを維持管理

し、年間を通して提供する体制を整えた結果、小

学校で利用する学校が増えた。 

オオカナダモ等の配布希望も毎年あり、理科教

材園の整備が十分でない小中学校にとって、教育

研究所の果たす役割は大きい。 

 

３ 理科資料のデータベース化 

教育情報センターイントラネットサイトで配信

している「理科なび」では、前年度に引き続き授

業で役立つ情報の提供を目的として、実践資料の

充実に努めた。 

新たに「土曜科学教室」を公開するとともに、

同インターネットサイト上にある「三浦半島の植

物」・「三浦半島の地層・地質」「三浦半島の野

鳥」などの配信を行った。 

 

４ サイエンスサマー2015 

小学生の自由研究への取組を支援するために実

施した。教育研究所に小学校３年生～６年生の希

望者を集め、８つのブースにわかれて実験に取り

組んだ。講師の指導の下、研究仮説の設定、実験

・観察、考察という一連の流れを体験させ、夏季

休業中の自由研究への取組の活性化を図った。 

 

５ 小学校児童・中学校生徒研究集録の作成 

各学校で選ばれた児童生徒の代表作品１点ずつ

と、サイエンスサマー2015参加者の作品を研究集

録として CDにまとめ発行するとともに、教育情報

センターのイントラネットサイトで配信した。 

この研究集録には、夏季休業中に取り組んだ自

由研究を中心として、小学校 73点、中学校１点の

作品が掲載された。資料としてグラフや写真を使

用している作品が多く、CDに集録することでこれ

らのデータを生かすことができた。また、優秀作

品を印刷したものを 12 月～１月に横須賀市自然

・人文博物館に展示した。 

 

６ 土曜科学教室 

児童が自身で行う実験・観察を通し、科学に対

する興味･関心を高め学力の向上を図るというね

らいで、＜表４＞のように年間６回実施した。募

集に際しては、年間 180 人の定員に対し、474 人

の応募があり、児童及び保護者が高い関心をもっ

ていることがうかがえた。 

参加児童にとったアンケートへの記述内容か

らは、主催者の意図した成果が得られたと捉えら

れた。また、多数の保護者が参観し、感想も肯定

的なものが多かったことからは、保護者の啓発お

よび家庭における理科教育推進の一助になってい

ると考えられる。 

 

７ 授業支援 

理科の授業実施上の工夫・改善、動植物の飼育

栽培や実験実施のポイント、薬品処理の方法など、

様々な問合せや相談に応じるとともに、これまで

に蓄積されてきた理科関係資料の提供、理科施設

や器具の貸出などを行った。 

また、IT計測器及び各種接続センサーや、簡易

検流計などの備品を購入し、貸出や研修に活用で

きる環境を整えた。 

理科実験室の施設や機器等の利用については、

各学校の要望にできる限り応じ、本年度は実習用

上皿てんびん、もののとけ方観察器具（アクリル

パイプ）、天体望遠鏡、天体投影装置、骨と筋肉

の動きモデル、人体模型などを貸し出した。 

 

８ 理科教育事業への協力 

理科教育研修やその他の事業について、小学校

理科研究会、中学校理科研究会をはじめ、多くの

方々との連携・協力を行った。ご協力いただいた

主な方々は次のとおりである。 

 

小学校理科研究会長 福田 倫弘（粟田小） 

副会長 志村 和彦（城北小） 

副会長 小田部英仁（大塚台小） 

中学校理科研究会長  坂庭 修  （坂本中） 

副会長 阿部 信行（浦賀中） 

副会長 守谷 賢二（神明中） 

                                   （敬称略） 
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＜表１＞ 理科基礎技術講座                         （７回 176 名） 

  月  日 講      座      名 指     導     者 場  所 参加人数 

  ５. 13 

５. 15 

６．10 

 7.29～8.７ 

  ８. 11 

８. 12  

  10. 21 

生物教材の飼育～メダカ～ 

生物教材の飼育～カイコ～ 

自然観察会～初夏の植物～ 

はじめての理科実験 

身近な自然の教材化 

自然観察会～海の生き物～ 

自然観察会～学校周辺の地層～ 

平野 邦好   （教育研究所） 

内舩 俊樹（自然・人文博物館） 

八田羽榮一    （植物研究家） 

宇佐美 暁    （教育研究所） 

高橋 良寿  （五感教育研究所） 

萩原 清司（自然・人文博物館） 

柴田健一郎（自然・人文博物館） 

理科実験室 

第２研修室 

明浜小学校 

理科実験室 

理科実験室 

天神島教育園 

馬堀小学校周辺 

15 

27 

21 

55 

26 

23 

９ 

 

 

＜表２＞ 小学校・中学校理科教材研究講座                  （３回 111 名） 

  月  日 講      座      名 指     導     者 場 所 参加人数 

 ７．30   

８．４ 

８. 10 

物理実験を楽しもう 

おもしろ実験ゼミナール 

なるほど実験教室 

株式会社ヤガミ 

株式会社ナリカ 

ケニス株式会社 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

36 

54 

21 

 

 

＜表３＞ 科学教養講座                            （１回 41 名） 

  月  日 講      座      名 指    導    者 場  所 参加人数 

  ８．６ 浜辺のコレクション～ビーチコ

ーミングで頼朝に会える!?～ 

池田等 

（葉山しおさい博物館元館長） 

第１研修室 41 

 

 

＜表４＞ 土曜科学教室 （３回 111 名） 

月 日 対象学年 実施機関 募集人数 応募者数 

６．13 ５，６年生 電力中央研究所 30 人 67 

７．11 ５，６年生 株式会社ナリカ 30 人 58 

９．12 ３，４年生 株式会社ナリカ 30 人 128 

10．10 ３，４年生 株式会社ナリカ 30 人 35 

12．12 ３，４年生 電力中央研究所 30 人 141 

１．23 ５，６年生 海洋研究開発機構 30 人 45 
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研 修 関 係 

それぞれのキャリアステージに応じた研修や、学力の向上を目指した授業づくり、喫緊

の教育課題に応じた研修の充実を図ってきた。 

初任者研修において、「学び続ける教師を目指して」（初任者研修のてびき）を作成し、

教師としての心構えや授業づくりの基本的内容を掲載し、見通しをもって研修に臨み、自

己研鑽を図るとともに、指導教員との共通のテキストとして活用した。また、中学校教諭

は教科に基づいてグループ編成することにより、協議において、教科専門性の向上を図っ

た。ここ数年は、新採用教員の大量配置及びベテランの退職に伴って顕著になっている教

員のアンバランスな年齢構成をかんがみ、学力向上を目指した授業づくりと人材育成の視

点を強調した事業を展開してきた。複雑かつ多様化した教育課題に対して、組織として対

応することが学校現場に求められているためである。 

 

１ 概要 

本年度の目標と方針は、次のとおりである。 

１ 教師として求められる資質、授業力の向上を

図る。 

（１）基本研修において、経験年数に応じた資質

・能力及び指導力の向上を図る。 
（２）選択研修において、授業力向上、教育課題、

学校づくりなど系統的な研修講座を提供する。 
２ 学校組織の活性化と人材育成を図る。 

（１）各学校において組織的、計画的な人材育成

が図れるよう、学校づくり、コミュニケーショ

ン能力、集団づくりなど実践的な研修内容を充

実させ、校内研修との連動を図る。 
（２）各学校において協働性を生かした校内研修

・研究が推進されるよう訪問支援研修を行う。 

本年度、ポイントなる点について次に述べる。 

まず、１の「教師として求められる資質、授業

力の向上」についての例を挙げる。 

①各経験者研修において、教育公務員としての誠

実で公正な職務遂行能力の育成を図る研修を実

施した。「教師のためのハンドブック」を用い

て、公務員倫理やモラルの育成に努めた。 

②初任者研修グループ代表授業において、10年経 

 験者研修受講者がファシリテーターとして協議 

会の進行を務め、話し合いの充実を図った。経

験年数を超えて研修研鑽を重ねる機会が有用な

場となっている。 

③従来のパワーアップ研修（理科シリーズ）と併

せて（達人シリーズ）をスタートさせた。達人

シリーズは、長年にわたり研究会等に所属し、

実践を積んで来られた教科研究のエキスパート

を講師として招き、教育に対する姿勢や考え方、

指導技術などを学んだ。「理科」「算数」「国

語」「音楽」「造形教育」「社会科」の６教科

７回実施した。 

④教職 10年、20年経験者研修において、人材育 

成の視点を強調した研修を実施し、校内におけ 

る OJTの促進を図ってきた。 

⑤スキルアップ研修講座を土曜日に開催し、著名

な講師を招聘して、若手教員のための授業づく

りや日々の教育活動に生かせる実践的な研修を

充実させた。 

⑥スクールコンプライアンスやいじめ防止、災害

時の対応を考える研修講座を実施し、意識の向

上を図った。 

 また、２の「学校組織の活性化と人材育成」に 

ついての例は、次のとおりである。 

①学校づくり研修講座の充実を図るとともに、人

材育成に関わる内容について多くの機会を通じ

て強調した。新任総括教諭研修を開講し、選択

講座枠も拡充し、学校運営に関する内容を充実

させた。 
②管理職研修の新任校長研修については、「学校経

営ビジョンの実現に向けた校長の役割」をテー

マに開催した。また、校長会との連携研修や夏

季講座より２講座を選択受講し、研修機会の拡

充を図った。 
③臨時的任用職員・非常勤講師研修を教職員課と

共催し、年間５回実施した。同時に横浜国大連

携講座としてテレビ会議システムによる通信研

修を年間６回開催した。 
④「訪問支援研修」として、校内研究への教育研

究所指導主事の派遣により、協働性を生かした

校内研究・研修の充実を支援した。 
 手法としてワークショップ型授業研究協議会

の展開を支援している。授業研究の充実及び学

校職員の協働性向上に寄与している。 

 以上のような取組によって、校外研修と校内研

修が連動し学校の組織力が向上すること、そし

て一人一人の教員が人材育成の視点をもって

OJTを進めていくことを期待している 
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指定研修 

経験年数に応じた研修 

教職員のライフステージに沿って、教職経験に応じた体系的な研修により、

教育公務員としての公正な職務遂行能力と資質、そして専門職としての優れた

指導技術の向上を図る研修である。 
経験が豊富な教員の大量退職と新規教員の大量採用の問題に対処すべく、教

職 10 年、20 年経験者研修において、人材育成の視点を強調した研修内容を実

施し、意識の向上を図った。 

 

１ 初任者研修講座 

新採用の教員として求められる資質・能力の向

上を図るとともに、学習指導や学級経営に必要な

基礎的・基本的な知識や技能の習得を目指した研

修を行った。本年度も外部民間講師より社会人と

してのマナー研修を取り入れ、社会人としての教

師を意識した研修を実施した。前年度に引き続き

５月に指導主事が各学校を訪問し、授業参観と初

任者との面談を行った。受講者は 66名。（養護教

諭４名を含む）研修日数と時間は校外研修年間 25

日以上と校内研修年間 210時間以上を実施した。 

①校外研修（指定 17日 選択６日 異校種２日） 

本年度は第７～10 回宿泊研修において全員模

擬授業を行い、実践的授業力の向上を目指した。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ４月14日 

開講式 

学校教育部長講話 

教職員の服務 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

横須賀市歌紹介 

 

学校教育部長 

教職員課指導主事 

教育研究所指導主事 

教育指導課指導主事 

２ ５月19日 認め合い高め合う集
団づくりの基本 

初任者指導アドバイザー 

  野中 信行 

３ ６月２日 
人権教育の大切さ 

道徳教育の進め方に
ついて 

教育指導課指導主事 

４ ７月７日 信頼される教師を目
指して 

(株)ティー・エム・シー 

千葉理恵子 

５ 

６ 
７月27日 

確かな学力を育成す
る授業づくりⅠ 

食物アレルギー・食教
育について 

教育研究所指導主事 

学校保健課指導主事 

７

８

９ 

10 

８月20日

～ 

21日 

学び続ける教師を目
指してⅠ 

確かな学力を育成す
る授業づくりⅡ 

確かな学力を育成す
る授業づくりⅢ 

学び続ける教師を目
指してⅡ 

教育研究所指導主事 

11 

10月20日 

10月27日 

11月10日 

11月17日 

グループ代表授業

Ⅰ（中学校） 
教育研究所指導主事 

12 

11月17日 

11月24日 

12月１日 

12月８日 

グループ代表授業

Ⅱ（小学校） 
教育研究所指導主事 

13 
10月27日 

11月10日 
横須賀の特別支援教育 

支援教育課指導主事 

市立養護学校教諭 

14 12月15日 
横須賀市の支援教育・
児童生徒指導について 

支援教育課指導主事 

15 １月12日 
特別活動の大切さ・総
合的な学習の時間の進
め方について 

教育指導課指導主事 

16 ２月16日 学び続ける教師として  
～実践報告会～ 

教育研究所指導主事 

17 
６月９日 

６月23日 
教育の情報化 教育研究所指導主事 

18 ８月６日 
選択研修１ 
「よこすかを知る」 

郷土史家 山本 詔一 

生涯学習課 

19～23 選択研修２～６  

24～25 異校種研修１・２  

②選択研修（６日） 

市主催の選択研修等より選択とした。 

本年度は横須賀製鉄所 150周年記念として、横

須賀市の歴史を学び米海軍横須賀基地内の横須賀

製鉄所跡地を見学する講座「よこすかを知る」を

全員受講した。 

 

③異校種研修（２日） 

子どもの成長の段階を見通した上で、適切な指

導力を身に付け、教職員としての幅広い教育観

を形成するために実施した。 

 

④校外授業研究 

初任者によるグループ代表授業と研究協議（教

職 10年経験者が進行役を務める）を実施した。 
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日 時 担 当 者（敬称略） 

10月 20日 
島田 直也 

草地  哲 

（公郷中学校） 

（久里浜中学校） 

10月 27日 島川  碧    （浦賀中学校） 

11月 10日 
宮本 明奈 

水戸 紘子 

（長沢中学校） 

（浦賀中学校） 

11月 17日 

三浦 哲志 

村田 英剛 

津下 将貴 

山内 康平 

（岩戸中学校） 

（大楠中学校） 

（山崎小学校） 

（長井小学校） 

11月 24日 
山田 雄太 

髙下 勇一郎 

（鶴久保小学校） 

（諏訪小学校） 

12月 １日 

関根 麻里 

竹田 桃子 

渡辺 寛子 

（公郷小学校） 

（池上小学校） 

（船越小学校） 

⑤校内研修（年間 210時間以上） 

平成 24 年度より初任者研修における非常勤講

師の任用に関する通知の変更があり、校内研修の

総時間数が 300時間以上から 210時間以上に変更

された。 

 研修時間の短縮を通して、研修内容の精選を図

るとともに、初任者の授業や部活動指導の教育活

動や校務処理等、内容の充実を図った。また、研

修報告書類を簡略化し準備・まとめの時間の効率

化を図った。 

拠点校指導教員方式においては、拠点校指導教

員が担当する研修を週６時間程度、年間 180時間

以上、コーディネーターが割り振る研修を週１時

間程度、年間 30時間以上実施した。 

校内指導教員方式においては、校内指導教員に

よる研修、校内指導教員が割り振る研修を年間

210時間以上実施した。 

 

２ 教職１年経験者研修講座 

協働性を高めながら教師としての基礎的な資質

の向上を目指すとともに、教育公務員としての自覚

を深め、子どもの学力を向上させるための指導力を

身につけることを目的として研修を実施した。校外

研修６回、校内研修５回。受講者 97 名（養護教諭

５名を含む）。 

 

①校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ 

４月24日 

５月20日 

 

オリエンテーション 

２年目の教師生活につい

て考える 

教職員の服務について 

 

教育研究所指導主事 

 

２ ８月19日 

情報モラルについて 

学力向上を目指した授業

づくり 

NPO法人企業教育研究会 

    市野 敬介 

教育研究所指導主事 

３ ８月19日 
授業づくりで大切にした

いこと 

関東学院大学 

松永 昌幸 

４ ７～８月 夏季研修講座より選択 

５ ７～８月 夏季研修講座より選択 

６ １月６日 実践の交流と振り返り 教育研究所指導主事 

②校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- 
５月～ 

12月 

勤務校における授業研究

と研究協議５回 

校内でペアまたは 

グループを構成 

 

３ 教職５年経験者研修講座 

児童生徒理解に基づいた教科指導の充実を図り、

共同性を高めながら、教師としての専門的な資質

の向上を目指すとともに、これまでの５年間を振

り返りながら、ミドルリーダーを目指した今後の

５年間のキャリア設計を行うための研修を実施し

た。校外研修６回、校内研修５回実施。受講者は 

名（養護教諭１名を含む） 

 

①校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ 
５月13日 

５月27日 

６年目の教師に求めら

れること 

教育研究所指導主事 

２ ８月18日 
教職員の服務 

ICT機器の授業活用 

教育研究所指導主事 

３ ８月18日 授業づくり 響の会 角田 明 

４ ７～８月 夏季研修講座より選択 

５ ７～８月 夏季研修講座より選択 

６ １月5日 
授業実践の交流と振り返り 教育研究所指導主事 

②校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- 
５月～ 

12月 

勤務校における授業研

究と研究協議５回 

校内でのペアまたは

グループを構成 

 

 

４ 教職 10年経験者研修講座 

教職経験 10 年を経過した教員が対象。教育公

務員特例法第 24条及び第 25条の規定に基づき、

個々の適正を伸長し、教科指導、生徒指導等に関

する指導力の向上を図るとともに、学年及び学校

運営における企画調整力を身に付ける研修を実施

した。校外研修 14回、校内研修 12回。受講者 51

名。（養護教諭２名を含む） 
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①校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

1 ４月22日 

開講式 

「11年目の教員として」 

「教職員の服務」 

教育研究所長 

教育研究所指導主事 

教職員課指導主事 

2 ７月28日 
講義演習 

「授業づくり」 
教育研究所指導主事 

3 ８月19日 

講義演習 

「校内研究の活性化」 

教育研究所指導主事 

早稲田大学 教授 

小林 宏己 

4 ８月19日 
講義演習 

「校内研究の活性化」 
教育研究所指導主事 

5 
10月～ 

 11月 

初任者グループ代表授

業と研究協議の進行・助

言 

教育研究所指導主事 

6 １月５日 

講義演習 

「社会体験研修報告会」

「実践の交流と振り返り」 

閉講式 

教育研究所指導主事 

 

②選択研修 

受講者の研修テーマに応じて３日選択した。免

許更新講習受講者は、更新講習で受講した講座は

選択研修に振り替えることができることにしてい

る。 

 

③社会体験研修 

外部機関における業務の体験を通して、教員と

しての資質向上を目指すため、主に市内の事業所

等で実施した。日数は、事前訪問１日（1 回）、

体験研修２日（４回）の計３日（５回）。 

 体験研修先は以下のとおりである。 

市立児童図書館、市立中央・南図書館、中央消

防局、横須賀美術館、自然人文博物館、リサイク

ルプラザアイクル、市公園管理課不入斗運動公園、

富浦公園水泳プール、横須賀市児童相談所、横須

賀アリーナ、くりはま花の国、葉山にこにこ保育

園、公郷保育園、浦賀保育園、児童養護施設 春

光学園、新江ノ島水族館 なぎさの体験学習館、

農家、久里浜少年院、横須賀基督教社会館 田浦

高齢者デイサービスセンター、金沢動物園、ほり

のうちカイロプラテック、はまぎんこども宇宙科

学館、横須賀芸術文化財団（よこすか芸術劇場）、

さかくら総本家、株式会社 小学館、かねしち丸

水産 株式会社、健康増進センター すこやかん、

福祉法人なないろ 長沢ベーカリー、京急油壺マ

リンパーク、横浜マリノス株式会社、Chez 田坂、

有限会社 丸清製麺、海洋研究開発機構（JAMSTEC） 

④校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

全

12 

回 

４月～  

 ２月 

(12日間) 

「授業に関する研修」 各校指導担当 

「児童生徒指導に関す

る研修」 
教育研究所指導主事 

「学年・学校運営におけ

る研修」 

校内でのペアまたは

グループを構成 

 

５ 教職 20年経験者研修講座 

学校運営・学校経営に関する知識や技能を習得

するとともに、学校業務全般に関して中心的な役

割を果たす資質能力を身に付ける研修を実施し

た。校外研修４回、校内研修５回。受講者９名。 

 

①校外研修 

回 日 時  内 容 講 師 

1 ４月22日 

教育公務員としての責

務や義務 

キャリアの振り返り 

学校における役割と人

材育成、組織的に学力

を向上させる取組 

１年間の目標設定 

教育研究所指導主事 

2 ７～８月 夏季研修講座より選択 

3 ７～８月 夏季研修講座より選択 

4 １月５日 実践の交流と振り返り 教育研究所指導主事 

 

②校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- 
５月～ 

12月 

勤務校における授業研

究と研究協議５回 

校内でのペアまたは

グループを構成 

 

６ 養護教諭２・15・25年経験者研修講座 

本研修は、神奈川県における教員のライフステ

ージに即した研修体系を踏まえて実施しており、

神奈川県立総合教育センターとの協定に基づき、

県が実施する研修を選択しながら実施する形とし

ている。また、研修効果を高めるとともに、市内

における養護教諭の交流を図るため、一部合同開

催としている。 

第１回目は、経験年数の異なる養護教諭を一堂

に集め、それぞれが現時点で抱える課題について

話合いをもち、経験年数に応じて求められる役割

について意識を高める研修を実施した。 

また、それぞれの研修回数の中には、校内研修

の実施及び研究協議等を行う５回を含み、校内に

おける OJTの促進を図る研修を構築した。 
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研修回数及び研修の概要は次の通り 

①２年経験者研修（９回） 

回 内 容 

第１回 資質向上 

15年、25年経験者研修と合同開催 

第２・３回 専門力向上・課題解決力向上 

県立総合教育センター実施 

第４回 選択研修 

（平成 27年度は必修で実施） 

第５～９回 校内研修の実施及び研究協議等 

②15年経験者研修（11回） 

回 内 容 

第１回 資質向上 

２年、25年経験者研修と合同開催 

第２・３回 総合Ⅱ①②県立総合教育センター実施 

第４～６回 選択研修（必修 1回を含む） 

第７～11回 校内研修の実施及び研究協議等 

③25年経験者研修（10回） 

回 内 容 

第１回 資質向上 

２年、15年経験者研修と合同開催 

第２回 総合① 

県立総合教育センター実施 

第３～５回 選択研修（必修１回を含む） 

第６～10回 校内研修の実施及び研究協議等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職務等に応じた研修 

１ 管理職研修講座（指定） 

学校運営・学校経営に関することや、今日的な

教育課題についての理解を深め、円滑な学校経営

に必要な資質の向上を図るために研修を実施し

た。 

本年度は民間企業の組織マネジメントの視点か

ら組織を動かすリーダーの要件や業務を円滑に遂

行するシステムについて学んだ。 

昨年度に引き続き、新任校長研修講座、新任教

頭研修講座、校長会連携研修を開催し、研修の機

会を拡充し、実践的な内容の研修を展開した。 

合わせて管理職においては、夏季研修講座より

２講座を選択し受講した。 

 

①新任教頭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月17日 
「教頭としての役割と 

実務」 

浦賀中学校校長  

阿部 信行 

諏訪小学校教頭 

小林 健治 

 

②校長会連携研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 
７月３日 

７月６日 

「地震から子どもの命

を守る」 

鎌倉女子大学講師 

矢崎 良明 

 

③校長・園長研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ９月29日 

「ポテンシャルを最大限に

引き出すためのリーダーシ

ップ」 

(株)TEAMBOX 

代表取締役 

中竹 竜二 

 

④副校長・教頭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ９月29日 

「ポテンシャルを最大

限に引き出すためのリ

ーダーシップ」 

(株)TEAMBOX 

代表取締役 

中竹 竜二 

 

⑤新任校長研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 12月３日 

「学校経営ビジョンの

実現に向けた学校長の

役割」 

教育調査研究所 

研究部長 

寺崎 千秋 
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２ 総括教諭等学校運営推進者研修講座 

学校を組織的･機能的に運営するためにグルー

プリーダーとして必要な資質・力量の向上を図る

ことを目的としている。 

本年度は、各校の総括教諭等が学校づくり研修

講座、教育課題研修講座の 13 講座より２講座を

選択して受講した。（受講対象人数 308名） 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月24日 学級ソーシャルスキル 
都留文科大学 

特任教授 品田笑子 

２ ７月29日 

未来に生きる子どもた

ちに必要な学力と授業

の在り方 

上智大学 

教授 奈須 正裕 

３ ８月４日 

経験値のギャップを超

えて～教師の関係性が

変れば授業が変わる～ 

横浜国大 

非常勤講師 

白井 達夫 

４ ８月４日 
不登校とそれを取り巻

く問題 

日本女子大学  

教授 坂田 仰 

５ ８月５日 
今、求められる学校評価

の充実目指して 

山梨大学 

教授 日永 龍彦 

６ ８月６日 
グループ会議をどう進

めるか 

浦郷小学校 

総括教諭 

７ ８月７日 
PISA 調査からみる日本

教育の今と未来 

目白学園 

理事長 

尾崎 春樹 

８ ８月７日 

みんなで創る“いい学校” 

カリキュラム・マネジメ

ント 

奈良教育大学 

准教授 

赤沢 早人 

９ ８月７日 

“いい学校”にしていく

ための方略～校内研修

体制・校内組織文化のリ

ニューアル 

奈良教育大学 

准教授 

赤沢 早人 

10 ８月10日 
若手教員のニーズと校

内の人材育成 

学校組織マネジメ

ント研究員会 

11 ８月10日 
９年間の学びをつなぐ

小中一貫教育 

京都産業大学 

教授 西川 信廣 

12 ８月12日 

心が軽くなるメンタル

ヘルス 

三楽病院 

精神神経科部長 

真金 薫子 

13 ８月13日 

クラスには一人は必ず

いる！？セクシャルマ

イノリティのこどもた

ち 

フェンシング元日

本代表 

杉山 文野 

 

 

 

 

３ 初任者研修拠点校指導教員研修講座 

年間を通して初任者の指導を専門に担当する

拠点校指導教員を対象に、初任者指導の現状とそ

の対応を協議し、指導教員自身の指導技術を高め

る研修を実施した。希望者は初任者のグループ代

表授業に参加し、研究協議の中で助言を行った。 

研修日数は６日、受講者は 22 名。第３回は初

任者研修校内指導教員研修講座と合同実施した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月２日 

平成 27年度 初任者研

修について 拠点校指

導教員の実務と役割 

教育研究所指導主事 

２ ６月９日 

講義「担任の先生に寄り

添って」 

初任者研修の現状とそ

の対応 

鴨居小学校  

拠点校指導教員 

阿部 美代子 

教育研究所指導主事 

３ ８月11日 

講義「初任者を育てる指

導」（校内指導教員研修

講座と合同開催） 

共栄大学 

特任教授 

山浦 秀男 

４ ９月15日 

講義「大切なのはモデル

と安心感」 

初任者研修の現状とそ

の対応 

衣笠中学校 

拠点校指導教員 

丹澤 芳明 

教育研究所指導主事 

５ 

10月 20日、11月 10日・17日・24

日、12 月１日の中から１回または

２回選択し、初任者グループ代表授

業を参観し、研究協議に参加した。 

教育研究所指導主事 

６ ２月９日 
今年度の振り返り（初任

者研修の成果と課題） 

教育研究所指導主事 

 

４ 初任者研修校内指導教員研修講座 

初任者指導の担当である校内指導教員の職務に

ついて理解を深め、初任者研修の効果を高めるた

めに研修を実施した。本年度は初任者がかかえる

課題とそのバックアップなどについて講義を通し

て学びを深めた。 

研修日数は２日。第２回は初任者研修拠点校指

導教員研修講座と合同で実施した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月２日 

平成 27年度 初任者研

修について 拠点校指

導教員の実務と役割 

 

教育研究所指導主事 

２ ８月11日 

講義「初任者を育てる指

導」（校内指導教員研修

講座と合同開催） 

共栄大学 

特任教授 

山浦 秀男 
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選択研修 

１ コミュニケーション研修講座 

子どもと教師、教師と保護者とのコミュニケ

ーションを円滑にするための技術と理論を身に

付けることを目的とし、コミュニケーションス

キルやコーチング理論に基づいた実践的な研修

を実施した。 

 

回 日 時 内  容 講 師 

1 ８月５日 
コミュニケーション 

研修講座１ 

Harmonie(ハーモニア) 

 代表 中村 真理 

2 ８月５日 
コミュニケーション 

研修講座２ 

Harmonie(ハーモニア) 

 代表 中村 真理      

 

２ 教育課題研修講座 

今日的な教育課題に関する理解を深め、教員と

しての資質や指導力の向上を図ることを目的と

して、実践的な研修を実施した。 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月29日 
未来を生きるこどもた
ちに必要な学力と授業
の在り方 

上智大学  

 教授 奈須 正裕 

２ ８月４日 
経験値のギャップを越
えて～教師の関係性が変
われば授業が変わる～ 

横浜国立大学 

 講師 白井 達夫 

３ ８月６日 
PISA 調査からみる日本
教育の今と未来 

目白学園 

理事長 尾崎 春樹 

４ ８月13日 
クラスに一人は必ずい
る!?セクシャルマイノ
リティの子どもたち 

元フェンシング 

日本代表 杉山 文野 

 

３ 学校づくり研修講座 

 様々な教育課題に対して、学校としての組織的

な対応が求められている。「学校評価」「カリキ

ュラム･マネジメント」「スクールコンプライアン

ス」等、教育問題に関する理解を深め、学校組織

力を高めるための研修を７回実施した。管理職・

総括教諭の選択研修としても位置づけられている

。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ７月24日 学級ソーシャルスキル 
都留文科大学 

特任教授 品田 笑子 

２ ８月４日 
不登校とそれを取り巻く

問題 

日本女子大学 

教授 坂田 仰 

 

３ ８月５日 
今、求められる学校評

価の充実を目指して 

山梨大学 

教授  日永 龍彦 

４ ８月７日 

みんなで創る“いい学校

”～カリキュラム・マネ

ジメントにもとづく創

発協働的な学校改善 

奈良教育大学 

准教授  赤沢 早人 

５ ８月７日 

“いい学校”にしていくた

めの方略～校内研修体制

・校内組織文化のリニュー

アル 

奈良教育大学 

准教授  赤沢 早人 

６ ８月10日 
９年間の学びをつなぐ

小中一貫教育 

京都産業大学 

教授 西川 信廣 

７ ８月12日 
心が軽くなるメンタル

ヘルス 

東京都教職員互助会

「三楽病院」 

部長  真金薫子 

武山中学校  

教頭 田國 雅則 

森崎小学校 

教頭 星野 嘉朗 

 

４ スキルアップ研修講座 

授業づくりの基本的知識・技能に関する実践的

な研修講座。教員としての資質や指導力の向上を

図る目的として、平成 23年度から新規開講した。 

回 日 時 内 容 講 師 

1 ９月 12日 子どもが目を輝かす
授業 ～算数～ 

筑波大学附属小学校 

教諭 盛山 隆雄 

2 11月14日 
子どもの未来を創る
授業 ～国語～ 

筑波大学附属小学校 

教諭  二瓶 弘行 

3 １月 23日 
子どもの心をゆさぶ
る授業 ～道徳～ 

筑波大学附属小学校 

教諭  加藤 宣行 

4 ２月 27日 
子どもが主体的に活
動する学級づくり 

教育研究所指導主事 

 

５ 訪問支援研修 

教育研究所指導主事が学校を訪問し、初任者の

授業づくりを支援する「初任者サポート研修」と、

校内研究を支援する「校内研修ファシリテート」

を実施した。 

 「初任者サポート研修」では、本年度希望のあ

った対象校２校に対し、授業参観及び指導、教材

研究、授業に関する指導を行った。 

「校内研修ファシリテート」では、校内研究協

議の充実を図るために、教育研究所指導主事が、

授業内容だけではなく、研究協議会の進め方を支

援した。 

研究推進委員会での目的意識の共有化や、協議
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会における各学校のテーマや状況に応じたワーク

ショップ型協議の応用例、協議会・グループ協議

のファシリテート、マッピングを活用した協議の

収束方法等の研修を行うことにより、授業力向上

や人材育成につながる校内の協働性向上を図っ

た。 

小学校４校、中学校１校の校内研究に関わった。 

※ファシリテート 

促進するという意味をもち、校内研究協議において発言

や参加を促すことや、話の流れを整理したり、参加者の

認識の一致を確認したりする行為で介入し、合意形成

や相互理解をサポートする。 

 

６ よこすか教師塾 

 横須賀市立学校で教師になるという強い志と情

熱をもった人材に本市が目指す教師像、教育理念、

実践的指導力を伝授し、教職に対する強い使命感

をもつ教師を育成することを目的として開講して

いる。 

「よこすか教師未来塾」は大学４年生、大学院

生、短期大学２年生と社会人を対象に 22名で編成

した。また、「よこすか教師希望塾」は現在、臨

時的任用職員または非常勤講師として勤務してい

る者を対象として 16名で編成した。 

原則毎月１回、全 14回の開催となった。金曜日

の 18:00～19:45までの講義・演習の中で、授業づ

くりや学級づくり、子ども理解や指導、地域教材

の活用等、実践的な講座を展開した。 

現職教員の実践例や経験の豊かな非常勤講師、

指導主事等による講義、演習を通して、即戦力と

なる人材の育成を行った。本年度は、７月・12月

・１月に希望校種（小・中）別の講座を開催した。 

◆よこすか教師塾担当 

非常勤講師  小曽戸聡 小谷孝夫 平野邦好 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ５月８日 

「入塾式」 

「自分の考えを相手に伝え
る教育論文の書き方１」 

非常勤講師 

小谷 孝夫 

２ ５月22日 

「相手に良い印象をあ
たえるために１」 

「自分の考えを相手に
伝える教育論文の書き
方２」 

非常勤講師 

   小曽戸 聡  

非常勤講師 

小谷 孝夫 

３ ６月５日 

「先輩教師から学ぶ（心
構え）」 

 
「相手に良い印象をあ
たえるために２」 

池上小学校 

竹田 桃子 

鷹取中学校 

横田 美紀 

非常勤講師 

小曽戸 聡 

４ ６月26日 

「先輩教師から学ぶ（模
擬授業）」 

 

「自分の考えを相手に
伝える教育論文の書き
方３」 

「相手によい印象を与
えるために３」 

神明小学校 

    安川 詩織 

公郷中学校 

    島田 直也 

非常勤講師 

    小谷 孝夫 

非常勤講師 

    小曽戸 聡 

５ ７月３日 

「授業づくりにのぞむ
教師の姿勢（実践例を通
して）」 

「教師としてのマナー
と身につけたいこと」 

森崎小学校 

門田 浩江 

元浦賀小学校長 

相場 俊広 

６ ７月17日 

「小学校特別活動の指
導法」 

「中学校特別活動の指
導法」～合唱による集団
づくり～ 

衣笠小学校 

山元 悦子 

馬堀中学校 

石橋由紀子 

７ ８月７日 
「支援教育について」 

「いじめ・不登校の現状」 

支援教育課指導主事 

松﨑  望 

８ ９月25日 

「授業づくりの考え方」 

「子どもを引きつける
授業技術」 

教育研究所指導主事 

若林 完樹 

教育指導課指導主事 

原口 尚延 

９ 10月16日 

「わかる授業のための
ICT活用」 

「授業のスキルアップ
（板書・発問・教具等）」 

教育研究所指導主事 

重田  太 

非常勤講師 

平野 邦好 

10 11月６日 

「横須賀の外国語教育
について」 

「地域教材を生かした
授業づくり」 

田戸小学校 

    町田  健 

大矢部小学校 

    長谷川佳子 

11 12月18日 
「学級担任の役割と実
務、学級経営のポイント
について」 

教育研究所指導主事 

松本 美紀 

教育指導課 

新倉 智美 

12 １月29日 

「学級集団づくりに向
けて」 

「４月の学級開きに向
けて」 

 

学校保健課 

小田 耕生 

神明中学校 

直島 和也 

岡村 麗香 

13 ２月19日 

「学び続ける教師をめ
ざして」 
 
「横須賀の魅力を語れ
る教師をめざして」 

教育研究所指導主事 

高橋 直樹 

非常勤講師 

小曽戸 聡 

14 ３月４日 「卒塾式」  

 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%88%E6%84%8F%E5%BD%A2%E6%88%90
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%88%E6%84%8F%E5%BD%A2%E6%88%90
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E7%9B%B8%E4%BA%92%E7%90%86%E8%A7%A3&action=edit&redlink=1
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7 パワーアップ（理科・達人）研修講座 

従来の“理科シリーズ”と併せて “授業の達人

に学ぶシリーズ”を開設した。 

“授業の達人に学ぶシリーズ”は、長年にわた

り研究会等に所属し、実践を積んで来た教科研究

のエキスパートを講師として招き、教育に対する

姿勢や考え方、指導技術などを学んだ。「理科」

「算数」「国語」「音楽」「造形教育」「社会科」

の６教科８回を計画し、７回実施した。 

＜授業の達人に学ぶシリーズ＞ 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ７月１日 
授業の達人に学ぶ 

～理科～ 

教育研究所 非常勤講師 

平野 邦好 

２ ７月27日 
授業の達人に学ぶ 

～算数➀～ 

市内小学校 元校長 

福岡 八重子 

３ ９月30日 
授業の達人に学ぶ 

～国語➀～ 中止 

市内小学校 元校長 

石渡 悦子 

４ 10月21日 
授業の達人に学ぶ 

～音楽～ 

市内小学校 元校長 

佐野 享子 

５ 11月18日 
授業の達人に学ぶ 

～造形教育～ 

市内中学校 元校長 

杉本 和人 

６ 12月16日 
授業の達人に学ぶ 

～算数➁～ 

市内小学校 元校長 

福岡 八重子 

７ １月27日 
授業の達人に学ぶ 

～社会科～ 

教育研究所 非常勤講師 

小曽戸 聡 

８ 2月17日 
授業の達人に学ぶ 

～国語②～ 

市内小学校 元校長 

石渡 悦子 

 

 

 



- 31 -

平成27年度　夏季休業期間中実施　研修講座

研修名 講座 題名 所属 講師名 実施日 開始時間 場所 参加者

国語科研修 1 国語の授業はどうあるべきか 東京女子体育大学 田中　洋一 8月24日(月) 13:30 ヴェルクよこすか 73
社会科研修 1 子どもを引きつける地図帳の活用法 全国中学校社会科研究会 宇野　彰人 7月29日(水) 09:30 教育研究所 78
算数科/数学科研修 1 ｢確かな学力｣育成のための算数・数学的活動の充実 横浜国立大学 両角　達男 8月10日(月) 09:30 ヴェルクよこすか 81
理科研修 1 問題解決能力を育てる理科教育 早稲田大学教育学研究科 露木　和男 7月28日(火) 09:30 教育研究所 53
音楽科研修 1 音楽づくりと鑑賞を関連させた授業づくり 筑波大学 高倉　弘光 8月07日(金) 09:30 総合福祉会館 75
図画工作科/美術科研修 1 これからの図工・美術教育のあり方 文部科学省 東良　雅人 8月24日(月) 13:30 教育研究所 23

1 なぜ学校で「お金」を教えるのか

 子どものお金教育を考える会 あんびる　えつこ

8月07日(金) 教育研究所 35
2 木材加工の基礎の基礎 芝学園芝中学校 寺西　幸人 7月28日(火) 神明中学校 11

生活科研修 1 学習指導要領内容(7)を踏まえた教科書活用の仕方 鎌倉女子大学 吉田　豊香 7月23日(木) 09:30 教育研究所 28
外国語科研修 1 今、求められる英語の授業とは 関西大学 田尻　悟郎 8月06日(木) 13:30 横須賀市役所 54
外国語科研修 2 評価規準とその評価 東京外語大学 根岸　雅史 8月07日(金) 09:30 教育研究所 30

4① 教育研究所 担当 7月29日(水) 09:00 19
4② 教育研究所 担当 8月05日(水) 13:30 18
4③ 教育研究所 担当 8月07日(金) 18
5 身近な自然の教材化 五感教育研究所 高橋　良寿 8月11日(火) 25
6 自然観察会～相模湾の生き物～ 自然・人文博物館　 萩原　清司 8月12日(水) 天神島自然教育園 23

科学教養研修 1 浜辺のコレクション 葉山しおさい博物館 池田　等 8月06日(木) 13:30 教育研究所 41
1① 09:30 27
1② 13:30 9
2① 09:30 29
2② 13:30 25
3① 09:30 15
3② 13:30 6
1 7月23日(木) 32
2 7月24日(金) 36
3 09:00 56
4 13:30 39
5 7月30日(木) 09:00 44
6 09:00 18
7 10:40 19
8 13:30 23
9 15:00 21

体育実技講習会 1 「器械運動」の指導法 東京学芸大学 水島　宏一 7月30日(木) 13:30 73
児童生徒体力つくり推進研修 1 体力低下に学校はどのように立ち向かうか 神奈川県立保健福祉大学 笹田　哲 8月07日(金) 14:00 横須賀市役所 67
総合的な学習の時間研修 1 学び続ける子どもを育てる総合的な学習の時間 文教大学 嶋野　道弘 8月10日(月) 13:30 ヴェルクよこすか 28
特別活動研修 1 認め合い高め合う力を育てる学級づくり 十文字学園女子大学 上原　行義 8月17日(月) 09:30 ヴェルクよこすか 74
道徳研修 1 『特別の教科　道徳』の設置とこれからの展開 昭和女子大学 押谷　由夫 8月10日(月) 13:30 教育研究所 54
外国語活動研修 4 どうなる？どうする？小学校の英語教育 関東学院大学 金森　強 7月29日(水) 13:30 教育研究所 57

3 Ｑ‐Ｕの活用と集団づくり 東京成徳大学 加勇田　修士 7月28日(火) 96
4 授業のユニバーサルデザイン化について 明星大学発達支援研究ｾﾝﾀｰ 京極　澄子 7月30日(木) 187
5 いじめ等に関わる保護者対応 神奈川県児童相談所 井上　亮子 8月19日(水) 09:30 123
1 コミュニケーション研修講座１ 09:30 23
2 コミュニケーション研修講座２ 13:30 20
3 理科ｼﾘｰｽﾞ②：月と太陽　７月･９月の理科 市内小学校 教諭 5
4 達人ｼﾘｰｽﾞ②：授業の達人に学ぶ 「算数①」 市内小学校 福岡　八重子 24
5 理科ｼﾘｰｽﾞ③：水よう液の性質 10月の理科 市内小学校 教諭 8月05日(水) 9
1 未来を生きる子どもたちに必要な学力と授業 上智大学 奈須　正裕 7月29日(水) ヴェルクよこすか 139
2 経験値のギャップを超えて 横浜国立大学 白井　達夫 8月04日(火) 教育研究所 76
3 PISA調査からみる日本教育の今と未来 目白学園 尾崎　春樹 8月06日(木) 62
4 セクシュアルマイノリティの子どもたち フェンシング元女子日本代表 杉山　文野 8月13日(木) 121
1 私にとっての会社・仕事・家族 ㈱佐々木常夫ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ･ﾘｻｰﾁ 佐々木　常夫 7月29日(水) 133
2 教師が知っておきたい子どもの脳が育つ８つの法則 脳の学校代表・医学博士 加藤　俊徳 7月30日(木) 288
3 資質・能力を中心に学力向上を考える 白梅学園大学子ども学部 無藤　隆 8月04日(火) 102

幼児教育研修 1 保育園の見学を通して保育園の生活をしろう 森崎保育園 長谷川　眞由美 7月24日(金) 09:30 森崎保育園 11
就学前教育と小学校教育の連携研修 3 幼児の育ちを学ぼう 上町保育園 岩ヶ谷　めぐみ 8月20日(木) 09:30 上町保育園 15
読書指導研修 1 学校図書館の活用で育まれる力 青山学院女子短期大学 堀川　照代 8月06日(木) 13:30 ヴェルクよこすか 76

1 学級ソーシャルスキル 都留文科大学 品田　笑子 7月24日(金) ヴェルクよこすか 163
2 不登校とそれを取り巻く問題 日本女子大学 坂田　仰 8月04日(火) 教育研究所 95
3 今、求められる学校評価の充実を目指して 山梨大学 日永　龍彦 8月05日(水) 46
4 みんなで創る“いい学校” 09:30 53
5 “いい学校”にしていくための方略 13:30 52
6 ９年間の学びをつなぐ小中一貫教育 京都産業大学 西川　信廣 8月10日(月) 101
7 心が軽くなるメンタルヘルス 東京都教職員互助会「三楽病院」 真金　薫子 他 8月12日(水) 122
1 初めてのＩＣＴ活用（中学校対象） 09:30 16
2 初めてのＩＣＴ活用（小学校対象） 13:30 13
3 Wordで学級通信をつくろう 7月30日(木) 19
4 わいわいレコーダーを活用しよう（小学校対象） 8月04日(火) 20
5 ＩＣＴ活用の実践から学ぶ 横浜国立大学 野中　陽一 8月24日(月) 09:30 18

校務情報化研修 2 校務情報化研修講座② 教育研究所 調査研究班 担当 8月05日(水) 09:30 教育研究所 2
1 食物ｱﾚﾙｷﾞｰの基礎知識と緊急時のｴﾋﾟﾍﾟﾝ対応 東京都小児医療センター 赤澤　晃 7月24日(金) 121
2 学校全体で取り組む食育のあり方と授業づくり 国士舘大学体育学部 北　俊夫 7月29日(水) 60
1 応急手当Ⅰ 8月19日(水) 18
2 応急手当Ⅱ 8月20日(木) 18
3 応急手当Ⅲ 8月21日(金) 18
1 防災の質的変化を踏まえた学校防災
のありかた 総合防災ソリューション 佐藤　喜久二 8月06日(木) 09:30 教育研究所 24
2 児童生徒に防災対応能力を育てる学校教育の在り方 慶應義塾大学 吉川　肇子 8月17日(月) 13:30 ヴェルクよこすか 27
1 発達障害のある子どもの行動問題への支援 横浜国立大学 渡部　匡隆 09:30 5
2 いじめ不登校への対応 横浜国立大学 犬塚　文雄 13:30 4
3 企業から学ぶ　東京ディズニーランド （株）オリエンタルランド 徳田　祐一郎 8月06日(木) 14:30 34
4 授業デザイン 横浜国立大学 有元　典文 8月20日(木) 13:30 5

環境学習 1 外来生物スタディウォーク ＮＰＯ法人三浦半島生物多様性保全 天白　牧夫 8月05日(水) 09:30 横須賀しょうぶ園 20

横浜国立大学附属
デザインセンター

応急手当普及員研修 横須賀市消防局 救急隊員 09:00 消防局庁舎

防災教育研修

横浜国立大学連携研修

8月04日(火)

教育研究所
09:30

学校保健研修 09:30 ヴェルクよこすか

ＩＣＴ活用実践研修
教育研究所 担当

7月28日(火)

夏季大学 13:30
横須賀総合
高等学校

学校づくり研修

13:30

ヴェルクよこすか
奈良教育大学 赤沢　早人 8月07日(金)

14:00

パワーアップ研修
7月27日(月)

17:00 教育研究所

教育課題研修

09:30

13:30 ヴェルクよこすか

支援教育研修
13:30

ヴェルクよこすか

コミュニケーション研修 Harmonie（ハーモニア） 中村　真理 8月05日(水) 教育研究所

鶴久保小学校

小学校等体育科夏季研修 市内小学校 教諭 7月29日(水)

横須賀市
総合体育会館中学校・高等学校等体育科夏季研修 市内中学校 教諭 8月17日(月)

09:00

体育科/保健体育科研修

水泳指導法講習会 市内小学校 教諭

教育研究所おもしろ実験ゼミナール （株）ナリカ スタッフ 8月04日(火)

なるほど実験教室 ケニス（株） スタッフ 8月10日(月)

7月30日(木)

小学校・中学校
理科教材研究

物理実験を楽しもう （株）ヤガミ スタッフ

    学校教育の指導の方針・重点及び研修計画に基づき、一般的教育課題、各教科等に関する内容並びに実技等に関する研修を通して、
    教職員の指導力の向上を図ることを目的としている。講座は｢夏季大学｣と｢選択研修｣として81講座実施した。延べ参加人数4,021人。

家庭科/技術・家庭科研修 13:30

理科基礎技術研修

はじめての理科実験
～実験器具を扱ってみよう～ 教育研究所

09:00
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学校の基盤整備 

平成 10 年度に本市が国の「先進的教育用ネットワークモデル事業」の対象となって

以降、教育分野における ICT機器の利用促進を積極的に進めてきた。 

その後「三浦半島地区教育ネットワーク」事業をはじめとする「よこすか教育ネッ

トワーク」の整備により、現在では、全市立学校はもとより教育関連施設等の拠点を

結び、24 時間 365日の稼働を可能とする体制を実現している。 

また、教員等が校務の事務処理に使用するパソコン、児童生徒の学習用に教室やパ

ソコン教室ほかに配備したパソコンの数はおよそ 8,000台に及ぶ。 

これまでは ICT 機器の整備と学校における利活用について複数の係にまたがり事業

を推進してきたが、指導主事の人員削減や、適切な期間で更新し続けなければ陳腐化

してしまう機器やシステムの維持管理に高度な専門性が必要になってきたことから、

ICT機器の配備、保守を一元的に行うよう体制を見直した。 

平成 27 年４月、事務担当であった学校情報基盤整備係は組織変更により教育総務部

総務課に所属が変更になり、係の名称も教育情報システム室となった。 

 

１ 横須賀市教育情報センター事業 

（１）センターホームページ 

教育研究所のカリキュラムセンター機能の充

実に向けて、市内の先生方が授業づくりをする

上で、参考となる指導案や資料などを必要に応

じてイントラネット上からダウンロードできる

ようにする仕組みを整備した。各学校にてフロ

ンティア研究やチャレンジ研究の際に作成し保

有する指導案や各種資料などの電子データの収

集及び蓄積・分類・整理などを進めた。  

①インターネットに掲出しているコンテンツ 

「久里浜の気象」「三浦半島の植物」「三浦

半島の地層･地質」「三浦半島の野鳥」「教具

的民俗資料」などがある。 

②よこすかスクールネット(各学校のホームペ

ージ集。PC版と携帯版の２種がある。) 

 定期的な更新や全面リニューアルなど、各学

校において、積極的な取組が進みつつある。 

③横須賀市教育情報センターイントラネットサ

イトビュー件数 

    平成 27年(平成 27年 1月～12月)＝1,934,803件 

平成 26年(平成 26年 1月～12月)＝1,963,273件 
   

(２）よこすかスクールネット・よこすかスクー

ル携帯ネット 

コンピュータネットワークの有効活用と各

方面への情報提供の機会拡大を目的に、平成 16

年６月１日、携帯電話から閲覧できる「よこす

かスクール携帯ネット」を開設した。 

ビュー件数は、次のとおりである。 

○よこすかスクールネット 

平成 27年(平成 27年 1月～12月) 

＝11,942,488件 

平成 26年(平成 26年 1月～12月) 

＝12,755,167件 

○よこすかスクール携帯ネット 

平成 27年(平成 27年 1月～12月)＝63,209件 

平成 26年(平成 26年 1月～12月)＝113,162件 

 

(３)教職員用電子メール・掲示板の活用 

校務支援システムの導入により、メールや掲

示板を有効に活用することで、校務処理の効率

化を図ることができた。 

メール件数は、次のとおりである。 

平成 27年(平成 27年 1月～12月)＝3,625,176件 

平成 26年(平成 26年 1月～12月)＝3,555,190件 

 

(４)三浦半島地区教育ネットワーク 

横須賀市・三浦市・葉山町の情報教育関係の

担当者が集まり、「教育の情報化推進」という

視点から交流を積み重ねた。 

①三浦半島地区教育ネットワーク協議会 
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 本年度は、協議会を書面で実施した。また、

事務局会を１回、専門委員会を１回開催した。 

②当該ネットワーク設置の経緯 

 「先進的教育用ネットワークモデル地域事（文

部省・郵政省、平成 10 年）」と「教育情報通

信基盤整備事業（総務省、平成 13 年）」によ

って、平成 14 年１月に三浦半島地区教育ネッ

トワーク内の全ての学校（横須賀市、三浦市、

葉山町）が、よこすか教育ネットワークセンタ

ー経由 100Mbps でインターネットへ接続する

環境が確立し、大容量情報の高速化と低コスト

化を実現したことが発足の端緒である。 

 

２ コンピュータ等の ICT機器の保守運用事業 

本市では、「学校の保有する情報の取扱いに関

する基準」を定めており、その中で、学校の児童

生徒、教職員が学習・指導や校務において使用す

るパソコンを総称して「公用 PC」と呼び、そのう

ち、教職員が専ら校務処理に用いるパソコンを「校

務用 PC」、教職員及び児童生徒が専ら学習・指導

に用いるパソコンを「教育用 PC」と呼んでいる。 

また、教育研究所と各学校間をつなぐコンピュ

ータネットワーク網を「よこすか教育ネットワー

ク」と呼んでいる。 

本稿でも、その呼称に合わせている。 

 

(１)整備方針 

①児童生徒の学習における安全な ICT 機器およ

びインターネット利用環境を提供する。 

②教職員の校務支援のための安全かつ効率的な

ICT環境を提供する。 

・Webを通した積極的な情報公開 

・ネットワークの構築と保守・管理 

 

(２)教育用 PC 整備関連 

①コンピュータ教室機器 

     教育用コンピュータとして、小、中、ろう、

養護の各学校にパソコン教室を整備してお

り５年ごとに更改を行っている。 

  （小学校：平成 24年度、25年度 ） 

平成 27 年度は、中、ろう養護学校の更改を

行った。  

②普通教室用校内 LAN及び ICT機器 

     小、中、ろう、養護の各学校の普通教室に

各学級１台のパソコンとインターネットに

接続可能な校内 LANを整備済である。周辺機

器として、プロジェクタや実物投影機を配付

している。 

     平成 24 年度に中、ろう、養護学校、平成

26 年度に小学校の普通教室用パソコンに資

産管理システムを導入し、ソフトウェアのバ

ージョンアップ・配信は資産管理システムを

用いて行っている。 

 平成 26 年度には特別支援学級にタブレッ

ト型パソコン（85台）を整備した。 

 ③教育研究所情報研修室 研修用パソコン 

   教育研究所内に教職員の ICT研修を主目的

とする情報研修室を整備し、当該研修室で使

用する研修用パソコン（21台）を５年ごとに

更改を行っている。（前回は平成 25年度） 

 

(３)校務用 PC整備関連 

①校務用 PC 

     平成 22年 12月に教職員一人１台体制とな

る整備が完了した。教育研究所と市内各学校

は 100Mbps の光ファイバー網によって結ば

れ、よこすか教育ネットワークを形成してい

る。 

平成 23 年度以降、古くなった校務用パソ

コンを順次更改しており、平成 27年度は 673

台の更改を行う予定。 

（旧 中ろう養コンピュータ教室機を転用） 

   また平成 25 年度から校務用パソコンに資

産管理システムを導入した。 

②校務支援システム 

  平成 21年度の「文部科学省：学校情報通信

技術環境整備事業費補助金」により、小、中、

ろう、養護の各学校に校務支援システムの導

入を進めており、平成 22年度に導入の周知及

び運用研修を行い、平成 23年４月から本格運

用を開始した。 
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教育の情報化 

「情報教育」「教科指導における ICT 活用」及び「校務の情報化」の一層の推進・充

実のために、各種の取組を行った。 

（１）各種 ICT 機器を児童生徒・教職員が有効に活用できるよう、より実践的な内容を

テーマとした各種研修を実施した。 

（２）横須賀市教育情報センターイントラネットサイトに掲載されている情報の追加や

更新、ICT活用事例集の活用を促進するため掲載事例の充実を図った。 

（３）平成 23年度に導入した校務支援システムの理解、普及をより浸透させるべく、シ

ステムを使っての成績データの入力や通信簿、指導要録などの帳票出力について、

教育研究所での集合研修や各学校への訪問研修を実施した。また、イントラネット

サイトに各種操作手順書を掲載し、資料の充実を図った。 

（４）情報化推進にあたり不可欠となる情報セキュリティに対する意識の醸成について

は、５、10、２月を「セキュリティ月間」とし、情報の取り扱いに関するルールの

周知と啓発を行った。また、学校の保有する情報の取扱いに関する基準の改訂版の

本編とダイジェスト版の配布を行った。 

（５）資産管理システムを小学校普通教室 PCに導入し、設定されているソフトウェアの

最新情報を自動配信する環境を整えた。校務用 PC、中・養護・ろう学校の普通教室

用 PCは平成 24、25年度に導入済み。 

（６）平成 25年度をもって終了した教育情報化支援員派遣事業（民間委託）にかわり立

ち上げた、教育研究所スタッフによる ICT授業支援サポーター制度を継続した。 

 

 

１ 研修事業 

研修成果の向上をめざし、開催目的や対象者を

明確にして取り組んだ。ICT 活用に関する研修に

は、延べ 87名（平成 28年１月現在）が参加した。 

 

(１)ICT活用実践研修講座［参加者数：87名］ 

 ICT を活用する上で必要な基礎的・基本的知識

及び技能に関する具体的内容を取り上げ、技術力

の向上とともに教育の情報化を推進するために、

５回の研修を実施した。 

①初めての ICT活用（中学校対象）［16名］ 

②初めての ICT活用（小学校対象）［13名］ 

 ・実物投影機やプロジェクタなどの ICT 機器

の基本的な操作方法及び、授業における効

果的な ICT活用に関する研修。 

③Wordで学級通信をつくろう［20名］ 

・校務の情報化の推進を図るために実施した

Word の操作方法に関する研修 

④わいわいレコーダーを活用しよう［20名］ 

 ・小学校 PC教室に導入されているソフトウェア

の基本的な使い方に関する研修。 

⑤ICT活用の実践から学ぶ［18名］ 

 

 

 

 ・横浜国立大学野中陽一教授を講師とした教科

指導における ICT 活用に対する理解を深め

る研修。 

 

(２)初任者対象研修［参加者数：66名］ 

ICT を活用した授業の在り方や情報セキュリテ

ィについての理解を深めるための研修を実施し

た。 

 

(３)１年経験者対象研修 ［参加者数：89名］ 

携帯電話やスマートフォンの利用に関する指導

方法について研修を実施した。 
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２ 校務の情報化推進事業 

情報セキュリティ保持のため、例年通りセキュ

リティ月間を３回設定した。本年度は、各学校を

訪問するセキュリティヒアリングは行わず、文書

による喚起を行った。特に、セルフチェックシー

トの配布による、個人情報の保護に関する注意喚

起を行った。 

校務支援システムによる校務の省力化、教科指

導における ICT活用、情報教育など、横須賀の学

校における情報化の推進に関する検討組織とし

て、学校情報化推進部会を設置し、それぞれにつ

いて検討を進めてきた。また、ここでの意見要望

をもとに各部署と連携を取り、施策を展開した。 

第１分科会（名簿管理・ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱについて） 

 第２分科会（成績管理について） 

 第３分科会（保健機能について） 

 第５分科会（ICT 活用、情報教育推進について） 

※第４分科会（学校の各種文書の管理について）は未開催 

 横須賀の校務の情報化を進め、教職員が子ども

と向き合う時間を作り出すための環境整備に伴う

取組の一つとして、教職員向けの集合研修・訪問

研修を実施した。これにより運用上必要な伝達事

項の徹底と、スムーズな活用につなげることがで

きた。開設した研修は次のとおりである。 

【集合選択】 

 ・新教頭研修    （４/17） 

 ・通信簿作成研修  （７/14～22 ５日間） 

・校務情報化研修  （８/５） 

・調査書作成研修   （10/14） 

 ・管理職(教頭)対象 （２/16～23  ５日間） 

 ・教務等対象研修  （２/17～24 ５日間） 

 【訪問研修】 

 ・通信簿作成研修    （随時） 

 ・指導要録作成研修 （随時） 

 

３ ICT授業支援サポーター事業 

昨年度より、教科指導における ICT を活用した

分かりやすい授業を支援することを目的として、

ICT 授業支援サポーター事業を開始した。主な活

動内容は、ICT 機器の設置や使用ソフトウェアの

事前準備や児童生徒への技術面のサポート、機器

のトラブルへの対応である。本年度は、依頼がな

かったため、実施していない。 
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関係機関との連携 
 
◆神奈川県教育研究所連盟  
５月15日の総会には、武田所長と研究発表大会担

当・一栁主査指導主事が参加し、本年度の確認を行
った。 
 

（１）指導主事研修講座 
７月８日(水)、県立総合教育センターで実施され、

筑波大学付属小学校教諭 林 聖氏の講演（「授業の
ユニバーサルデザイン」）があった。所長と指導主
事５名が参加し、３つの部会に分かれ研修を行った。 
 

（２）第62回県教育研究所連盟教育研究発表大会 
10月13日(火)、逗子市・三浦市・葉山町・横須賀

市主催により横須賀総合高校において、「『生きる
力』を育む神奈川の教育」をテーマにして開催され、
郷土史家 山本 詔一氏による記念講演「ペーリ－来
航と横須賀」と、10分科会39テーマの発表及び報告
があった。本研究所からは、平成26年度横須賀市教
育研究所 長期研修員の寺岡 公輝（岩戸小学校）が
発表者として、所長及び８名の指導主事、本年度の
長期研修員 田山 雅也教諭が参加した。 
 

（３）教育課題部会 
１月21日(木)、横浜市教育センターの主催により横

浜市教育委員会事務局花咲研修室で開催された。「横
浜市の子どもの現状と課題」について横浜市指導主事 
が報告をした。また、神奈川大学特別招聘教授 安彦
忠彦氏の講演「新しい学習指導要領が目指す方向」が
行われた。当研究所からは主査と２名の指導主事、教
育指導課から１名の指導主事が出席した。 
 

（４）教育相談・支援教育部会 
２月19日(金)、南足柄市教育研究所の主催により

南足柄市女性センターで開催された。南足柄市教育
研究所指導主事 加藤 徹より「南足柄市の教育の概
要について」の践報告及び国立特別支援教育総合研
究所主任研究員の梅津 亜希子氏講演「多層指導モデ
ルMIM～読みにつまずきのある子どもへの具体的な
指導」が行われた。主査指導主事１名が参加した。 
 

（５）調査研究部会 
２月２日（火）、海老名市教育委員会の主催によ

り海老名市教育委員会で開催された。海老名市教育
委員会指導主事により「『学び合い・思いやり・元
気なえごなっ子プラン』についての報告がおこなわ
れた。その後、東海大学スポーツ医科学研究所教授
・医学博士 小澤 治夫氏による「海老名市における
“学び合い・思いやり・元気なえごなっ子プラン”
の取組とその成果についての講演が行われた。所長
と１名の主査指導主事が参加した。 
 

（６）人材育成部会 
１月27日（水）、藤沢市教育文化センターの主催に

より藤沢市教育文化センター開催された。「藤沢市教
育文化センターにおける人材育成の取組」について元
研究員による実践報告と、慶応義塾大学教授鹿毛 雅
治氏の講演「学びの場づくり～教師の意欲を支える～
の講演があり、所長と主査指導主事２名が参加した。 
 

◆関東地区教育研究所連盟 
（１）関東地区教育研究所連盟第１回委員会 

・総会・研究協議会 
５月７日(木)、８日(金)、埼玉県立総合教育セン

ターが主管し、埼玉県立総合教育センターで開催さ
れ、担当主査指導主事が、第１回委員会・総会に出
席し、情報交換を行った。２日目の研究協議会では、
管理運営部会において「時期学習指導要領を見据え
た教員研修の在り方」「学校経営の資質向上を促進
する教育研究所の役割」について協議・情報交換を
した。 
 

（２）第87回研究発表大会・第２回委員会（大会） 
10月23日(金)、浜松市教育センターで開催され、

担当主査指導主事が教科等教育部会に出席し、「ベ
テラン教員の授業力を若手教員に伝承するための取
組」の提案を基にした協議をし、他市の実態につい
て様々な情報交換を行った。また、当研究所の参考
となる資料収集や計画の参考事項を聴取した。 
 

◆全国教育研究所連盟 
（１）全国教育研究所連盟 総会・研究発表大会 

（大阪大会） 
６月４日(木)、５日(金)の２日間に渡り、ホテル

アウィーナ大阪にて、大阪府教育センターが主管と
なって開催された。研究所より担当主査指導主事が
出席し、各都道府県における教育研究所の運営や課
題の情報交換をした。また、研究協議会においては、
国の動向や人材育成について情報交換を行った。 
 

（２）全国教育研究所連盟研究協議会（福島大会） 
11月５日(木)、６日(金)、コラッセふくしまで開

催された。「時代に対応した学校・教員の教育力を
高める効果的な研修の在り方」を大会テーマに、千
葉大学教育学部 教授 天笠 茂氏により講演「学習指
導要領と教員研修」の後、２日間にわたり研究協議
が行われた。担当主査指導主事が参加した。 
 
◆県内教育センター、教育研究所等との連携  
県内５つの教育センターと、行政枠を超えて研修

受講者を受け入れるための調整を行った。また、横
浜国大教育人間科学部附属教育デザインセンターの
客員教授を関口 満指導主事が務め、テレビ会議シス
テムを利用して臨任・非常勤研修を実施し、連携を
深めた。 
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学 校 教 育 

指導の目標と重点 
学校には、子どもの「生きる力」を育成すること 

が求められている。また、本市では、平成 22年度に「横

須賀市教育振興基本計画」を策定し、育てたい「横須

賀の子ども像」として新たに【人間性豊かな子ども】

を掲げ、学校・家庭・地域で連携して、子どもを育む

ことを目指している。 
 
【人間性豊かな子ども】 

○ 自ら進んで学び、問題解決する力を身に付けて

いる 
○ 生命や人権を尊重し、他者との豊かな関わりを

持っている 
○ 心と体の健康を意識し、健やかな体を持ってい

る 
○ 自らの可能性を信じ、夢や目標に向かって努力

している 
○ 社会の一員としてルールを守り、主体的に社会

に貢献している 
○ 郷土を愛し、豊かな国際性を身に付けている 

 
◆指導の目標 

横須賀市教育振興基本計画第２期実施計画「学校

教育編」の４つの目標を基に、児童生徒を指導する

上で、学校が取り組むべき目標とその内容を「指導

の目標」として示している。 
１ 子どもの学びを豊かにします 

（１）学校教育目標の実現に向けて、創意工夫ある教育

課程を編成します 

（２）「確かな学力」を育成します 

（３）健康の保持増進と体力の向上を図ります 

（４）互いに学び合い高め合う集団を育成します 

（５）一人一人の教育的ニーズに応じた支援教育の充実

を図ります 

２ 学校の組織力や教職員の力を高めます      

（１）組織を有効に機能させ、人材を育成します 

（２）校内研究・研修の充実を図ります 

（３）学校事故や様々な学校問題へ組織的かつ適切に対

応します 

３ 学校・家庭・地域の連携を深めます 

（１）家庭・地域との信頼関係や協力体制を構築します  

（２）地域の教育資源や学習環境を一層活用します 

（３）学校間や関係諸機関との連携を図るます 

４ 教育環境を整備し、充実させます 
（１）安全・安心な環境づくりに努めます 

（２）効果的な学習環境づくりに努めます 

 

                       ◆指導の重点 

「指導の目標」や横須賀市教育振興基本計画で示し

た重点課題、また本市の学校や子どもの実態を踏まえ、

学校と教育委員会が取り組むべきことを、本年度の「指

導の重点」として設定した。 

 

重点１  

「学力を向上させます」 

平成21年度より、「学力向上に向けた組織的な取組

の推進」を重点として位置付け、取組の推進を図って

きた。各学校では、計画的・継続的に取組を進めてき

ている。今後も共通理解のもと、各学校、市全体とし

て組織的に取り組むことで成果が期待できる。 

そこで本年度も、「確かな学力」を育むために、基礎

的・基本的な知識・技能の定着、思考力・判断力・表

現力の育成、学習意欲の向上、学習習慣の確立を目指

し、次のような取組を学校全体で組織的に行った。 

○ 地域や学校の特色・課題を踏まえた教育課程を編

成する 

○ 子どもの学びに一貫性のある教育を推進する 

○ 指導方法の工夫改善を図る 

○ 家庭・地域と連携して、基本的生活習慣・学習習

慣の確立を図る 

重点２ 

「認め合い高め合う関係を築く力を育てます」 

学校では、子ども一人一人が、自立して自信をもっ

て社会で生きていくことができるよう様々な教育活動

に取り組んでいる。しかしながら、社会の変化、価値

観の多様化等を背景に、子どもの現状として、人間関

係を形成する力の低下、自分自身をコントロールする

力や自分に対する自信の欠如、規範意識の希薄化等が

指摘されている。このような状況においては、今まで

以上に学校教育では、子どもが自分自身に関すること

のみならず、他者や集団、社会との関わりに意欲と関

心を持つことができるような実践が求められている。 

 そこで、学校教育における「生きる力」の育成の基

盤となる学級、学年をはじめとする集団に目を向け、

教職員の共通理解を図り、子どもの実態に応じて、次

のような指導を行った。 

○ 人と関わるよさや集団で活動する価値を、実感でき

るようにすることができる指導 

○ 集団や社会と関わることを通して、子どもに規範意

識や社会性を身に付けられるようにする 

○ 一人一人が他者の考えや思いを理解し、集団の一員

として自分の力を発揮できるようにする
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教  科  

平成 27年度の市の指導の重点の一つである「学力を向上させます」の実現に向け、

平成 26 年に提示した『確かな学力を育成する授業づくりのための視点』や教育課程

研究会主題を踏まえながら、教科指導の充実を図るとともに、各学校が作成した『学

力向上プラン』のもと、組織的に学力向上に向けた取組を推進している。 

また、学校評価の積極的な活用や学校教育支援ボランティアを活用した取組など、

創意ある教育課程の編成と魅力ある教育活動の実践を進めている。 

 学校研究に関わっては、「教科等研究」「学力向上」「学校図書館」「関わり合い」「言

語活動の充実」「防災教育」「支援教育」等をテーマとした取組が各学校において積

極的に進められ、多くの学校で研究発表会が開催された。 

       国   語         

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、田戸小学校を会場に、１年生で「書く

こと」について「『はへを』を つかって ぶんをか

こう」、５年生では「読むこと」について「新聞記事

を読み比べよう」という題材で、目標を明確にした

言語活動を位置付けた授業提案を行った。 

２日目は、５年生「話すこと・聞くこと」につい

て「なるほど！なっとく！５－１討論大会を開こう」、 

６年生「読むこと」について「読みのレストランを

開店させよう」で、児童が目標をもって学び、振り

返りの中で自己の成長を感じられるような単元計画

の工夫と評価の在り方について提案した。 

〔中学校〕 

１日目は、池上中学校を会場に「書くこと」の

学習過程について、１年生で交流、２年生で推敲、

３年生で選材の場面で生徒が目標を明確にして

取り組むことを大切にした授業提案を行った。 

２日目は、国語研究会「伝統的な言語文化」グル

ープから、「語感を磨く」指導の在り方について、

日常生活の言葉遣いや短歌づくりを題材にして提

案を行った。 

 

◎夏季研修講座 

８月24日に、東京女子大学教授田中洋一氏に、「国

語の授業はどうあるべきか」～国語科の本質に基づ

いた授業のあり方～と題して講演をいただいた。国

語科の本質に迫る授業のあり方について多くの示唆

をいただいた。 

◎小学校国語研究会 

研究テーマ「国語を適切に表現する力・正確に理

解する力の育成～付けたい力を明確にした単元を貫

く言語活動を通して～」をもとに実践研究をした。 

「研究部」「研修部」の組織をもとに、授業研究会、

夏のワークショップ、書写の実技研修などを実施し、

学校文集の編集・書写作品展の運営に協力した。ま

た、課業時間外に自主的学習の場「国語塾」を運営

し、教員のニーズに答えた実践的な学習会を行った。 

 

◎中学校国語研究会 

研究テーマ「『生きて働く言葉の力』を育む国語科

教育の創造」に基づき、授業研究部各領域部会（「話

すこと・聞くこと」・「書くこと」・「読むこと」）、伝

統的な言語文化研究部の組織的な活動の中で研究授

業や提案発表に取り組んだ。 

また、学校文集の編集・書写作品展の運営に協力

した。更に、小中学校の研究会合同で、年度末研究

発表会をもち、現在求められる力・実践研究につい

て学習会を行った。 

 

       社   会        

〔小学校〕 

平成27年度研究テーマは、前年度に引き続き、「社

会との関わりを実感し、自分自身を考えていく社会

科学習」である。社会的事象と自分の生活との関わ

りに気付き、社会的な見方・考え方を広げ、将来に

わたって自分と人、さらに社会とのよりよい関わり

について考えられるようにすることねらい研究を行

った。 

教育課程研究会の１日目は、山崎小学校の石川瞬

教諭（４年）、が「ゴミはどこへ」の単元で授業提案

を行い、主に、関心・意欲が持続する問題解決的な

単元構成を意識した授業づくりをテーマに協議会が

行われた。 

教育課程研究会の２日目は、鶴久保小学校の勝目

祥平教諭から、「水はどこから」（４年）の単元で問

題解決的な単元構成について実践提案が行われ、武
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山小学校の山本耕教諭からは「武士の世の中（近世）」

（６年）について、興味・関心を高める単元導入の

工夫についての実践提案が行われた。 

夏季研修は、７月29日に全国中学校地理教育研究

会顧問の宇野彰人先生に「地図帳を知る・使う・好

きになる」というテーマで実践的な地図帳の活用方

法について講演していただいた。 

〔中学校〕 

平成27年度研究テーマは、『思考力・判断力・表

現力を育てる授業の研究～主体的な学び合いを深め

る学習活動の工夫～』である。生徒それぞれが根拠

をもとにした意見を持ち、意見を交流することでさ

らに思考を深めることができるような学習活動につ

いて研究を行った。教育課程研究会の１日目は、大

矢部中学校の大磯陽平教諭による歴史的分野「近世

の日本」（２年）の授業提案を基に、既習事項や資料

をもとに鎖国についてグループで多面的多角的に考

察するための手立てについて協議を行った。 

教育課程研究会の２日目は、衣笠中学校の清田直

紀教諭、大楠中学校の岸上哲大教諭、鴨居中学校の

山本将弘教諭により、公民的分野の異なる３つの単

元を例にして、簡単に模擬授業を行うとともに、評

価の観点やその見取り方など、指導と評価の一体化

についての提案を行った。 

 

        算数・数学        

◎研究テーマ 

〔小学校〕 
『学ぶ楽しさと充実感のある授業づくりをめざして』 
○「よみとる」「あらわす」といった表現力の育 
 成 
○「よさ（価値）」の高め合い 
○活用していく態度の育成 
・基礎・基本の確かな定着 
・算数的活動を通して、自らが課題を持ち、数学

的な見方・考え方を育てる 
・目標の明確化とそれに応じた指導と評価 
・効果的な少人数指導の実践と検証 
・確かな学力の定着の検証 

〔中学校〕 
「学び合いを通して、数学的な見方や考え方の育成」 
 ～学びあう喜びを感じとれる授業の創造～ 
 ＜育成したい力＞ 

○「楽しさ」：数学を学ぶ楽しさを実感し、自分の

学習してきたことを振り返ろうとする態度を育

成 

○「気づき」：自ら課題を見つけ、その課題を解決

しようと粘り強く取り組む態度 

○「深める」：学び合いの中で、はぐくまれた数学

的な見方や考え方を深めようとする態度 
○「活用」：数学的な見方や考え方を活用して問

題解決していこうとする態度 

○「伝達」：数学的な方法によって、伝えようと

する態度 

 

◎教育課程研究会 

 小学校は明浜小学校より「豊かな量の感覚を育て

る授業づくり｣、野比東小学校より「算数的表現を用

いた思考の深化」、中学校は追浜中学校より「『資料

の活用』における単元を通した思考力・表現力の育

成」、研究部（「関数」領域）より「関数領域におけ

る全国学力・学習状況調査の結果に基づいた授業改

善の取組｣の文書提案を基に研究協議を行った。 

◎夏季研修講座 

 横浜国立大学准教授 両角達男先生の講演会を実

施した。 
 

       理  科       

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

 「問題解決の活動を通して、確かな学力を育成す

る理科学習」をテーマに、１日目は野比東小学校の

村澤教諭による授業提案、２日目は大塚台小学校の

林教諭と馬堀小学校の伊藤教諭による文書提案が行

われた。 
１日目は、気体の中には水に溶けて水溶液になる

ものがあることについて、疑問をもたせ、児童が学

習問題を見いだす授業を提案した。２日目は、問題

解決学習により、科学的な見方や考え方と問題解決

能力の育成について提案した。 
確かな学力を育成するためには、児童のもつ素朴

概念をもとにした学習問題を成立させ、児童自身が

問題を解決する必要があることを協議した。 
〔中学校〕 

「目的意識を高め、科学的に探究する理科学習の

工夫改善」を研究テーマに、１日目は久里浜中学校

の平野教諭と嘉山教諭による授業提案、２日目は岩

戸中学校の柴﨑教諭と野比中学校の西郷教諭による

文書提案が行われた。 
１日目は、生徒のもつ経験や体験を生かした導入

の工夫により、生徒に疑問をもたせ学習課題を科学

的に探究する授業展開を提案した。２日目は、学習

意欲を引き出すために、実験結果からの気づきを次

の授業に生かす展開や、小学校の学習を導入で扱う
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ことで、目的意識を高める理科学習を提案した。 

目的意識を高めるための単元構成や導入の工夫に

より、生徒の概念が科学的な見方や考え方に変容さ

れていく学習過程について協議した。 

 

◎小学校理科研究会 

神奈川県小学校理科教育研究大会横須賀地区大会

が、野比小学校を会場に行われた。「問題解決を通し

た実感ある学びについて」の基調提案と研究成果を

提案した。また、教員向けの研修会や広報の発行、

「よこすか子ども科学賞」の表彰式など、児童に自

然科学への興味・関心を高める活動が行われた。 
 

◎中学校理科研究会 

新たな研究テーマを設定し、理科における能動的

な学習のあり方についての研究がスタートした。神

明中学校での研究会主催の研究授業や、日本学生科

学賞神奈川作品展の審査員を務める活動を行った。

次年度からは、学習指導要領に示されている４領域

の内容について、実践研究を行う予定である。 
 

       生 活 科        

◎教育課程研究会 

研究テーマ 

気付く・楽しむ・はたらきかける 

子どもを育てる生活科 

～計画・実践・評価・発展のサイクルを通して～ 

【１日目】 

野比小学校第２学年による単元名「野比のまちた

んけん」の授業公開が行われた。 

この単元は、内容（３）を中心として構成し、地

域を探検したり、地域の人と交流したりする活動を

通して、自分の生活が地域の人や場所とかかわって

いることや、地域の人とかかわることの楽しさが分

かり、親しみをもって地域の人と接することができ

るようにすることを目指した。 

授業は、児童が行きたいと考える場所に行くため

の計画を立てる授業となった。前時に、探検に行く

ことが確認できていたため、児童は本時に探検の計

画を立てることが分かっていた。 

探検の計画を立てるときに、何を考えなければな

らないかを、同じ方面の児童とグループになって話

し合った。計画が１時間では終わらなかったため、

次時でも計画を立てることを確認し、授業を終了し

た。 

 この授業を基にして、研究協議を行った。協議は、

近くに座った数人でグループを作り話し合いをし、

その後全体で意見を出し合い協議内容を深めた。 

協議の柱は、１時間の授業における目標と指導と評

価とした。 

その中で、次のような意見が出された。 

①白紙の計画書だったことから、今までの経験を活

用した活動となった。本当に必要なことは何か、

児童が深く考える様子が見られた。しかし、手掛

かりがなくむずかしい児童の姿もあったため、白

紙ではなく、項目が示された方が良いのではと言

う意見もあった。 

②授業終了時の振り返りは、児童自身がこの授業で

自分はどうだったのか振り返ることが必要だ。こ

の時の教師の投げかけや、振り返りの行い方をど

うするのかが大変重要である。 

 これらの協議から、これまでの学習を十分に活用

し、さらに何を学ぶのか明確にし、授業を行うこと

が大切であることが分かった。 

また、本時目標を児童と教師が共有することや、

本時目標につながる振り返りを行うことの重要性が、

確認された。 

 

【２日目】 

 ２本の提案がなされた。 

 一つ目の提案は、池上小学校第２学年の「多様な

学びや育ちを読み取る作品の評価」である。内容（９）

「自分の成長」を中心とした単元において、研究が

行われた。 

 単元は、今までの自分の成長を探し、保護者や友

達からも言葉をもらうなどして、たくさんの情報を

集め、「たからぶくろ」と題した一人一人の袋の中に

入れた。その中の情報を取捨選択し、自分の成長を

まとめる活動を行った。まとめる方法は、自分の成

長を表すためによりよい方法を、児童が選択するよ

うにした。 

 ここでまとめた作品を評価するために、評価規準

を設定した。その際、「たからぶくろ」と作品を並行

して見ることによって、児童の試行の深まりを見取

ることができた。 

二つ目の提案は、城北小学校第 1 学年の「学習

内容（２）「家庭と生活」を中心とした単元におけ

る学習展開と見取りの工夫」と題して、提案がな

された。 
学習内容（２）「家庭と生活」は、学習活動は全て

家庭で行うため、教師はその活動を実際に見て評価

することができない。そこで、児童の思考の流れや

気付き、学習活動を見取るための工夫について考え

ることをテーマとした。 
児童の家庭での活動は大きく分けて「家族を喜

ばせること」「自分自身のこと」「お手伝い」の３
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つに分かれていた。これらを明確にするために、

板書やワークシートの工夫を行った。 
ワークシートを活用し、交流の場を設けること

で、書くことが得意な児童、話すことが得意な児

童双方の評価を行うことができた。 
また、個人面談の時期であったので保護者から

の話を直接聞き、自己評価で見取れない部分を他

者評価で補うことができた。自己評価だけでは見

取りきれない部分を、保護者から聞き取り、補助

的な評価として活用していくことも大切である。 
このように、保護者も活動に入って行くように

することで、保護者の理解も進め、児童には自己

肯定感を育めるように、価値付けをしていくこと

が大切である。 
 

        音  楽        

◎教科テーマ 

〔小学校〕 

「音楽のよさを感じ、ともに創り楽しむ子」 

―音楽を形づくっている要素を感受し、 

音楽の世界を広げる― 

〔中学校〕 

「幅広い音楽活動を通して、 

生涯にわたって音楽を愛好する心情を育てる」 

―３年間を見通した指導と評価の工夫・改善― 

 

◎教育課程研究会 

〔１日目〕 

〔小学校〕 

「こんにちは リコーダー」 （大矢部小学校） 

目標を明確にした指導と評価の一体化を図る授業

実践についての提案がされた。「児童が楽しめる活動

を通してリコーダーへの興味関心を高め、演奏でき

るようにする」というねらいを設定し、児童のつぶ

やきを教師が捉え、思考を深める発問をすることで

学習課題にせまるという学習展開であった。また、

ともに創り楽しめる力を育てることにつながる常時

活動の重要性についても提案された。 

〔中学校〕 

「言葉の抑揚に合わせて旋律をつくろう」 

（大楠中学校） 

言葉の抑揚に合わせて旋律をつくる、コード進行

を基にして旋律をつくるという２つの手がかりを設

定し、思考力・表現力を高めることをねらいとした

授業実践が行われた。グループで試行錯誤をしなが

ら作品をつくり出す楽しさを味わわせ、創作する楽

しさの中から、音楽的な原理の大切さに気付かせ、

作品にまとめる活動が大切になってくる。今回は、

抑揚を生かすこと、コード進行を基にすることの両

方に取り組むことで音楽的に葛藤する場面をつくり

出し、グループ活動を通してねらいにせまるという

学習展開がなされた。 
 

〔２日目〕 

〔小学校〕 

「芸術鑑賞会を軸とした指導計画と見通しをもった

評価計画の作成について」    （高坂小学校） 

小学校５年生芸術鑑賞会は貴重な本物体験である。

この本物体験を軸とした指導計画は各活動の動機づ

けになり、音を合わせて演奏する能力の育成におい

ても有意義であること。また、見通しを持った評価

計画を作成することで題材の最後まで目標がぶれる

ことなく授業をおこなうことができ、１時間１項目

の評価項目にすることで児童にとっても教師にとっ

てもねらいが明確になること。児童を引きつける発

問や児童のつぶやきをつなぐことの大切さなどの提

案がされた。 

〔中学校〕 

「言葉の抑揚に合わせて旋律をつくろう」授業実践

報告              （大楠中学校） 

１年時より取り組んできた創作活動を発展・展開

させた「言葉の抑揚に合わせて旋律をつくろう」提

案授業のまとめ。事前準備としてタイプの違う３パ

ターンの詩、２パターンのコード進行を用意し、生

徒に選択させたこと、鍵盤ハーモニカの活用につい

ての検証結果が報告された。また、思いはあっても

技能面で行き詰まるグループに対して、教師はさら

なる活動の観察と手立てをしていく必要性があると

いうことが挙げられた。 

「創作授業における指導のあり方について」 

（長井中学校） 

創作分野での授業のあり方、その課題についての

研修や授業提案を通して、中学校音楽研究会創作部

会が中心となって研究を重ねてきた。創作活動を大

切に扱うことで、主体的に取り組む生徒の姿が見ら

れたことが成果である。創作授業を行っていくうえ

での課題を提示し、グループでの情報交換や協議を

行った。 

 

◎小学校音楽教育研究会 

歌唱部会、器楽部会、鑑賞部会で、音楽づくり部

会にわかれ、研修研究をすすめた。また、作詞作曲

審査、子どものための音楽会小学生合唱団指導等が

行われた。 
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◎中学校音楽教育研究会 

授業研究や、鑑賞について研修会も実施された。

８月23日に「子どものための音楽会」、８月29日に

「中学校音楽研究会音楽会」、10月11日に「スクー

ルバンドフェスティバル」が行われた。県連合音楽

会には、武山中学校・公郷中学校が参加した。 

 

       図画工作・美術      
◎研究テーマ 

テーマ「豊かな心を育てる造形教育―子どもによ

りそい、おもいをかたちに―～であう・あじわう・

つくりだす～」に基づき研究を進めた。 
◎教育課程研究会 

〔小学校図画工作〕 
第１日目は、小牧由布子教諭（小原台小学校）が

４学年で、物語を想像し自分の表したい場面を絵画

表現する授業を行い、諸星達也教諭（小原台小学校）

が６学年で、1 枚の板から自分なりに工夫を凝らし

て入れ物を作る授業を行った。いずれの提案からも

子どもの思いに寄り添うことの重要性が確認された。

２日目は渡辺晶子教諭（武山小学校）が、「ＷＥＢ版

横須賀美術館アートカード」を用いて、グループご

とに展覧会を企画・交流することで、作品の見方を

広げる鑑賞の授業についての文書提案を行った。 
〔中学校美術〕 
１日目は、伊藤真理子教諭（公郷中学校）が１学

年で、自分が使ってみたい椅子を木材でミニチュア

として表現する中で、より良いものとして具体化し

ていこうとする試行錯誤の場面を重視した授業を行

った。２日目は比留木杏奈教諭（大津中学校）が木

目込み表現を取り入れた木彫で自分らしいネームプ

レートを制作するという表現活動の授業について文

書提案を行った。 
◎夏季研修講座 

文部科学省から東良雅人調査官を講師としてお招

きし、これからの図工・美術教育で求められている

ものは何かという視点で講演いただき、研修とした。 

また横須賀美術館の学芸員の方にも協力をいただ

きながら、「WEB版横須賀美術館アートカード」の活

用についての研修を、教育研究所の情報研修室で行

った。 

      体育・保健体育       
 学習指導要領の趣旨を理解し、運動領域、体育分

野の要点であるア）指導内容の体系化、イ）指導内

容の明確化、ウ）体つくり運動の充実、エ）運動の

取り上げ方の弾力化、オ）知識に関する領域の改善、

保健領域、保健分野の改訂の要点を踏まえ、指導計

画・指導方法・評価の工夫・改善についての研究・

実践を行った。 
◎市教育課程研究会 

〔小学校〕 
授業提案は、明浜小学校による、「高学年・体つく

り運動」（体力を高める運動）における、めあてをた

て、見通しを持って課題を解決しながら、楽しく運

動に取り組む児童の育成を図った学習の工夫につい

て、文書提案は、浦賀小学校による「高学年・ボー

ル運動」（ゴール型：バスケットボール）における、

「わかる・できる」が「楽しい」へつながる学習指

導の工夫について提案され、協議を深めた。 
〔中学校〕 
授業提案は、鷹取中学校による「２年生・球技」

（ゴール型：バスケットボール、鷹取中学校）にお

ける目標を明確にした学習指導の工夫について、文

書提案は公郷中学校による「２年生・球技」（ゴール

型：ハンドボール）における、型に共通する動きの

習得を目指した指導の工夫について提案され、協議

を深めた。 
◎小学校体育研究会 

年間３回の授業研究会の開催をはじめ、各部が実

践研究を行った。また、県児童体力つくり研究発表

大会では、村井 宏行 教諭（浦賀小学校）が提案を

行った。 
◎中学校保健体育研究会 

各研究部が２年継続２年目の実践研究発表会を行

った。関東ブロック栃木県大会（宇都宮市）には中

体連と共に組織的に参加した。 
◎市体力つくり実践研究発表会 

研究委託校（２年継続研究の１年目）の野比東小

学校による「体育科授業を中心とした児童の体力向

上を目指した実践について」、野比中学校による「生

徒の体力向上と潜在能力について」の中間実践報告

を行った。また、横須賀市児童生徒健康・体力向上

推進委員会担当部会から、横須賀市の体力の現状に

ついて、各校で活用できる資料について説明した。 
 

      家庭、技術・家庭       

◎教育課程研究会 

〔小学校家庭科〕 

研究テーマ 
「自分と家庭生活を見つめ、進んで実践できる子ど 

もをめざして～なりたい自分、できる自分、生かす

自分～」 

〔１日目〕 
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 望洋小学校において６年生の「衣服の着方と手入 

れ」の授業を行った。 

本提案では特に、洗濯の活動を２回行うように構成

した。「洗濯＝洗濯機」という捉えではなく、手洗い

を通して自分で衣服の汚れを落とす活動を充実させ

ることで、家庭での実践意欲につなげていけるよう

指導した。紙芝居の導入は効果的だったが、手洗い

をさせる前に、どのように汚れが落ちるか予想させ

ることで、体験活動中の子どもの様子も変わったの

ではないかなどという意見が出た。「食」領域では基

本的に子どもの関心は高いが、「衣」領域では子ども

の関心が高いとは言えない。どのような意欲を高め

る手立てがあるのか、などの内容が話し合われた。 

〔２日目〕 
「めざせ！さいほう名人。やってみよう！作って

みよう！世界で一つだけの小物づくり」 
小学校５年生で始めて針と糸を使って行う小物づ

くりを通して、物を創る楽しさや生活に生かす喜び

を味わわせる。また裁縫用具の安全で適切な取り扱

い方を理解させ、ボタン付けや手縫いの基礎的な技

能を身に付けさせる授業について沢山小学校から提

案された。 
 製作をしながら技能を身に付けさせる指導計画の

工夫、教材・教具の工夫が指導に効果的であり、練

習布を使わず、「ネームタッグ」や「アップリケ」づ

くりを行ったことは、子どもの意欲を高めたのでは

ないかという意見があった。実物投影機を効果的に

使っておこなわれた指導や３種類のワークシートの

活用による子どもたちの学びの見取りの手立てにつ

いても効果的であったなどの内容が話し合われた。 

 
〔中学校技術・家庭科〕 
研究テーマ 

「未来を展望し、生活を作る力を育てる技術・家庭

科教育」 
〔１日目〕 
鴨居中学校より、技術・家庭分野の提案がされた。

技術分野は３年生の「プロロボを用いた計測制御」

を、家庭分野は1年生の「衣服の手入れ～補修の仕

方をマスターしよう」の授業を行った。 

技術分野では車型のプログラミングロボットを使

ってセンサーを用いたプログラムの作成を行う中で、

学び合いの場面を設定した実践的な活動を取り入れ

た授業が提案された。一人1個、貸し出された「車

両」で、広いフォールドを用いず机上で実証を行う

ことのできる学習であったという意見が出された。 

家庭分野では「まつり縫い」について、生徒自ら

が成り立ちを考えることによって、基礎的基本的な

知識技術を定着させる授業が提案された。小学校で

は「まずその縫い方を覚えよう」という学習である

が、中学では「なぜその縫い方になるのか、なぜそ

の縫い方がいいか」を学習する。どちらも、学びの

特性を踏まえたうえでの指導が必要であるという意

見が出された。 

〔２日目〕 
 技術分野は北下浦中学校から２年生の「回路計

と電流の流れやすさについて延長コードの導通・絶

縁試験」の提案が、田浦中学校から「本立ての製作」

の授業についての提案がされた。北下浦中学校は保

守点検の場面で導通試験を行い、グループごとに「回

路図」を使いながら事前予測事項について話しあう

活動を取り入れた授業についての実践報告がされた。

田浦中学校では製作の途中過程にグループで学び合

う場面を設定することで、課題を解決するために、

言葉や図表などを用いて考えたり、説明したりする

学習活動を充実した授業の実践が報告された。 

家庭分野は田浦中学校から１年生の「ポケットテ

ィッシュケース作成～補修技術をマスターしよう～」

の提案がされた。中学校で新たに身に付ける技術「ま

つり縫い」と「スナップボタン付け」を取り入れた

「ポケットティッシュ入れ」の題材を開発し、製作

しながら基礎的な技能を身につけさせるよう取り組

んでいる授業の実践報告がされた。  

協議では授業を組み立てる時どこに力点を置くか、

実習をすることによって生徒に何を身に付けさせた

いかを意識すること、目標を明確にした指導では子

どもたち自身も目当てを持って活動しているかが大

切であるということが話し合われた。 

 

       外 国 語        

◎教育課程研究会 

 「コミュニケーション能力の基礎を育成する学習

指導と評価の工夫・改善」を研究テーマに掲げ、１

日目は授業提案、２日目は文書提案が行われた。 

 両日とも、外国語教育における「目標を明確にし

た指導と評価の一体化を図る授業実践」について、

提案および協議を通して、認識を深めることができ

た。 
〔１日目 提案者〕 

大鶴 牧子・石井 求依 （不入斗中学校） 
〔１日目 提案テーマ〕 
◆英語における基礎学力の定着を図り、生徒が聴いて

思考する授業実践の工夫 
◆相手の話を関心をもって聞くことができる必然性

の高い場面の設定 
〔２日目 提案者〕 
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萩原 幸太      （浦 賀中学校） 
嘉山 透       （鷹 取中学校） 

大谷 研・太田 恵美 （北下浦中学校） 
〔２日目 提案テーマ〕 
◆「CAN-DOリスト」の作成における学習到達目標の設

定・検証・改訂についての研究 

◆「CAN-DOリスト」に示された学習等到達目標に基づ

いたパフォーマンステストの実践 

◆外国語の指導におけるICTの活用と課題 

◎中学校英語研究会 

 事務局を中心として、組織的に研究が進められた。

各研究部がそれぞれの研究内容の趣旨を踏まえた研

究や活動を行った。 
授業研究部は、常葉中学校における「外国人英語

教員活用研究発表」と併せて、研究会主催の授業提

案および協議を行った。授業におけるネイティブ・

スピーカーの活用や言語活動の展開について活発な

発言があり、今後の授業づくりに多くのヒントを与

えた。 
 教育課程研究部は、市内全校に「CAN-DOリスト」

の作成を積極的に促すとともに、より質の高いもの

を作り出すための方策を明確に示した。 

◎外国人英語教員活用研究 

鷹取中学校（１年目）、常葉中学校（１年目）、公

郷中学校（１年目）、久里浜中学校（２年目）の４校

に外国人英語教員（FLT）が配置され、ネイティブ・

スピーカーの効果的な活用に係る研究を行った。ま

た、本年度から１名を横須賀総合高校に配置し、英

語による英語の授業を積極的に展開した。 
各学校による活用研究に係る公開授業が行われ、

研究協議を通して、ネイティブ・スピーカーの効果

的な活用について理解を深めることができた。 
 
＜公開授業提案者＞ 
鷹取中学校 サラ ジョンソン 関根 光子 
常葉中学校 ケネス ギベンズ 安田 志保 
公郷中学校 ジェニファー スドウ 近藤 瑞穂 
久里浜中学校 クリスチャン ロスコー 藤崎いづみ 
横須賀総合高校  フロリメル ワタナベ 松浦 幸代 
 

      幼稚園教育課程        
平成27年10月23日（金）に、幼稚園教育課程研

究会を実施した。研究会は、公開保育による提案と、

提案に基づいての協議、指導助言としての講演の構

成で行った。 

 テーマを「人とのかかわりを大切にした保育の充

実～特に小学校教育との充実した連携のあり方を中

心に～」とし、提案は横須賀市立諏訪幼稚園によっ

て行われた。 

【公開保育】 

 園児が取り組んでみたい遊びを、諏訪小学校３年

生の協力によって実現する活動を行った。 

【提案】 

 諏訪幼稚園では、諏訪小学校と長年にわたって幼

小の交流活動を積み重ねてきた。 

 幼児教育を進める中で、人との関わりは重要であ

り、特に小学生との交流はこれまでの実践から、園

児にとって様々な成長を望める機会となることが分

かってきた。 

有効な交流の手立てとして、次の三つに取り組ん

だ。 

（１）学びや発達のつながりを考える 

（２）幼稚園と小学校の交流計画を立てる 

（３）子どもの育ちを記録する 

 これらの手立てを中心にし、園児の育ちを具体的

な姿から考え、その有効性を考えた。 

【協議】 

（１）計画的な連携 

 連携を深めるには、計画的に行うことが大切であ

るが、年間計画の作成がなかなか進まない。日ごろ

の挨拶から交流につなげていくなど、些細なきっか

けを大切にしていく必要がある。 

（２）幼児・児童の変容 

 始めは消極的であった児童が、交流を重ね「もっ

とやりたい」という意欲をもつようになった。また、

危険な道具の扱いに配慮する児童の姿も見られた。

幼児も次の交流をいつも楽しみにしている。 

【講演】 

「遊ぶこと 育つこと 学ぶこと」と題し、文教大

学嶋野道弘教授による講演を行った。 
この中で、幼児期のみならず、子どもは人・社会・

自然と関わり合いながら学ぶものであり、今回の児

童は、幼児との適切な距離感があり、望ましい関わ

り方ができていた。「もっとしっかりとした３年生に

なりたい」という感想を持っている児童もいた。こ

の姿は、交流活動によって目指しているものである、

という助言をいただいた。 

      高等学校教育課程      
平成27年度の研究テーマは、『「確かな学力」を育

成する教育課程の編成と教育活動の工夫・改善～目

標を明確にした指導と評価の一体化を図る授業実践

～』である。さらに全日制、定時制ともに部会テー

マを設定して研究に取り組んだ。 

〔全日制〕 

「基礎・基本の習得と思考力・判断力・表現力の

向上を目指して」をテーマとして公開授業を行った。  
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齋藤朋子教諭による「国語（国語総合）」の授業では、

単元の最後に自らの力で意見文が書けるよう、本時

では、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにするこ

とをねらいとして取り組んだ。岩久玲子教諭による

「外国語（コミュニケーション英語Ⅱ）」の授業では、

ライティングにスピーキングの要素を盛り込みなが

ら、グループ内で役割分担し、積極的な授業参加を

促した。下城塁教諭による「保健体育（体育）」の授

業では、サッカーの戦術を通じて、女子も目標を持

ってプレイができるような男女共修の学習を計画し

た。恩氏浩美教諭による「工業（建築構造）」の授業

では、グループごとに作成した構造模型等を活用し

ながら、プレゼンテーションを行い、鉄筋とコンク

リートの性質や長所・短所についての理解を深めた。 

 

〔定時制〕 

 「組織的な授業改善の推進～単元の授業づくりに

基づく授業実践の評価と分析及び改善に向けての

方策」をテーマとして、永井昂教諭による「情報（社

会と情報）」の授業研究及び協議を行った。自らの

学校生活に関係する身近な事象から課題を見つけ、

それらの解決策を考え、発信する単元計画を構想し、

本時は、互いの分析した情報や考えをグループで共

有しながら深めていく活動を行った。その後の協議

では、問題解決的な学習やグループ活動をより充実

させる手立て等について議題となった。 

全体会では、スーパーバイザーとして来校された

教育実践「響の会」会長の角田明先生による講演会

が行われ、授業づくりの基礎基本や高校教育におけ

る授業研究の観点など多岐にわたって有意義なお話

をただいた。 
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教 科 外  

 

教育の大きな変革期に対応し、さまざまな教育課題を解決するため、各研究会は、

研究内容の充実と組織の活性化を図りながら精力的に活動を行ってきている。こう

して得られた各研究会の研究成果は、学校教育にとって大変重要なものとなってい

る。 

 

 
       小学校道徳         

本年度は「豊かな心で未来を拓く児童を育てる

道徳教育～児童一人一人のよさをさらに伸ばし、

よりよく生きようとする心を豊かにする道徳教育

の指導の工夫・改善」を柱に、富士見小 板越真

由先生が資料の読み、授業展開等の授業発表を行

った。この中で「この資料を人間として読む」と

ころから、ねらい・展開を考えた提案をした。次

年度も定例会の中で、研究会としての授業提案を

予定していく。平成30年度特別な教科道徳に向け、

指導の工夫・改善を図っていく。 

 教育課程研究会１日目は津久井小学校で授業公

開研究協議、２日目は根岸小学校と大矢部小学校

が文書提案を、道徳教育連携推進講座では武山小

学校が授業公開を行った。 

       中学校道徳        

 研究テーマを「生徒の心に響く授業づくり 

～「私たちの道徳」を効果的に活用して～」 

（３年計画の１年目）として、市の重点２とも関

連性を持たせ、研究に取り組んだ。研究推進校に

よる授業公開（公郷中学校・岩戸中学校）文書提

案校（鷹取中学校・長沢中学校）が行われた。     

生徒たちが、集団や社会とかかわる中で、規範意

識や社会性を身に付けさせることや、一人一人が

他者の考えや思いを理解し、集団の一員として自

分の考えをもち、力を発揮できることを目指して

研究に取り組んだ。「私たちの道徳」の活用や、

指導方法の工夫に視点をおいた発表がなされた。

学習指導要領改訂に伴い「特別の教科 道徳」と

して位置づけられ、道徳教育の改善・充実を図る

ことが提言された今、道徳教育の果たす役割が大

きいことを再認識し、活動の充実を図りたい。 

 

 

      小学校特別活動       

 本研究会は、本年度「豊かな人間関係をはぐく

む特別活動～望ましい集団活動を通して～」を研

究テーマとし、特に、特別活動の目標を明確にし、

付けたい力を子どもと共有することで人間関係力

の育成強化を目指してきた。教育課程研究会 1日

目は、５年生の学級会の授業提案で、学級目標達

成のために課題と成果を視覚でつかめるように項

目を設定したことによる評価の可視化の在り方を

中心に協議を行った。２日目は、学年会議を行い、

卒業式等の学校行事に主体的に関われる子どもの

育成を目指した提案と保健や道徳との関連を図っ

た「二分の一成人式」の取組の提案があった。い

ずれも育てるべき力を明確にし、テーマに迫る実

践であった。これらの提案は全国大会や県の教育

課程研究会での提案ともなり、今後に向け、多く

の参考となるご意見をいただくことができた。 

      中学校特別活動       

本研究会は学級活動研究会・生徒会指導研究会

・進路指導研究会の各研究会が共通研究テーマ「生

徒が互いに認め合い高めあう関係を築く特別活動

をめざして」を掲げ、連携しながら研究を進めて

いる。 

本年度の教育課程研究会は、１日目に衣笠中が、

生徒総会を通して一人一人の言動が学校の変化に

関わることに気づき、互いを高め合おうとする姿

を引き出す話し合い活動の授業提案を行った。２

日目は鷹取中が「豊かな人間関係を育む集団活動

の構築」を、大津中が「よりよい進路選択のため

に」を文書提案した。 

特別活動はすべての学校教育の基盤的な役割を

担っている。今後も特別活動を通してどのような

力をつけていくかという目標及び評価の明確化を

重視し、特別活動の充実につなげていきたい。 
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    小学校総合的な学習の時間     

本年度も研究テーマを「生きる力を育てる総合

的な学習～自分なりに考え行動し、ふりかえるこ

とのできる子の育成を目指して～」とし、子供た

ちにとって切実感のある探究活動を如何に作り出

すか、単元づくりを中心に研究・研修を重ねた。 

８月にはルワンダで義足製作の NGO を運営する

方を講師に招聘し、その仕事内容や思いに触れる

とともに、『国際理解』を内容として、どのよう

な単元をつくり出すことができるか研修を行っ

た。さらに、12月には、大楠小学校（岩崎亜須加

教諭）での授業研究会を実施するにあたり、子供

の思いや意欲を捉えながら探究活動を深める単元

展開について協議することができた。 

また、新学習指導要領における総合的な学習の

役割についても、研究会運営委員会の中で学び合

うことができた。 

    中学校総合的な学習の時間     

研究会では、総合的な学習の時間の趣旨を実現

するために、『地域性や学校の特性をいかした探

究的・協同的な学習を通して、学び方やものの考

え方が身につけられるような指導方法の追求』を

テーマとして、“主体的な学習の充実”“問題解

決能力の育成”“自己実現への導き方の構築”に

重点を置き、①３年間を見通した学校カリキュラ

ムの確立 ②体験を生かした事後学習（整理・分析

・まとめ・発表）を各学校で組み立てられるよう、

夏季に研究会主催で教員向け研修会を実施した。  

次年度から本格的に開始される小中一貫教育にお

いても、中学校側がリーダーシップを発揮しなが

ら小中の学びをつなぐ視点で積極的に研究推進を

行い、更に発展的な学習につなげていきたいと考

えている。 

    児童生徒支援教育研究会      

本研究会では「発達障害に対する学習・生活面

における支援のあり方～小中高のつなぎを生かす

～」をテーマに、不登校・問題行動の適切な対応

について、小・中・高の連携を図りながら、支援

のあり方を中心に研究している。 

 本年度より「支援教育研究会」と名称を改め、

会員のほか、支援教育コーディネーター・養護教

諭・登校支援相談員など広く参加を呼びかけた。

徐々に本研究会の主旨が理解され、参加人数も増

えつつある。横須賀共済病院臨床心理士の馬渕佳

代子先生のご協力により、専門的・具体的なご指

導を頂き、有意義な研修ができた。また、総合高

校定時制の先生方の事例発表も行われ、定時制高校

での支援教育の実践を知れたことは大変良かった。 

この他、支援教育課のご協力でユニバーサルデ

ザインについて研修することが出来た。 

       特別支援教育       

 「社会的自立をめざした指導内容・方法の研究」

を共通テーマに、小学校部、中学校部、特別支援

学校部、通級指導部がそれぞれサブテーマを設定

して研究に取り組んだ。 

教育課程研究会での授業、ブロック内の小中学

校で行う授業を見合う会、宿泊学習や交流会、講

師を招いての研修会や施設見学会等、年間を通じ

て活動し研究を深めた。 

インクルーシブ教育システムの構築、合理的配

慮など、通常の学級においても障害児と共に学ぶ

環境整備が急務となっている中、今後ますます特

別支援教育研究の果たす役割が重要となってく

る。それとも関連し、研究テーマの見直しや活動

内容、方法の再検討も、次年度への課題として引

き継いでいきたい。 

        情報教育        

本年度も、「情報の主体的活用をめざした学習

活動」をテーマに、視聴覚教育・新聞教育・統計

教育の各研究部がそれぞれ中心となって活動を行

っている。県視聴覚・放送教育研究会との関連事

業をはじめ、学校・学級新聞展、統計グラフ指導

者講習会、コンクール入賞作品集作成など、各研

究部の活動も充実し、意欲的に行われた。 

特別委員会では、読売新聞社教育ネットワーク

事務局から講師を招いた授業における新聞活用の

ためのワークショップ、特別支援学級のタブレッ

ト PCを使った授業提案と学習会、情報研ニュース

の発行など、有意義な活動と研修を重ねてきた。 
情報教育研究会の詳しい活動内容については、

年度末に発行予定の紀要「私たちの情報教育」を

ご覧いただきたい。 



 

- 48 - 

       学校図書館        

今年度も、『自ら学ぶ力と豊かな心を育む学校

図書館づくり』をメインテーマに、「～学校図書

館の整備・充実、計画的な活用を通して」をサブ

テーマにして、研究活動と事業活動とに取り組ん

だ。研究活動としては、夏期に《読書感想画の描

き方》という研修会を行い、感想画指導に実績の

ある講師より、様々な手法等を学んだ。また８月

の県夏期研究大会では、清水章子教諭（大矢部小）

による『進化する森の図書館』という文書提案を

行った。１月には、読書指導部主催による授業研

究を岩澤栄美教諭（浦郷小）が行い、アニマシオ

ンについての理解をさらに深めることができた。

事業活動としては、夏のフィールドワーク、文・

画審査会、市感想画展の開催等である。特に、感

想画展は参観者も多く、市民・保護者への感想画

についての浸透度が更に広がった感がある。 

        学校保健        

学校保健研究会は、健康安全部会と養護教員部 

会がともに「人間性豊かな子ども」の育成のもと

健康教育(学校保健・安全)の充実に取り組んだ。 

 健康安全部会では、「組織的・計画的な学校保

健・安全教育の進め方」をテーマに、各部会で安

全教育・防災教育についての実践に取り組み、年

度末に２部会、６部会が研究発表を行った。授業

研究会は逸見小学校で開催し、５年体育科（保健

領域）「けがの防止」の学習の中で、自然災害に

対する防災対応能力の育成を目指した授業を行う

ことができた。 

 養護教諭部会では、「児童・生徒の心身の育成

を目指して」のテーマのもと、６部会ごとに研究

をすすめ、前年度立ち上げたイントラを活用し会

員同士の情報共有を図った。また、「発達障害児

童生徒の学校での支援」「色覚への理解と配慮」

の講演会を実施して、専門知識を深めた。 

   国際教育・小学校外国語活動    

本研究会は、昨年同様「国際性豊かな児童・生

徒の育成‐違いを知り認め学び合う子ども・英語

を通じて積極的にコミュニケーションを図ろう

とする子ども」の育成をテーマに研究を行った。 

６月の教育課程研究会では、森崎小学校の忠内

太郎教諭による６年生の公開授業から「相手を意

識したコミュニケーション、伝えることの楽し

さ」について提案があった。８月は、大塚台小学

校の郷家彩貴子教諭と宮田昭浩教諭による「外国

語を通じて児童が自ら関わろうとする態度の育

成」と、沢山小学校の上赤裕美教諭と神村久美教

諭による「外国語活動における思考力・判断力・

表現力の在り方」をテーマにした２つの実践報告

に基づいて協議を深めた。 

また、研究会主催の外国語活動の授業研究とし

ては、１月に粟田小学校で西田紋子教諭と ALT

（Mr.Taylor Ross）による３年生の授業を公開し

て、教材教具や相手意識をもたせる工夫など、こ

れから必修化される中学年の外国語活動のポイ

ントを確認することができた。 

さらに今年度は 12 月に、国際教育の授業研究

として、桜小学校の原亮介教諭と北川誠教諭によ

り、国際教室と連携した外国につながりのある児

童への配慮を盛り込んだ算数科の授業を公開し、

同日、平塚淑江国際教育コーディネーターの講演

と併せて研修を深めた。 

        食教育         

食教育研究会では、11 月 25 日（水）に大矢部

小学校に於いて、６年生家庭科の授業を通して研

究授業を行った。題材名は「まかせてね 今日の

食事」とし、今回の授業は、コンビニ食を中心に

取り上げ、既習学習を活かし、栄養バランスや主

食・主菜・副菜等に気を付けながら「食品選択」

する力を付けさせたいというねらいがあった。 

また今年度は、市教委が主催する食育研修会で

「子どもが作る弁当の日」という演題で竹下和男

氏の講演会を拝聴する機会を得られた。食育とい

うと一般的には「何をどう食べるか」などが注目

されがちだが、「子どもが作る弁当の日」は、「弁

当を作る」という行為を通じて様々なことを、当

事者である子どもたちだけでなく、周りの大人た

ちも考えることを改めて教わった。これからの横

須賀市の食教育に活かしていきたい。 

        学校事務        

事務研究会では、前年度に引き続き、「継承と

変革～明日を創る学校事務～」というテーマのも
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とに、５つの部会に分かれて有意義な討議や情報

交換を行った。 

 新採用から１人校に配置されるため、経験豊か

な事務職員から、経験の浅い事務職員へとノウハ

ウを継承し、お互いに学び合うことによって向上

できるような研究を進めている。 

 ３年間の研究の２年目となる本年度は、各部会

のサブテーマに沿った研究をおこない、将来的な

展望や実務上必要とされる能力など、それぞれの

課題を追求した。 

 また、本年度は「児童扶養手当」についての全

体研修会を実施し専門的知識を深めた。今後の学

校事務に役立てていきたい。 

       小学校校長会       

本年度は「TEAM48：まず行動(DCAP への転換)」

をスローガンに掲げ、先につなげるための改善・

修正や具体的な取り組みをスタートさせた。 

 活動の重点として、学力向上に向けた取り組み

の再構築、評価規準の共通化、通信簿の共通化、

３年先を見据えた校長会の体制づくり、県校長会

・市教委との積極的連携に取組み、それぞれの活

動を通して学校の諸課題の解決に努め、新たな教

育課題についての情報を共有し論議を深めた。 

研究所と連携して実施した研修会では、インク

ルーシブ教育・危機管理・リーダーシップ・人材

育成・食育など、それぞれの専門家や経験者から

の貴重な話を伺い、実践に向けた学校経営や組織

マネジメントを学ぶよい機会となった。 

       中学校校長会       

 中学校教育をとりまく様々な課題と、教育改革

のうねりの中、課題解決に向け、より具体的、実

践的な研究、研修を進めてきた。 

具体的には、行財政、教育経営、進路指導、教

育課程、生徒指導の五つの対策委員会を設け、①

駐車場、②旅費、③土曜授業、④学期制、⑤進路

事務、⑥小中一貫、⑦道徳教科化、⑧インクルー

シブ教育などの課題を分担し、研究した。 

これ以外にも、防災教育、いじめ、不登校、教

職員のメンタルヘルス、不祥事防止、人材育成な

ど管理職としての課題は尽きない。 

次年度も課題解決に向け保護者、地域はもちろん

の事、行政との密接な協力体制、各学校間の連携

をさらに深め、研究を進めていきたい。 

       小学校教頭会       

 『豊かな人間性と創造性をはぐくむ学校をめざ

して～教頭力の向上 H27～』という研究テーマを

設定し取り組んだ。一人一人の教頭の多様な経験

を生かし、互いに研鑽し、学び、高め合うことに

よって、教頭職の専門性を発揮し、横須賀市の教

育の発展や課題の解決に寄与するよう努めた。 

平成 28年 1月 22日(金)、県立音楽堂に於いて、

「神奈川県公立小学校教頭会研究大会」横浜大会

が開催され、市教頭会より「人材育成に果たす教

頭の役割」という提案を行い、改めて人材育成の

重要性を認識するとともに今後も、部会教頭会を

はじめ、定例会・研修会・教頭会メーリングリス

ト等を通して、情報交換を密にし、悩みや困り感

を共有し、様々な問題を乗り越えていく「組織＝

TEAM48」でありたい。さらに、校長会や横管組・

市教委との連携を始め、関係諸機関と連携を図り

ながら、意欲的に取り組んでいきたい。 

       中学校教頭会       

今年度は県公立中学校教頭会研究大会が横須賀で

行われる年であり、昨年度からひきつづき、三浦

・逗葉地区と協力しながら、取り組むことができ

た。市教育委員会・中学校校長会の全面的なバッ

クアップのもと、各校の教頭も奮闘し大会を成功

裏に終わらせることができた。三浦・逗葉との連

携も強くすることができた。 

 定例の教頭会では役員会と５つの対策委員会が

年間計画に基づき企画運営し、それぞれのテーマ

に沿って研修にあたった。その成果を共有し、教

頭としての力量を高めることに努めた。さらに横

浜国大高木教授による三市一町教頭会の研修会や

小学校教頭会との合同研修会などを行い、情報を

各学校に持ち帰り、円滑な学校運営やその改善に

寄与した。 
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特 別 支 援 教 育  

１ 特別支援教育の動向 

（１）市立ろう学校は、幼稚部２学級、小学部単一
学級６学級・重複学級２学級、中学部重複学級１
学級、高等部単一学級２学級となり、合わせて 13
学級となった。 
市立養護学校は、小学部重複学級 12学級、中学

部重複学級５学級となり、合わせて 17学級となっ
た。 

（２）小学校の状況 

知的障害特別支援学級     44校 45学級 

  自閉症・情緒障害特別支援学級 46校 59学級 

  肢体不自由特別支援学級    13校 13学級 

  視覚障害特別支援学級      1校  1学級 

  病虚弱特別支援学級       2校  2学級 

（３）中学校の状況 

知的障害特別支援学級     22校 25学級 

  自閉症・情緒障害特別支援学級 23校 27学級 

  肢体不自由特別支援学級     1校 1学級 

  視覚障害特別支援学級      1校 1学級 

  病虚弱特別支援学級       2校 2学級 

（４）第５回児童生徒ふれあい作品展 

日時 12月４日（金）～12月８日（火） 

場所 横須賀市文化会館 

来場者総数 1,949 人 

（５）支援教育コーディネーター 

支援教育コーディネーターの研修と情報交換

のために「支援教育コーディネーター連絡会」

全体会を５回、地域別ブロック会を２回の合計７

回開催した。年間を通してアセスメントについて

の研修を積み重ね、支援教育コーディネーター一

人一人のスキルアップを図った。 

２ 就学教育支援委員会の活動 

「就学教育相談会」および「通級相談会」を開

催し、園児・児童・生徒の学校での支援内容や進

路についての審議を行った。 

（１）就学教育相談会    18回 ：330人 

（２）通級相談会       4回 ： 63人 

３ 支援教育夏季研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ７月28日 
「学級集団アセスメン

トQ-Uの活用と集団づ

くり」 

東京成徳大学 

加勇田修士 

２ ７月30日 「授業のユニバーサル

デザイン化について」 

日野市立日野 

第三小学校 

元校長 京極澄子 

３ ８月19日 「いじめ等に関わる保

護者対応について」 
精神科医  

井上亮子 

人  権  教  育  

 平成 12年の「人権教育及び人権啓発の推進に関す

る法律」に基づき、平成 14年３月に「人権教育・啓

発に関する基本計画」が閣議決定され、さらに、平

成 16 年６月には人権教育の指導方法等に関する調

査研究会議より「人権教育の指導方法等の在り方に

ついて」の第一次とりまとめ、平成 18年１月に第二

次とりまとめが、そして平成 20年３月に第三次とり

まとめが出され、今まで以上に人権尊重の精神を貫い

た実効力のある教育が求められている。 

人権教育の目標は、人間は生まれながらにして自

由であり、平等であるという人類普遍の原理を実現

するために、人間尊重の精神を養い人間の尊厳性に

ついての自覚を深め、人と人との間に存在する実践

力を育成するところにある。人格の完成を目指す教

育が、人権問題の解決に大きな役割を果すものであ

ることを深く認識し、人権教育のさらなる推進に努

めているところである。 

本年度は、各学校の人権教育担当者を対象とした

研修講座を３回開催した。 

また、人権教育指導者養成講座（２年を１期間）

については、１年目の講座内容を踏まえ、14人の対

象者が授業発表を行った。 

◆人権教育担当者研修講座 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ５月22日 
「人権感覚の育成と

人権を尊重する指導

のあり方」 

教育指導課 

人権教育担当 

指導主事 

２ 
７月29日 

～8月4日 
※夏季研修講座「夏季大学」の中から 

1講座を選択 

３ 12月１日 
「人権感覚の育成と

人権を尊重する指導

のあり方」 

横浜国立大学 

教授 犬塚 文雄 

◆人権教育指導者養成講座（９期２年目） 

授業実践  テーマ「人権が尊重される授業づくりの視点」 

小学校 
９校 

諏訪小、田戸小、山崎小、豊島小、鶴久保小、 

公郷小、池上小、城北小、衣笠小 

中学校 
５校 

不入斗中、常葉中、公郷中、池上中、衣笠中 

＊代表授業：豊島小、不入斗中 
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 移 管 事 業 の 推 移  

【読書活動推進事業】     教育指導課 

１ 学校図書館活性化担当の活動 

 本年度は、６名の非常勤職員が小学校 12校に１

年間週に 1.5日ずつ勤務した。臨時職員６名は、

１カ月に３校ごと学校に派遣し、約 12回の訪問の

中で学校図書館の整備を行った。 

（１）非常勤職員派遣校の取組 

・授業に活用するための資料の収集、魅力的な

コーナーづくり 

・学校図書館を活用した授業の支援 

・蔵書のデータベース化に取り組む学校につい 

てのサポート 

・書棚や閲覧机の配置替え、児童が図書を積極 

的に利用できるような配架や表示の工夫など 

の環境整備 

・図書館ボランティアとの連携・サポート 

（２）臨時職員の取組 

・分類別蔵書数の確認 

・分類表、表示板の作成 

・本の配架、配置がえの支援 

・魅力的な本のコーナーづくり 

・本のラベル貼りや修理 

・新着図書や廃棄など、効果的な本の整理方法 

 ・図書委員会の児童生徒や図書ボランティアと 

共に作業する中で図書整備についての伝達 

講習 

 

２ 司書教諭研修講座 

本年度発令された司書教諭を中心に、司書教諭

以外の希望も募って実施した。 

回 日時 内容 講師 

1 8月6日 
学校図書館活用で 

育まれる力 

青山女子短期大学 

教授 堀川 照代 

 

３ 読書活動の推進  

４月 23 日｢子ども読書の日｣に関する取組とし

て、「本を楽しもう展」を開催した。この催しは、

読書活動の推進のために、前年度の読書感想画コ

ンクールへの応募作品を、地域のコミュニティセ

ンターに展示するものである。北下浦コミュニテ

ィセンター、西コミュニティセンター、南図書館

の３会場に、会場近隣の児童生徒の読書感想画を

展示した。 

また、学校図書館研究会と協力して「読書感想

文コンクール」「読書感想画コンクール」を開催 

した。読書感想文コンクールの入賞作品を掲載し

た読書感想文集 59号を発行した。 

 

４ 学校図書館ボランティア養成 

学校図書館ボランティアの養成については、臨

時職員が各学校の図書館整備を行う際に、共に活

動を行う中で、本の整備方法についての知識や技

能を伝え資質の向上を図った。 

 

【外国語活動】       教育指導課 

１ 外国語活動研修講座の開催 

外国語活動の指導に必要な知識・技能を身に付け

る選択研修として、平成 22 年度から開講してい

る。『ハッピータイム』に関わるワークショップ

や授業づくりに関わる研修講座を全３回開催し

た。 

 

２ 横須賀市標準カリキュラム『ハッピータイ

ム』の提示 

小学校外国語活動の標準カリキュラムとして

『ハッピータイム』をイントラネット公開してい

る。外国語活動の補助教材である『Hi, friends!』

に準拠したものであるとともに、横須賀市独自の

活動内容を踏まえたものとなっている。 

 各小学校の児童の実態に合わせてカスタマイズ

することを推奨している。 

 

３ YOKOSUKA English World 2016の開催 

  市内の小学校５・６年生 100名と外国語活動の

指導にあたっている ALT や FLT、またサリバンズ

スクールの児童 100名が参加した。日頃に外国語

活動の成果を発揮する機会となるとともに、横須

賀の子ども達と米海軍基地内の子ども達の交流を

深める機会にもなった。 

 

４ 外国語活動アドバイザーの派遣 

 各学校のそれぞれの状況や課題に応じた研修の

推進が図れるよう外国語活動アドバイザーの派遣

を行った。模擬授業の実施や授業内容に関わるワ

ークショップなどを通じて、外国語活動の指導に

必要な知識や技能等の向上を図った。 
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【学校支援員派遣事業】   支援教育課 

本事業は、教育研究所『指導力向上・学級改善支

援員派遣事業』を引き継いだ、平成 23年度からの実

施事業である。学校支援員４名で、市立全小中学校

を担当する。 

１ 目的 

 各学校の状況把握及び教員の指導力向上を支援

することにより、学校の円滑な運営を図る。 

 

２ 業務内容 

・希望調査票をもとに、担当校を訪問し、授業

参観及び相談業務を通して、各学校の状況把

握に努める。 

・学校からの要請に基づいて、支援が必要な学

年・学級の正常化を図るための活動を行う。 

・必要に応じて、巡回相談に関わる。 

・就学相談の業務を行う。 

 

３ 支援の状況 

（1）学校訪問回数（平成 28年３月 25日現在） 

  ①小学校 ··················· 538回 

  ②中学校 ··················· 361回 

   

（2）支援内容（平成 28年３月 25日現在） 

  ①授  業 ················· 1004件 

  ②学級経営 ·················· 54件 

  ③教職員対応 ··············· 141件 

  ④児童生徒指導 ·············· 43件 

  ⑤保護者対応 ················· 7件 

  ⑥その他 ···················· 34件 

 

４ 事業実績 

・希望調査票をもとに、学校の状況把握が的確

に行われた。その情報をもとに、支援教育課

を中心とした早期支援を行うことができた。 

・学校長からの要請に基づいて、学年・学級に

短期集中的に関わることで、学年・学級が落

ち着きを取り戻すことができた。 

・２～５年目の経験の浅い教員と研修機会が限

られている臨時的任用教員・非常勤講師への

相談・指導が効果的に行われ、授業力の向上

や円滑な学級経営をもたらした。 

 

【研究員会】        教育研究所 

｢研究員会｣の目的は、横須賀市の教育の現状を

把握し、学力の向上にむけ、現在の教育課題の解

決と学校教育の一層の充実に貢献すること、調査

研究の成果を学校に還元することを重視し、横須

賀市の学校教育の改善や発展に役立てることであ

る。昨年度に引き続き７研究員会〔①学力向上、

②よこすかの子ども調査、③授業におけるユニバ

ーサルデザイン、④学校組織マネジメント、⑤児

童生徒指導の課題、⑥ICTを活用した授業づくり、

⑦理科教育コンテンツ〕において、研究員 44と担

当指導主事 12名が、各研究員会における研究テー

マを掲げ、調査研究に取り組んだ。 

 

１ 学力向上 

（１）目的 

横須賀市の学力にかかわる課題を明確にし

て、課題を解決する方策を考え、実践し、その

効果を明らかにする。 
（２）具体的な取組 
①課題の解決方法を検討 

   前年度に洗い出した課題を解決するため、

授業改善の視点と具体的な方法を検討した。 

②外部講師の助言 

  検討したことをまとめ、外部講師に発表し、

助言をいただいた。 

③実践記録を基にした解決方法の検討 

  研究員の授業記録を見合い、課題の解決方

法をさらに洗い出すとともに、掘り下げ具体

した。 

 

２ 学校組織マネジメント 

人材育成を視点においた総括教諭の役割について

～効果的な人材育成の取組とその実践～ 

本研究員会は、学校組織が活性化するために、

総括教諭がどのような役割を果たす必要があるか

というねらいのもと立ちあがった。本年度は、昨

年度の研究を受け、上記テーマに沿って校内での

人材育成に視点を置き、総括教諭が校内の人材育

成にどのように関わっていけるかということにつ

いて、計画を立て、実践を行うことで研究を進めた。 

また、研究員の実践については、市内総括教諭

へ報告を行い、総括教諭の意識啓発を図った。 

（１）各校での人材育成の実践 
 昨年度行った若手教員のニーズの分析と総括教

諭の役割についての研究をもとに、自校の実態を

踏まえ、人材育成の取組について計画し、実践を

行った。 
（２）実践の報告 
 各研究員の実践について、教育研究所の主催す

る「総括教諭等学校運営推進者研修講座」におい
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て報告し、総括教諭の意識の向上を図った。また、

研究のまとめとして、研究員の実践報告を中心と

して、紀要の作成を行った。 
 

３ 児童指導 

 昨年度より、本研究員会では、横須賀市内の各

学校の抱える問題や指導の現状について調査・研

究してきた。 

 非行の低年齢化、携帯・インターネット等のト

ラブル、理不尽な訴えをする保護者対応など、問

題が複雑化、多様化している今、教職員一人ひと

りが児童指導についての理解を深め、学校全体で

組織的に対応していくことが大切であると考え

た。 

 そこで、本年度はトラブルの未然防止、早期発

見、早期対応に役立ててもらえるよう、児童指導

の手引きを作成した。リーフレットは、トラブル

の未然防止や早期発見のチェックリスト、児童指

導の手順例、事例集となっており、日常的に活用

してもらえるよう工夫した。 

 これを、児童指導担当教員はもちろんのこと、

すべての教員に活用してもらいたい。そして、子

どもたちの安全安心な生活と元気な学校づくりに

つなげていきたいと考えている。 

 

４ よこすかの子ども調査 

平成 20年度に行われた「よこすかの子ども調

査」等における先行研究に基づき、横須賀の子ど

もの実態を把握するために必要な視点・内容・手

段を小学校教諭・中学校教諭・養護教諭で構成さ

れる６名の研究員で検討した。 

各学校で平成 25年度に実施された学力状況調査

質問紙調査の結果や横須賀市教育委員会総務課実

施の横須賀市教育アンケート結果を、平成 20年度

実施の「よこすか子ども調査」の結果と比較・分

析・考察した。 

２年次の最終年次である本年度は、分析・考察

結果をリーフレットで市内全教職員に配付し、教

職１年経験者研修、教職５年経験者研修において

発表した。また、２年間の研究成果を冊子として

作成し、イントラネットにて発信した。 

 

５ ユニバーサルデザイン 

「誰もが学ぶ喜びや楽しさを感じられる授業を追

求する～ユニバーサルデザインをテーマとした授

業～」をテーマに、小学校３名と中学校３名の合

計６名のメンバーで活動した。 

 研究２年目の本年度は、昨年度参考文献による

学習、研修会への参加、先行研究者の授業参観及

び研究協議等研修してきたことをもとにして、研

究員自身が「授業におけるユニバーサルデザイン

的視点のチェックシート」（横須賀市相談支援チ

ーム授業支援部作成）を活用し日々の授業でユニ

バーサルデザインをより意識しながら実践を積み

重ねきた。 

その実践例を「児童・生徒の実態とその背景」「課

題を解決するための実践」「実践後の感想」と報

告書にまとめた。報告書には写真等も入れてより

具体的な手立てがわかるように記述した。 

そして、その成果を授業や校内研修等で活用して

いただけるよう「授業におけるユニバーサルデザ

インハンドブック」という形でまとめた。 

 

６ 理科コンテンツ 

理科教育における指導力向上を図るため、各学

校の授業で活用できる教育コンテンツ作成および

児童生徒の学習の深まりについて研究に取り組ん

だ。 

研究２年目の本年度は、化学・地学分野を中心

に小中学校のカリキュラムのつながり、中学校の

学習を深めるための小学校での授業のあり方、小

学校の指導内容を受けた中学校での導入の工夫に

ついて検討を行った。 
今年度は、授業参観・協議の場を３回設定し、

児童生徒の見せる姿を通し、学びをつなぐポイン

トや現状における課題について確認し合い、その

成果を研究紀要にまとめた。 
 

７ ICT活用 

各学校に現在配備されている ICT機器を活用し

た授業について検証・研究を進めた。「分かる授

業の実現を目指して～ICT活用場面を広げよう

～」をテーマに ICT活用事例集の分析や研究員に

よる授業研究などを通して、授業のねらいの達成

に向けての効果的な ICTの活用について調査研究

を進めた。 

 また、昨年度の研究成果物である映像資料を基

本研修の開始前に投影したり、ICT担当者会にお

いて説明をしたりするなどの情報発信を行った。 
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８ 研究員一覧表 

＜学力向上研究員会＞ 

石渡 知世（衣笠小） 小日向 真（神明中） 

佐々木崇浩（走水小） 渡邊実佐紀（武山中） 

府中 高助（明浜小） 相澤 文哉（公郷中） 

小杉 功二（長井小） 工藤真理恵（大津中） 

＜よこすかの子ども調査研究員会＞ 

井原 雅美（岩戸小） 尾形  恵（大津中） 

小川 一郎（久里浜小） 碇谷 直人（公郷中） 

小松 岳彦（大楠小） 内田 貴雄（常葉中） 

＜授業におけるユニバーサルデザイン研究員会＞ 

狩野 陽士（公郷小） 大塚 世範（大津中） 

小野寺真由美（野比東小） 大橋 貴弘（鴨居中） 

貴島 舞 （岩戸小）  加藤万里絵（北下浦中） 

＜学校組織マネジメント研究員会＞ 
桐生すみ子（逸見小） 井出都志子（池上中） 
新倉 利幸（大塚台小） 矢野 雄一（衣笠中） 
石原 香織（岩戸小） 丸山 俊幸（神明中） 

＜児童生徒指導の課題研究員会＞ 
綱本 秀行（浦郷小） 金子  務（衣笠小） 
谷中 暢樹（馬堀小） 中川 珠子（富士見小） 
大久保大輔（望洋小） 増田那樹紗（大塚台小） 

＜ICT を活用した授業づくり研究員会＞ 
千葉 道世（田浦小） 松原 健明（大津中） 

淺見  浩（公郷小） 東谷  洵（岩戸中） 
橘 恒仁 （城北小） 高橋 岳人（田浦中） 

＜理科教育コンテンツ研究員会＞ 
堀井  真（明浜小） 山下 恵美（浦賀中） 
村澤 千晴（野比東小） 柴崎 大輔（岩戸中） 
中村 耕太（追浜小） 平野 智幸（久里浜中） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育賞】       教育研究所 

１ 学校教育賞の目的 

本市の学校教育賞の制度は、昭和 24年度から

実施されている。学校教育の発展振興をはかる

ために設けられたもので、本年度で 66回目を迎

えた。 

より広く学校教育に関する研究成果を発信す

るために、研究論文を条件とする研究部門と、

実践報告的研究または企画提案を条件とする実

践・企画部門を設定した。 

なお、本事業は平成 25年度、総務課教育政策

担当から教育研究所に移管したものである。 

 

２ 今年度の応募状況 

研究部門に１点の応募があった。 

 

３ 審査 

校長会代表及び指導主事で構成する審査準備

委員会（第一次審査会）を開き、原案を作成し

た。また、教育長が審査委員長を務める審査委

員会(第二次審査会)で更に審査を行い、次の賞

が決定した。 

【研究部門】 

◆努力賞 

横須賀市立船越小学校 総括教諭 荒川正敏 

特別支援学級の自立活動の指導 

～児童の特性に応じた指導を行うために～ 

◆研究概要と審査員のコメント 

この研究は、「自立活動」の指導の特色や内

容とその取扱いについてまとめ、さらに、今ま

での授業実践及び研究授業・授業研究の成果の

報告を通して、「自立活動」の指導の進め方を

明らかにし、児童一人ひとりの障害特性に応じ

た指導を踏まえた特別支援学級の自立活動の指

導についてまとめたものである。 

 

４学校教育賞授与式 

平成 28年２月５日(金)、教育長室において授

与式を行った。受賞した横須賀市立船越小学校 

総括教諭 荒川正敏に、教育長より賞状及び副

賞が手渡された。 
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 平成27年度 ｢学校教育だより」 

平成23年度から教育委員会の組織を見直し、学校教育に重点を置いた学校教育部を設置した。そこで、教職員向け広報紙も、

これまでの｢学校教育課だより（学校教育課発行） 」と「月報（教育研究所発行）」を統合して、新たに「学校教育だより」と

して発行している。本年度から教育総務部総務課教育政策担当から教育指導課の業務に移管された。 
 

 

 

 

 

◎主な頁のテーマと執筆者名（敬称略） 

４月 

 (49号) 

・出会いの中で（教育指導課 丸瀬課長）              ・学級開きを大切に（教育指導課） 

・指導の目標と重点（教育指導課）                 ・平成 27年度指導の重点（教育指導課） 

５月 
 

(50号) 

・変わらないもの（支援教育課 丹治課長）               

・「平等」と「公平」の違い（大塚台小学校 石黒 功）        ・生徒の気付きを大切に（野比中学校 井上 麻子）     

・学校事故への対応～安全にかかわる学校・教師の心得～（スポーツ課） 

・５月はセキュリティー月間です（教育研究所）            ・不祥事・事故防止について（教職員課） 

・登校支援の様々なリソース（支援教育課）               

６月 
 

(51号) 

・明治神宮 不思議な森（教育研究所 宇佐美指導主事）     

・理論を実践に活かす（野比小学校 長沼久美子）              ・派遣体験研修から学んだこと（望洋小学校 夏苅 麻衣） 

・平成 27年度横須賀市教育課程研究会（教育指導課）      ・主体的に学び 授業の技を磨く（教育研究所）  

・平成 28年度から横須賀市における小中一貫教育がスタートします（教育指導課） 

７月 
 

(52号) 

・無限の可能性を引き出すために（教育政策担当 河野主査指導主事）       

・共に学校をつくる気持ち（浦賀小学校 安藤 聖）              

・現場の活性化とは～生徒との信頼関係を築くことができるために～（衣笠中学校 矢野 雄一） 

・学校運営を支える総括教諭（教育指導課）             ・教職員のメンタルヘルス（心の健康）の現状と職場の支え（教職員課） 

８月 
 

(53号) 

・教員削減計画から考える（教職員課 福島課長）       ・ユニバーサルデザインの実践から（公郷小学校 狩野 陽士） 

・『いじめ』対策について～本音で議論する大切さ（支援教育課  ・授業のユニバーサルデザイン化を目指して（支援教育課） 

・横須賀市立小・中学校学力学習状況調査 結果を踏まえた指導改善（教育指導課） 

９月 
 

(54号) 

・頭で学ぶ 心で学ぶ（教育指導課 伊藤指導主事）         

・岩戸小 学力向上の取組（岩戸小学校 石原 香織）          ・学力向上の取組～授業のユニバーサルデザイン化～（北下浦中学校 長谷田 修） 

・保護者との連携（支援教育課）                 ・確かな学力を育成するために（教育指導課） 

10月 
 

(55号) 

・一コマの授業にも小さな達成感を（支援教育課 松崎指導主事）                   

・健康安全教育の取組について（野比小学校 中村 文女）     ・食育の取組（大塚台小学校 木村 生子） 

・横須賀市の人材育成の取組について（教育指導課）        ・みんなで食べて！みんなでおいしい！～食育って何？～（学校保健課） 

・平成27年度初任者宿泊研修～学び続ける教師 高め合う教師集団を目指して（教育研究所） 

11月 
 

(56号) 

・「ありがとう」と「有り難う」（学校保健課 小田指導主事）        

・９年間の学びを繋ぐチームワーク（津久井小学校 内村 恵仁） ・長井小中５年間のあゆみ（長井中学校 石井 伸一） 

・平成 27年度横須賀市児童生徒新体力テストの結果（スポーツ課） ・研究員会の活動内容を紹介します（教育研究所） 

・みんなで使おう！学校図書館（教育指導課） 

12月 
 

(57号) 

・横須賀の未来を見据えて（教育研究所 関口指導主事）       

・幼小連携の大切さ（諏訪幼稚園 梶山 千弘）            

・子どもの「よさ」が認め合い高め合う関係を築く（武山小学校 石原 美紀） 

・新学習指導要領の方向性～中央教育審議会教育課程企画特別部会「論点整理」より～（教育指導課） 

・インクルーシブ教育システムの構築について（支援教育課）      ・特別の教科 道徳（道徳科）の実施に向けて（教育指導課） 

１月 
 

(58号) 

・言葉の力に磨きをかける（スポーツ課 鈴木指導主事） 

・思いをこめて（公郷中学校 中山亜裕美）                 

・人間のよさに向かう心と力を育てる道徳教育（富士見小学校 板越 真由） 

・学校研究委託について～今年度の総括と次年度の見通しを～（教育指導課） 

・平成 28年度から横須賀市における小中一貫教育がスタートします（教育指導課） 

・学校改善に向けた学校評価の取組を（教育指導課） 

２月 
 

(59号) 

・音楽の力（教育指導課 新倉指導主事）       

・10年次研修を終えて（横須賀総合高等学校 岩久 玲子）   ・生徒の心に触れて、磨かれて（大矢部中学校 小林 玲）                 

・平成 27年度「指導の重点」を振り返る（教育指導課） 

・就学前教育と小学校教育の連携（教育指導課）            ・子どもと向き合う環境づくりを進めるために（教育政策担当） 

３月 
 

(60号) 

・先日届いた一通のエアメール（教育研究所 武田所長） 

・平成２７年度 横須賀市学校教育賞（教育研究所）                 

・学校の「組織力」を高める～「力のある学校・園」を目指して～（教育指導課） 

・支援教育の目指すもの～共生社会の形成に向けて インクルーシブ教育システムの構築～（支援教育課） 

・気付きの質を高める生活科の授業づくり～子どもの思いや願いをいかした学習活動を通して～ 

（神奈川県立総合教育センター 長期研究員 鷹取小学校 長戸 麻衣 ） 

・学習意欲を引き出す授業の可能性を探る～学力を育む基盤としての学習意欲とは～（横須賀市長期研修員 夏島小学校 田山 雅也） 

 

【発行の趣旨】 学校教育に関する情報を教職員に発信し、意識の向上を図り、もって学校教育の教育力向上を目指す。 

【様   式】 カラー用紙Ａ３二つ折 ４面構成とする。 

【対象・公開】  対象は、市立学校（幼・小・中・高・特）教職員とし、教育研究所イントラネット及びインターネットの教育委員会ホーム 

ページに掲載する。 

【編集発行責任者】 学校教育部教育指導課 
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指 定 研 究 概 要  

本市教育委員会の指定研究は、本市における教育課題に対し、子どもたちの学力保

障とともに具体的・実践的に課題解決を図る委託研究である。本年度の指定研究は、フロ

ンティア研究委託（小学校７校、中学校９校、高校１校、幼稚園１園）、チャレン

ジ研究委託（Ａ-小学校 18 校、中学校５校、幼稚園１園、特別支援学校１校／Ｂ-小

学校 21 校、中学校９校、特別支援学校１校）である。その他、体力つくり２校（小

・中学校）、運動部活動モデル校１校（中学校）、外国人英語教員活用研究拠点校

５校（中学校、高校）、小中一貫教育推進校４中学校区ブロック（小学校６校、中

学校４校）、文部科学省の英語教育強化地域拠点事業研究校４校（小２校、中１校、

高１校）である。 

  

        支援教育        

「わかって」「できる」喜びを味あわせる学習活

動を通じ学力の向上を図る 

～支援教育を基盤にした生徒理解を通して～ 

                   衣笠中学校 

研究の目的は「生徒の学力向上」。そのために

必要なのは「教師の授業力向上への努力」だと考

えた。 
今年度は１０個の授業改善のポイントを設定。

研究授業などで意識して取り組んできた。 
１、黒板周辺や教室前面の掲示を極力しない。 
２、授業の構造化・目標や流れが伝わる工夫。 
３、一度にたった一つの指示を出す。 
４、説明や指示を与えるときは、文を短くする。 
５、視覚、聴覚、運動覚的な手立てを工夫する。 
６、リズム＆テンポがある。 
７、明確な発問・指示を全員に伝える。 
８、空白の時間を作らない 
（早く終えた子にも作業の遅い子にも配慮がある）。 
９、指導の途中で何度か達成度の確認をしている。 
10、全員を励ましている。 
今年度は「学校全体での校内研修会」とは別に、

毎月一度・放課後に１時間程度、若手教師を対象

に「授業について学び合う自主的な研修会」を開

催している。   
数年前の落ち着かない状態から、生徒が集中し

て授業に取り組める状態に変化した。授業改善の

大きな成果と考えている。 
 

         支援教育          

ユニバーサルデザインの視点を取り入れた 

授業づくり 

                  大矢部中学校 

平成 25 年度からユニバーサルデザインの視点

を取り入れた授業づくりの研究を行っている。本

年度は研究の３年目にあたり、取り組みについて

も、授業中の指示や発問に注目したものになって

いる。具体的には、一指示、一作業の流れを授業

者が意識したり、視覚化から焦点化、共有化への

授業展開を意識したりするなど、子ども達の発達

段階や思考に合わせた取り組みを行っている。ま

た、校内授業研究会についても、前年度に引き続

き、大学の主任教授や指導主事の助言を受けなが

ら、実りのある研究授業、研究協議を行っている。 

 次年度は研究発表の年になるので、研究の成果

や次の課題を明確にして研究を終えると共に、新

しい課題に取り組んでいきたい。 

 

         学力向上          

学び合い 高め合う授業づくり 

～自分の考えや思いを書く活動を通して ～ 

岩戸小学校 

研究２年目の本年度は、サブテーマを「自分の

考えや思いを書く活動を通して」と設定し、書く

活動を通して学力向上を目指すこととした。ま

た、テーマを達成するために①学力向上を目指し

た指導案の作成、②本時目標の明確化と自己評価

力の育成、③分かる授業のための発問・板書等の

工夫の３つの視点で授業づくりを行った。 
 全クラスが指導案を作成しての研究授業を２

回ずつ行い、授業を通して成果と課題を明らかに

することで、教師一人一人の授業力を伸ばした。 
 また、分掌グループで取り組んだ環境整備で

は、週時程の改訂、健康教育や読書の推進など学

力向上を支える学習基盤を組織全体で整えた。 
11 月の指導を仰ぐ会で他校や中学校の先生か

らの意見や国語研究会、指導主事、SV の指導助

言を受け、最終年度である次年度に向けて、課題

と手立てを明らかにしているところである。 
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         学力向上         

確かな学力を身につけさせるために 

～ 総合的な学習の時間を通して ～ 

               北下浦中学校 

「確かな学力」とは何か。学力の３要素は、総合

的な学習の時間の目標である「自ら課題を見付

け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、より

よく問題を解決する資質や能力」、「問題解決や

探究活動に主体的、創造的、協同的に取り組む態

度を育て、自己の生き方を考えることができるよ

うにする。」ことと重なっている。なかでも、「探

究活動」が、各教科での生徒の学びに大きな影響

を与えると考え、３年間のプログラム編成をして

きた。 

「確かな学力」を身につけるために整える環境

も多かった。「学級力向上」活動では、データを

基に学級の課題を全員で考え、学習集団の基盤を

作り、「学び方を学ぶ」活動では、学習の仕方を

共有し、将来のために今何をすべきかを考え、家

庭学習力を高めてきた。また、「活用型の学習を

生かした授業」実践を全教科一斉に取り組み、思

考力を高めてきた。加えて、本校が横須賀市教育

課程研究会で研究した「道徳」や「ユニバーサル

デザインを意識した授業」で、わかる・できる喜

びを感じることができる授業を実践してきた。 

今日、生徒の学習意欲は高まり、授業が落ち着

いて行われ、家庭学習時間も増えつつある。職員

全員で取り組んだ活動は、次年度、まとめの４年

目を迎える。全ての教育活動が生徒の学力向上に

繋がっていると考える。      

 

          学力向上         

「自学自習」の精神の確立 

～生徒の主体的学びと、進路実現を目指す 

学習指導・キャリア支援の研究と手立て～ 

            横須賀総合高等学校 

 標記の研究も４年目を迎え、学力向上の施策に 

よる効果について、進路状況を精査・分析する必 

要がある。また、大学進学希望者への講演会、櫻 

倶楽部（一般受験対策）の活動、勉強合宿、受験 

サプリの活用などの取り組みは定着しつつある。 

 一方、教師側の研究は、校内研修やフロンティ 

ア中間発表・教育課程授業研究等で指導・助言を 

受けて授業の改善を進め、評価・評定における適 

正化と「指導と評価の一体化」を進めている。 

 研究推進組織の改善と再編では、業務分担と責 

任の明確化、分野ごとにチームを編成し、具体的 

な取り組みをスタートすることができた。 

 さらに、生徒の学習に向けた意識改革や意欲の 

向上を図るために、入学当初から高等学校におけ 

る学習のあり方について、周知するプログラムの 

計画を進めている。今後、模試結果等のデータ分 

析をしながら、「自学自習」の精神を確立したい。 

 

      教科等（小学校社会科）      

自ら学び、考え、感動する子 

～ 高坂スタンダードの確立と活用 ～ 

                高坂小学校 

 「全校で、６年間で子どもを育てる」これは高

坂スタンダードが目指す理念である。どのクラス

でも子どもたちが安心して学べる環境や、前年度

に身に付けた学習習慣を継続、発展できるような

学校を目指した。そのために研究３年目に学びの

スタンダードの確立を明確に副題に掲げて推進し

てきた。本年度は、３回の校内提案授業と、12月

に中間発表会を実施した。教科は、低学年ブロッ

クが道徳、中・高学年ブロックが社会科による授

業を公開した。ユニバーサルデザインに配慮した

学習環境や、問題解決的な学習の単元構成に重点

を置いた研究成果を発信した。また併せて、「高

坂スタンダード～学び方ガイド～」を冊子にまと

め上げた。これは次年度の高坂小学校の教育活動

の基本的な指針ともなる。本発表に向けて日常の

教育活動の充実を基盤としながら、更なる道徳、社

会科の学習の追究を進めていきたいと考えている。 

 

       教科等（小学校理科）      

豊かな学びを創り出す のびっ子の育ち 

～ 子どものおもいに寄り添った 

主体的な問題解決の授業づくり ～ 

               野比小学校 

 横須賀市教育委員会研究委託「フロンティア」

を平成 25年度から３年計画で受け、２年目となる

今年度は、問題解決の過程の「問題を持つ場面」

に焦点を当て、授業提案を行ってきた。10月 31

日には中間発表会を行い、多くの参観者から来年

度に向けてのご示唆をいただいた。今年度の成果

は、研究組織に研修部・授業部・環境部を置き、

どの教師もいずれかの部に所属したことで、全て

の子どもと教職員が関わることができる校内研究

となったこと、子どもに問題を持たせるための具

体的な手立てが見えてきたことである。課題は、

子どもたちに思考を伴いながら考えを共有させる

手立て、ユニバーサルデザインを意識した授業づ

くりである。今後も来年度に向けて、校内研究の

充実に努めたい。 
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       教科等（中学校）        

『個を理解し、個にせまり、個を生かす』 

～ どの生徒も意欲的に参加できる授業 ～ 

（教科のねらいを明確にした指導方法の研究） 

               池上中学校 
本校では、長年の研究テーマ『個を理解し、個

にせまり、個を生かす』をより深めるために、教

科のねらいを明確にした指導法の研究を推進して

いる。本年度も年度始めに、教科毎に教科テーマ

を設定し、身に付けさせたい力を明確にする授業

研究を進めた。 

授業研究では、指導主事を招いての事前検討会

や教科グループの研究協議のために、時間割の中

に取り入れた教科会を有効活用した。 

 次年度は３年計画の３年目として、本年度の成

果と課題を踏まえ、教科会の質の向上を更に進め

教科に特化した研究を進めていくために、発問の

工夫や課題提示の仕方、学習形態の工夫等につい

ての研修・研究を深め、研究成果を発信していく。 

 

        教科等（幼稚園）       

人とのかかわりを大切にした保育の充実 

～ 特に小学校教育との充実した連携の 

あり方を中心に ～ 

               諏訪幼稚園 
本年度は委託研究３年目にあたり、10月 23日

公開授業・研究発表会を開催した。本年度も前年

度に引き続き、元文科省視学官の文教大学教授、

嶋野道弘先生からご講演をいただき、本研究への

指導助言及び、これからの幼児教育へのご示唆を

いただき、多くの参会者とともに研究の成果を共

有することができた。 
本研究の特色は、毎年、併設する諏訪小学校と

の交流活動を教育課程に位置付け、組織的に幼小

連携教育を行っていることである。本年度は主に

３年生との交流活動を中心に、「人とのかかわり

を大切にした保育の充実」に取り組んだ。 
３年生とは５月の運動会における共通の競技へ

の取組から始まり、10月の「なかよくあそぼう会」

まで、定期的・継続的に交流活動を続けた。交流

する際には、小学校の３年の先生方との打合せや

情報交換などを計画的に行い、合同指導案を作成

しながらお互いのねらい等を確認した。 

このような一連の交流活動を通して、園児は安

心感が芽生え、小学校への憧れを抱くことができ

るようになった。また、小学生は思いやりの気持

ちや自己有用感が高まり、自己の成長に気付くな

ど、幼小ともに多くの研究成果が見られた。 

       教科等 発問・板書        

『生徒一人ひとりの学びを保障する授業の工夫』 

～効果的な発問・板書より、自発性のある意欲的

な学習集団を築き、活力ある学びを基盤にした

授業づくりを実践する～ 

                大楠中学校 

本校では数年前より授業力向上をねらいとした

独自研究を進めてきた。グループ学習を主体とし

相互に学び合い教え合う授業づくりであるが、そ

の成果は随所にみられるようになってきた。半面、

集中力に欠ける授業など新たな課題も見えてきた。

本年度より委託された研究「発問・板書」は、長

年の独自研究を生かしながら、また諸課題を克服

すべく鋭意推進していくこととした。 

 上半期はこの双方の取り組みをどのようにリン

クさせていくのか、その具体的な考え方や取り組

み方法で議論を積み重ねたため研究が少し遅れ気

味であったが後期に入り指導主事の助言もありど

うにか方向性を定めることができた。 

 学状の分析の中で「書くこと」について大きな

課題を持つ本校なので、「目的を持ったノート取

り」をテーマに、今授業づくりに取り組んでいる。 

 

       教科等 発問・板書          

「表現する喜びを知り、『自分が好き』といえる 

子どもを育てる」 

～生活科・社会科の授業での発問の工夫と精選・

板書の構造化を通して～     

久里浜小学校 

 本校では、前年度まで、国語科を通して、思考

力・判断力・表現力の育成を図ることを重点にお

き、子どもたちの自己肯定感を高めることをテー

マとして研究を進めてきた。 

本年度より３年間のフロンティア研究委託を受

け、前年度まで積み重ねたものを生かしつつ、同

様のテーマで研究に取り組んだ。また、教科につ

いては、「効果的な発問や板書」を視点とし、生

活科・社会科とした。 

 授業づくりや発問・板書などについての２回の

外部講師による講演、５回の校内授業研究を行っ

た。１月 22日には、中間発表として６年生の公開

授業を行い、今年度の成果や課題を確認した。 

 スーパーバイザーの北俊夫教授（国士舘大学）

からは、本校のテーマにせまるための課題解決に

向けた丁寧なご指導と今後の方向性について、具

体的なご示唆をいただいた。 
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        学校図書館          

                長浦小学校 

３年目の本校の研究も、成長期を迎えた。11月

の中間発表という峠を越え、大きな進展が見えて

きたところである。９月に関西大学の塩谷京子先

生のご指導を頂いたことが、飛躍への大きなきっ

かけとなった。その後の３回の校内授業研究会、

そして中間発表会当日の３クラスの授業づくりへ

の取り組みにも好影響を与えて頂いた。本校ブッ

クジラ図書館の諸環境の整備も進み、授業活用へ

の大きな支えとなっている。また、授業後の研究

協議の在り方についての研修を研究所にお願いし、

そのやり方を一新したことも活性化に大きな力を

与えた。今後は、授業で日常的に使える＜学校図

書館ワークシート＞の作成を進めているところで

ある。これの利用により、更なる学校図書館の授

業活用に繋がればと期待している。 

 

         関わり合い         

さまざまな人々や自然との関わりの中で学び、 

豊かな心を求めていこうとする子どもを育てる 

武山小学校 

本校は、本市指導の重点２の研究課題を受け、 
３年間の研究に取り組んだ。よりよい人間関係を 
築くということは、心が育ってこそ成り立つもの 
ではないか、そのためには、子どもたちの心を耕 
し、心を育てるために、道徳の時間を要としてい 
くことが大事であると考え、研究を進めた。 
 本年度は、淑徳大学名誉教授 新宮弘識先生を 
スーパーバイザーとして、道徳授業の構成の工夫 
に取り組んだ。第一次は資料から心のよさについ 
て学び、授業と授業の間の体験活動を意識し、授 
業で学んだことを実践した。前時の学びやその学 
びからの体験などと関連させて、第二次の授業を 
行うこととした。成果として、道徳授業で心のよ 
さを理解し、学んだ心を生かそうとしたり、児童 
の関わり合いや認め合いが高まったりする姿がみ

られた。 
 

         関わり合い         

支援教育を基盤にした学校教育デザインの 

ユニバーサル化 

～ 安心して登校できる集団づくりを図る ～ 

公郷中学校 

指導の重点２「認め合い高め合う関係を築く力を

育てる」に取組み、本年度はアクティブ・ラーニ

ングの授業を学んだ。それは「関わり合いの根を

張る“根づき”の場と機会を提供する学級づくり」

を授業によって進めるためだ。研究を通しユニバ

ーサルデザインの授業でも実践してきた“学び合

い”を学力向上に繋げるポイントが「気付き・分

かち合い・練り上げの促し」であることを理解し

た。そこで、思考・判断・表現を活性化するため

に「対話のキーワードかきくけこ」を作った。 

また特活・道徳・総合的な学習の時間の諸活動

で集団づくりの実践を記録し、多様な関わり合い

の方法と生徒の変容について検証した。結果から

認め合う力に比べ高め合う力に課題があることが

分かり、関わり合いの鍵となる挨拶と話合いを活

性化するため、手立てを係ごとに考え始めた。 

今後も、重点２の成果が重点１「学力を向上させ

る」に繋がるように、実践研究を重ねていく。 
 

        言語活動の充実        

「学び合う楽しさを味わう子どもを目指して」 

～ 言語活動を通して、お互いが高め合う授業 ～

大塚台小学校 

本校では、「算数科」における「言語活動」を

充実させることで主題の追究を目指している。 

 本年度は、①問いの工夫、②話す活動の工夫、

③書く活動の工夫、④学びをつなぐ工夫を手立て

の重点として取り組み、学年を中心とした授業研

究を行った。12月には中間発表会を行い、授業公

開や全体会を通して本校のこれまでの取り組みを

発信し、参観者から今後の課題についての示唆を

受けることができた。また、５月と１月に行った

アンケート及び学力調査では、その変容を通して

研究の成果を客観的に分析した。 

 来年度は、４年間の研究のまとめとして本発表

会を開催する。子どもの育ちが授業場面や実態調

査等を通して表れるよう日々の授業研究に努めて

いきたい。 

 

       言語活動の充実         

理解する力・考える力・伝える力を高める 

ための授業の工夫 

～ 言語活動の充実を意識して ～ 

馬堀中学校 

教科の年間計画の中に「活用型の学習」を取り

入れ、Ｂ問題（活用型問題）を解く力をつけるこ

とに努めた。今年度もスーパーバイザーとして早

稲田大学教職大学院 田中博之教授に校内研修会

においてご助言をいただいた。「型の活用、聴き

方・話し方のルール、グループ討議」等を意識し

て、全校による指導案検討等を行い、研究を深め

た。 
本年度は３年目として中間発表を行い、校内研
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究授業も６教科で４回行った。また、「言語活動

の充実」が「良い集団づくり」を助け、結果とし

て「良い授業」につながることを全教職員で意識

をして日々の指導を行ったが、まだ道半ばである。 
次年度は研究最終年になるので、数値等も含め

た資料を用いて生徒の変容を検証できるように意

識して研究を進めていきたい。 
 

         防災教育          

地域と連携して歩む防災教育 

武山中学校 

平成 25年度よりフロンティア研究委託を受け、

『地域と連携して歩む防災教育 ～防災意識が高

められる授業の工夫～』をテーマに次の３点を研

究理念として３年間研究を進めてきた。 (1) 防災

教育で学力向上を図る (2) 学ぶ動機づけ  (3) 

災害文化としての浸透  この理念を基に防災に

臨機応変に対応できるよう、教育活動において横

断的な防災教育を実施した。各教科ではどの単元

で「防災」に関連した学習内容を取り入れられる

かを研究実践し、道徳では窮地に立たされた時の

人の心情に触れ、理解し、仲間の考えを聞き、自

分の価値観をもてるような授業を行った。総合的

な学習の時間でも体験から得た課題を探究し、そ

こから得られた学びを自分のものにして、周りに

啓発ができるような学習を学年ごとの校外行事や

地域と連携した防災訓練に取り入れて実践した。

これらの教育活動を通じて生徒たちは、学ぶ楽し

さを感じ自助・共助についての理解を深めること

ができたと実感している。 

 

        ICT活用推進         

一人一人の学びの保障 

「最後まで夢中になって取り組む授業づくりと 

安心して学べる学級づくり」 

～ 聴いて、考えて、つなげて ～ ICTと 

小集団を活用した学び合いの研究 

岩戸中学校 

昨年度より、授業づくりを柱とした研修計画を

立てた。スーパーバイザーは、「学びの共同体」

顧問の馬場英顕先生に引き続きお願いした。 

年間 16回の研修を実施。本年も４月の初めの

「生活」「学習」ハンドブックによる研修からス

タートをきった。 

今年度は一人年１回以上の公開授業をすること

で、日常的に生徒一人一人の学びを保障した「授

業づくり」を行うことを研究の中心にすえた。職

員の授業づくりに対しての意識はかなり高まり、

講義一辺倒の授業から脱却し、視聴覚に訴える授

業づくりは実践を通して日常に浸透してきた。 

男女市松模様での４人班の学習から、「聴き合

う関係」を構築し、教科の本質に迫る「真正の学

び」の追究と誰もが考える「ジャンプの課題」の

設定と学びを成立させる条件の三つを意識するこ

とで「活動的で協同的、表現的な学習スタイル」

が定着してきた。 

昨年度の課題についても「教室にパソコン、プ

ロジェクターを据え置きとする。どの授業でも

ICTを日常的に活用する取り組みを行う。」こと

で全員が ICT機器を活用できるスキルは身に着け

た。  

今後は「授業での課題設定」が問題としてあげ

られる。次年度はさらに日常的な授業改善をし、

「夢中になる授業づくり」を推進していきたい。 

 

         体力つくり         
              野比東小学校 

 本年度は、「体育科授業を中心とした児童の体

力向上を目指した実践について」という研究題目

のもと、研究を進めてきた。 
 研究１年目となる本年度は、３つの柱を中心に

実践を行った。第１に体育科授業研究との連携で

ある。横須賀市チャレンジＢ研究でも体育の授業

研究を進めているため、連携を図り実践を行った。

その中で、神奈川県立保健福祉大学の鈴木志保子

教授の協力を得て、体育の授業の中で加速度計を

使用し、児童の活動強度や量がどれほどあるのか

を計測し、結果分析を行った。第２に、新体力テ

ストへの取り組みである。新体力テストを行う際

に動き方について知ることやモチベーションを高

めること、体力に関心を持つことを中心に実践を

行った。第３に日常的な運動や健康への意識づけ

である。体育通信の活用や各児童委員会による健

康・保健的取り組みや校外体育的行事への参加、

休業期間の活用等が意識づけには有効なのではな

いかと考えた。 
 本年度見えてきたことを次年度の発表に向けて

検討し、児童の体力向上に向けた実践を進めてい

きたい。                    
 

         体力つくり         
               野比中学校 

「生徒の体力と潜在能力」についての研究を進め

た。本研究の１年目は、新体力テストを用いて、

昨年度まで久里浜中学校が取り組まれたことを継

承することと、生徒の潜在能力を引き出すことに

着目した。新体力テストは５月と６月に実施し、
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授業での動きづくりや競う場面の設定、視覚的工

夫、教師や生徒間の声かけを重視した。さらに、

１回目の新体力テスト後の毎授業にサーキットト

レーニングを導入した結果、２回目の実施では、

ほぼ全ての項目で１回目の数値を上回ることがで

きた。やはり、我々指導者が様々な工夫をするこ

とや生徒同士で目標を持たせながら切磋琢磨させ

ることで、生徒の潜在能力を引き出すことができ

た。また、視覚的工夫をすることで目標が明確に

なり、モチベーションの維持につながった。今後

は、この取り組みをさらに継承することと、保健

体育の授業のみならず、部活動と連携し、継続し

た動きづくりの共有化を目指したい。近隣小学校

と連携を図り、９年間を一体と捉えた体力向上の

取り組みをしていきたい。 
 

       運動部活動モデル校       

衣笠中学校 

 ２年間の委託研究の１年目。「教育活動の向上

を目指す部活動指導の在り方」をテーマに、種目

や運動技術の向上にとどまらず、学校の教育活動

を支え、全人格的な面での成長を促す部活動指導

のあり方を模索する研究を推進した。 

 まず、職員をアンケート・指導力向上・体力向

上・学力向上の４つのグループ（以後、Ｇ）に分

け、アンケートＧが本校の実態把握と研究の方向

性や具体的な研究活動を策定することを目的に全

部員生徒と顧問教職員を対象にアンケートを行っ

た。その結果分析を受け、指導力向上Ｇは各部に

おけるリーダーの育成・体力向上Ｇは体力面にお

ける課題の克服と全身持久力の向上・学力向上Ｇ

は部活動ノートを用いて一つのことをやりぬく力

の育成に取り組んだ。 

来年はまとめの年になるが、それで終わりにな

るのではなく、そこから継続されていく研究にし

ていきたいと考えている。 
 

    外国人英語教員活用研究拠点校     
                常葉中学校 
本年度は教科テーマを「相手を意識した必然性の

ある言語活動」として授業づくりに取り組んだ。

週に１度 FLT が T１となる授業を行った。毎時間

４技能を扱うことを意識し、特にペアワークによ

る「話す活動」には重点を置いた。 

各学年、FLT を活用したパフォーマンステスト

にも取り組んだ。多くの生徒が取組の達成感から、

授業以外でも FLTに話しかける姿が見られ、英語

を使用することへの関心が高められた。 

本校は外国につながりのある生徒の在籍が多い

ため、学習支援のみに限らず、保護者向け配布物

の英語版の作成や家庭訪問、三者面談での担任と

保護者の橋渡しなど、生活支援につながる多様な

機会があった。 

次年度は小学校外国語活動とのつながりから、

音声面の学習の充実を図るよう FLT活用の工夫を

したい。そして、自ら情報や考えを発信し、相手

とやりとりできるコミュニケーション能力を身に

付けさせ、グローバル社会で生きる子どもの育成

に努めたい。 

 

    外国人英語教員活用研究拠点校     
                公郷中学校 
 外国人英語教員の拠点校として新たに FLT を

迎え、様々な教育活動に取り組むことができた。 

本年度は全クラス週１回、FLT が T１となる TT 

の授業を展開した。FLT 主体の授業では言語活動

を中心とした授業の実践を行い、既習の文法を使

ったコミュニケーション活動を通して、生徒の興

味関心を引き出すことができた。 

FLT 研究発表では、授業だけでなく部活動や休

み時間にも生徒理解に努めている FLTにしか出来

ないやりとりも見られた。様々な場面での関わり

合いが日々のコミュニケーションに生かされてい

ることを改めて感じることができた。 

次年度からは、言語活動の充実を図るために、

より FLT と JTE が連携し、授業計画を立てていけ

るようにしたい。また、教科指導以外の場面にお

いても生徒との関わり合いを増やしていきたい。 

 

    外国人英語教員活用研究拠点校     
                鷹取中学校 
 グローバルな社会の中で活躍していく中学生

に、英語でコミュニケーションが出来るようする

べきである。その中心は英語の授業となるが、そ

れだけでは絶対に不可能である。もっと広い視野

に立ち、学校全体として取り組むべきである。こ

れだけ勤勉で真面目な日本人が、なぜ現在の英語

教育でコミュニケーションをとれる力がつかない

のかを考えるべきだ。勤勉で真面目であるがゆえ

に、間違えを極端に恐れ(恥)るからである。従っ

て、最優先すべきことは、あらゆる学習活動の中

で、(英語を含めた)表現の場を与えることである。

そして、「伝えようとする姿勢」を最も評価すべ

きである。 

 それでは、今年度の取り組みの成果と課題を明

らかにしていく。 
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（１）英語科の教科会の充実と、少人数授業 

(全学年)の実践 

英語における数値的な向上が確認できた

が、FLT が持っている知識・経験・技能を活

用するためにも、教科会における更なる研修

が必要である。 

（２）英語をさらに身近に体験できる環境づくり 

 以下の活動を支えるために、FLT の存在が

大きな成果を与えた。 

① 班ごとのランチミーティング 

② 留学生(インドネシアから 20 名)の受  

入の際の準備・企画の補助。 

③ 教科授業以外の取組の指導 

英語検定試験の支援・バイリンガルスク

ールへの体験支援・英語弁論大会の指導

(県大会出場)・部活動指導等々 

 (１)(２)を中心に FLTの研究を実践してきた。

少人数授業やその他の活動全般においても、まだ

まだ質・量共に大きな可能性がある。また、地域

の環境をさらに取り入れるよう、研究を進めてい

く。 
 
    外国人英語教員活用研究拠点校     
               久里浜中学校 
２回目の外国人英語教員の拠点校として、今年 

度２年目を迎えた。FLT の授業では、昨年度の 

経験や生徒の学習状況から、昨年度の「１分 

間トーク」の活動に加えて、復習のペアワーク 

に取り組んだ。これは、新しい表現を含んだ Q&A 

形式の口頭練習で、自然な流れの中で復習ができ

るようにしたものだった。 

また、ライティングでは、誰もが書けるように

段階な指導を大切にし、会話練習で聞き取った内

容を生かして英文が作成できるように展開され

たものだった。 

２年目となる今年度は、昨年度に比べて生徒の

状況に必要な活動や生徒の英語力の不足してい

る部分を補強しながら、ミュニケーション能力を

伸ばすための活動を増やせたことが大きな成果

と言える。今後も生徒の状況に必要な活動を FLT

と工夫し、生徒のコミュニケーション能力と学習

意欲を高めていきたい。 

 

    外国人英語教員活用研究拠点校     
            横須賀総合高等高校  
外国人英語教員活用研究拠点校として、今年度 

からFLT を迎え、様々な取り組みを行った。特に、 

今年度からスタートしたタイの学校とのインター 

ネット交流事業では、両校の架け橋として中心と 

なって対応してくれた。FLT が主となり実施する 

英語会話の授業では、生徒が積極的に取り組める

アクティビティを取り入れ、教科書の内容だけで

なく生活文化や習慣についても学べる工夫があっ

た。また、TTの授業でも、JTE とともに授業での

アイデアを積極的に提案し、ICT の活用など指導

の幅が広がった。さらに、授業以外の取組では、

英検対策や入試対策などの学習の機会を作り、生

徒のニーズに応じられた。 

 本校の学習指導において、FLT は欠かせない存 

在となっていて、今後の取組に期待したい。 
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小 中 一 貫 教 育 指 定 研 究 概 要 

   

平成 23 年度から平成 25 年度は、小中一貫教育の構築に向け、４つの中学校ブロッ

ク(６小学校、４中学校)を「研究委託校」として指定いたしました。 

平成 26 年度から平成 27 年度は、この４つの中学校ブロックを「小中一貫教育推進

校」として指定し、各ブロックにおける取組を広く発信していただきました。 

 
 

 
 

       常葉中学校ブロック       
（諏訪小学校、田戸小学校、常葉中学校） 

 
 平成 26・27 年度の２年間「小中一貫教育推進

校」として『児童生徒が自ら思考・表現し、わか

る・できる授業を創る～学びの系統性・連続性を

意識して～』という研究テーマのもと、研究を進

めてきた。今年度は、これまでの研究のまとめ、

さらに来年度以降の実施にむけて取り組んだ。 

 研究の柱１ 

【中学校ブロックにおける組織的運営】 

 小中一貫教育推進委員会において、合同研修や

交流活動などの、立案・運営を行った。また、小

中一貫教育が来年度以降も継続して行える組織づ

くりを行った。来年度、「教科・教科外学習」「生

徒指導」「研修」「連携」の 4つの部を発足し、

部を中心とした取り組みを行っていくことで、よ

り組織的な活動になることが期待される。 

 研究の柱２ 

【合同研修・研究を通した義務教育９年間の学び

の系統性・連続性を重視した教育活動の実践】 

 ６月には、早稲田大学の髙橋あつ子教授による

「インクルーシブ教育システムの導入について」

の「合同研修」を、10 月には研究発表において各

校で授業を行った。さらに、各教科ごとに学びの

つながりを意識した「授業交流」を行った。授業

を見合い、児童生徒について語り合うことを今後

も継続していくことは、小中一貫教育の中心であ

る。 

 研究の柱３ 

【交流活動等の充実】 

 中学生の小学校行事への参加、小学生の中学校

の体育祭（大縄跳び）への参加、中学校での部活

動体験、小学生が中学校を訪問する授業及び部活

動の見学、卒業前に両小学生が合流し、交流や体

験授業を実施する「常葉小学校」の取組等、様々

な交流を行ってきた。より意味のある小中一貫教

育にするためには、小小連携も意識していく必要

がある。 

【最後に】 

 今年度で「小中一貫教育推進校」としての研究

は終わりを迎える。この５年間の取り組みを来年

度以降継続していくことが重要である。その成果

はきっと児童生徒の姿から感じることができるに

違いない。 

  

       岩戸中学校ブロック       
（岩戸小学校、岩戸中学校） 

『学び合う集団の育成を通して、確かな学力を培

う授業づくり』 

小中一貫推進校として、授業づくりを中核にすえ

た取り組みを実践してきた。児童生徒の豊かな学

びを実現するには、まず、基礎基本が定着してい

なくてはならない。その基礎基本を定着させるた

めには、一人ひとりの学びを保障する授業づくり

が重要であり、学び合う集団の育成を通して高め

合う授業づくりを目指していく必要がある。 
 今年度は小学校、中学校ともフロンティア研究

委託の中間発表会を開催し日頃の実践を広く公開

することができた。 
 中学校では『最後まで夢中になって取り組む授

業』を ICTと小集団を活用した学び合いの研究を

実践してきた。 
 小学校では『学び合い高め合う授業づくり』を

研究主題とし、全員が年間２回の授業研究を実践

し日常の授業改善を目指してきた。これらの授業

研究会には小中の教員が互いに参加した。研究協

議は少人数のグループ編成で小中の立場から活発

な研究協議が行われ、内容に深まりが見られた。 
 また、小中一貫教育の担当者会や旧６年生担任

情報交換会、岩戸小学校児童の中学校の授業見学

や部活体験、岩戸中学校職員の岩戸小学校での給

食体験及び授業参観、生徒会執行部による中学校

説明会等これまでの活動を見直しながら充実を図
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ってきた。 
 さらに、小中合同研修会では、全員が参加し講

師の話から課題を共有し今後の小中一貫教育の方

向性について確認することができた。 
 次年度以降も、これまでの取組の成果をより発

展させながら小中一貫教育を推進していきたい。 

 

       北下浦中学校ブロック      
（北下浦小学校、津久井小学校、北下浦中学校） 

『確かな学力を身につけさせるために 
～総合的な学習の時間を通して～』 

「確かな学力」とは何か。学力の３要素は、総合

的な学習の時間の目標である「自ら課題を見付

け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、より

よく問題を解決する資質や能力」、「問題解決や

探究活動に主体的、創造的、協同的に取り組む態

度を育て、自己の生き方を考えることができるよ

うにする。」ことと重なっている。なかでも、「探

究活動」が、各教科での生徒の学びに大きな影響

を与えると考え、３年間のプログラム編成をして

きた。 

「確かな学力」を身につけるために整える環境

も多かった。「学級力向上」活動では、データを

基に学級の課題を全員で考え、学習集団の基盤を

作り、「学び方を学ぶ」活動では、学習の仕方を

共有し、将来のために今何をすべきかを考え、家

庭学習力を高めてきた。また、「活用型の学習を

生かした授業」実践を全教科一斉に取り組み、思

考力を高めてきた。加えて、本校が横須賀市教育

課程研究会で研究した「道徳」や「ユニバーサル

デザインを意識した授業」で、わかる・できる喜

びを感じることができる授業を実践してきた。 

今日、生徒の学習意欲は高まり、授業が落ち着

いて行われ、家庭学習時間も増えつつある。職員

全員で取り組んだ活動は、次年度、まとめの４年

目を迎える。全ての教育活動が生徒の学力向上に

繋がっていると考える。     (掛波久美子) 

 

       長井中学校ブロック       
（長井小学校、長井中学校） 

≪共通研究テーマ≫ 

『よく聴いて 考えて 表現する 長井っ子の育成』 

Ⅰ 研究内容 

 これまで５年間の研究を経て、今年度初めにま

ず、長井小中の「めざす子ども像」を以下のよう

に設定した。 

① 確かな学力を進んで身につける子 

② 豊かな心で相手を思いやり、人とのつなが

りを大切にする子 
③ 郷土を愛し、社会の中でたくましく生きる子 
④ 夢の実現に向けて一生懸命努力する子 

 この９年間の育ちの実現に向け、昨年に引き続

きの共通研究テーマに迫るための視点として「語

彙の学習と授業づくり」「授業をとおして児童・

生徒の人間関係づくりと生活指導との連携」の二

つを置き、授業を通しての研究を深めていった。 

 全９回の小中合同研修会を開催し、４回を授業

研究会とした内の１回を広く市内に公開した。長

井の子どもたちの課題である「聴く・考える・表

現する」の言語力を向上させていくため、キーワ

ードを使った授業づくりや学習過程に話し合い活

動の位置づけなどの手だてを工夫し、授業後の協

議ではこれらを中心に話し合いを進めた。 

 この授業研究については、小・中教員を４つに

分け、年間を通して固定化し、授業研究に向けた

事前の検討会も含めて協議するようグループ制を

とった。 

 また、これまで行ってきた小中合同レクリエー

ションや、生活のしおりの共通化等については、

更に協議を重ね工夫・改善していった。 

Ⅱ 成果と課題 

○授業研究の深まり 

小・中の教職員が共通研究テーマを意識し、そ

れに迫る視点が明確化したこと、グループ制で授

業研究を進めたこと、この２つが功を奏し、子供

の姿が教科を越えて語られ、共有することができ

た。一つの学校として研究を進めている状況と同

様の研究ができてきていると感じている。 

●継続・徹底 

 小中一貫教育に向けての組織的な形は作られつ

つあるが、今後人材の交代があろうとも、成果を

明確にしながら、またより良いものを求めながら、

積み重ねていくことが必要であると考える。 
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教 育 行 事  

◎作詞作曲募集 

 本年度の応募状況は次の通りであった。 

《作詞の部》小 151点  中 6 点   計 157点 

《作曲の部》小 193点  中 48点   計 241点 

 作曲の第二次審査は、作曲家の横山潤子氏に 

依頼した。小学校２点、中学校２点の入選作品と 

小学校３点、中学校３点の準入選作品を選んでい

ただいた。入選作品・準入選作品は、入選集第 58 

集として発行。 

 なお、入選作品は、平成 28年８月 21 日に開催 

する「子どものための音楽会」で発表する。 

 

◎子どものための音楽会 

よこすか芸術劇場を会場に、８月 23日（日）に 

開催された。今年は中学校 17校の吹奏楽部員によ

る合同バンド 121名、合唱の部には中学校 81名、

小学校 23名に合唱連絡協議会合唱団等も加わり、

４月からの合同練習を経て、「合唱と吹奏楽のた

めの組曲「横須賀」」をはじめ、「THE  BLACK  

HORSE TROOP」など、すばらしい演奏を披露した。 

合わせて作詞作曲入選作品の発表も行われた。 

 

◎小学校芸術鑑賞会（５年生音楽） 

〔オーケストラ鑑賞会〕５年生対象 

６月 15日：１回公演 ６月 16日：２回公演 

今回で第 20回目の実施である。演奏は神奈川フィ

ルハーモニー管弦楽団、指揮は山形交響楽団音楽

監督、東京交響楽団正指揮者、いずみシンフォニ

エッタ大阪常任指揮者、ドイツ・ヴュルテンベル

ク・フィルハーモニー管弦楽団の首席客演指揮者

として活躍中の飯森範親氏であった。この会では、

鑑賞するだけでなく、「横須賀市歌」の全員合唱、

「さんぽ」の全員合奏という小学生が神奈川フィ

ルハーモニー管弦楽団と一緒に演奏するプログラ

ムもあり、心温まる演奏会となった。また、各楽

器の紹介のコーナーや飯森氏から子ども達へメッ

セージを伝える場面もあり、演奏はもとより様々

な面で子ども達を魅了した。 

 

◎小学校芸術鑑賞会（６年生） 

〔小学６年生美術館鑑賞会〕 

図画・工作科指導における豊かな情操を養う鑑賞

教育充実のために横須賀美術館での美術作品の鑑賞

会を平成 27 年６月～平成 28 年２月の間に実施。美

術館のスタッフにも協力いただき、本物の作品に出

会い、美術に親しむためのよいきっかけとなった。 

◎児童生徒書写作品展 

.文化会館展示室を会場として実施し、小学校

・中学校・ろう学校・養護学校・横須賀総合高等

学校（全日・定時）の児童生徒の書写作品（高校

は書道作品）、約 1,000点を展示した。会期は、

１月 22日～26日、2,810名の来場者があった。 

小学校から中学校への書写のつながりや、高等

学校の芸術科書道への発展に至る様子を見ること

ができ、保護者・家族・市民からも好評を得るこ

とができた。 

本作品展は、学習指導要領に示された国語科書写指

導の一環として実施している。児童生徒の書写の力

の向上のため、国語研究会の協力を得て搬入後に

学習会の場も設け、教師の指導を振返る機会にも

している。 

 

◎小・中学校 学校文集 

小学校・中学校・特別支援学校の、校種・発達

の段階に応じたテーマにより、国語研究会の協力

を得て、第 84号を発行した。 

（小学校）「書くことを通して、国語を適切に

表現する力を育て、言語感覚を養う」というね

らいのもと、学年別にテーマを設定した。 

小学校では、報告文や意見文等の他に、今年度

はいわゆる生活文も掲載した。国語研究会協力の

もと、各学年２名の審査員を中心に、応募作品約

534点の中から 67作品を入選作品として発行し

た。 

（中学校）「書くこと」の学習の中で生まれた作

品、約 166点が掲載された。多領域とも関連付け

た指導から生まれた作品も多く、創作俳句や短歌、

随筆、小説、意見文、批評文など文種は多岐にわ

たる。審査員による評を加えて発行した。 
 

◎読書感想文・画募集 

  読書感想文コンクールは、本年度で 61回目を

迎え、例年通り各学校種に応じ、自由・課題の２

つの部門で募集した。小学校 3,316点、中学校 915

点の合計 4,221点の応募があり、審査会には学校

代表 332点が出品された。 

 横須賀地区第１次・第２次審査会で「優秀」「優

良」に選ばれた作品（小学校 36 点、中学校 10点）

を掲載した「読書感想文集 59号」を刊行し、市内

各学校に配布した。市内学校９名の教員が、書評

の執筆をし、編集に携わった。 

 読書感想画コンクールについては、小学校 48
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校、中学校７校から応募があった。小学校では教

育課程の一部として取り組んでいる学校が多く、

中学校では部活動等、課外活動において取り組ん

でいる。 

今後も、各学校で読書活動の意義を再認識し、

様々な機会を通して読書指導の機会を増やし、児

童生徒の読書への関心を高めていきたい。 

横須賀地区審査会での入賞作品 664 点は「第 26

回読書感想画展」に展示した。平成 28年１月５日

から 12日までの８日間、横須賀市文化会館市民第

１ギャラリーを会場に、指定図書やこれまでの読

書感想文集、昨年度の県のコンクール入賞作品も

合わせて展示し、読書への関心を高める工夫を行

った。 

期間中は、入選者の家族を始め、一般市民が多

数訪れ、3,545 名が来場した。 

 

◎児童生徒造形作品展・造形教育研究発表会 

第 68回展は、１月９日～１月 25日、横須賀美

術館で開催した。「豊かな心を育てる造形教育―

子どもによりそい、おもいをかたちに～であう・

あじわう・つくりだす～」をテーマに、幼・小・

中・高・ろう・養護学校の子どもたちの作品約

2,600 点を展示した。会期中の美術館の観覧者数

は市民、保護者と子ども合わせて約 14,000人。 

会期中の１月 20 日には、研究発表会および講

演会を開催した。発表者及び発表内容は、田浦小

学校 岩田裕光教諭「私の町の作家さん『似たとこ

探偵団』」、長沢中学校 古内久教諭「わが町の作

家・島田章三作品の魅力を紹介」ということで、

地域の作家に注目した鑑賞活動の充実をテーマと

した実践の報告だった。講演会講師は内田洋行教

育総合研究所主任研究員 平野智樹先生。演題は

「美術鑑賞と学力向上」ということで、美術鑑賞

を通して子どもたちの資質や能力がどのように培

われていくかということについて、広い視点で具

体的な例などを基にご講演をいただいた。 

 

◎中学校リーダースキャンプ 

平成27年度リーダースキャンプは８月21～22日、

一泊二日で横須賀総合高校を日中の会場、神明中

学校を宿泊会場として実施された。横須賀市の中

学校生徒会事務局員及び各委員会のリーダー等約

211名が参加した。 

提案や意見交流を通して、学校行事の企画、立

案、運営、学校生活にまつわる諸問題の解決、広

報、合唱活動など、自治的活動の在り方を主体的

に学んだ。分散会での話し合いを充実させること

に重きをおき、２日目の発表会では各分散会から

の報告を参加者全体で共有した。 

リーダーとしての資質の育成、指導力向上に資

するこの活動は、リーダーが各学校に戻り、生徒

会活動に生かしていくことにつながる意義ある会

である。 

 

◎中学生主張の会 

 生徒会指導研究会主催の「中学生主張の会」が

10月３日（土）の午前に、横須賀ベイサイドポケ

ットにて行われた。今年は、全日本中学校特別活

動研究会神奈川大会の中での開催となった。 

討議テーマ「一人ひとりを大切にする学級・学

年・学校づくり」に対し、中学生２名、高校生２

名が基調提案を行い、中学生 230 名、高校生 60

名がそれぞれの立場で意見交換し、考えを深める

ことができた。  

次年度は市主催による「中学生主張大会」となる。 

 

◎中学校演劇発表会 

 第 32 回横須賀市中学校演劇発表会が市内６校

の参加で実施された。 

 最優秀賞には、浦賀中学校の「海に落ちた男」、

優秀賞には大津中学校の「置かれなくても花は咲

く」衣笠中学校の「ゲルニカ」が選ばれた。 

日頃の練習の成果が十分に発揮された発表で、

どの学校の発表も完成度の高いものになった。演

技力ばかりでなく、その舞台効果や舞台美術につ

いてもレベルの高いもので、各校のチームワーク

の良さが感じられた。部員一人一人が、自校の作

品に誇りを持ち、また他校の作品を認め合う雰囲

気に好感が持てた。 

 最優秀賞に輝いた浦賀中学校は、第 53回神奈川

県中学校演劇発表会に横須賀地区の代表として出

場した。 

 

◎第 64回中学校総合体育大会 

４月 18 日（土）、24 校の代表生徒 2,452 人が

整然と参加し、「輝かせ 努力の証と この絆」

のスローガンのもと、横須賀市総合体育会館で総

合開会式を行った。模範演技は、東海大学柔道部

を招き、華麗な技術を披露した。延べ 7,600人が、

その後 13種目にわたり技能を競い合い、交流を深

めた。 

 

◎第 40回小学校児童相撲大会 

  ５月９日（土）に市内小学校、ろう学校の５、

６年生 640名（男子 331名、女子 309名）の参加
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のもと、横須賀市総合体育会館で室内土俵を使用

し開催した。 

短パンの上に「簡易まわし」をつけ、多くの声

援に包まれながら、男女別団体戦と学年階級別個

人戦を実施した。 

 男子団体戦は武山小学校、女子団体戦は粟田小

学校が優勝した。 

 

◎中学校スポーツ技術講習会 

市中体連との共催で、前期・後期の２回開催し

た。 

前期は６月６日（土）、横須賀リーフスタジア

ムにおいて、日本サッカー協会の 影山 雅永 氏を

講師としてお招きし、市内中学校の指導者と各校

の代表生徒計 110人が技術指導と講習を受けた。 

後期は 11月 28 日（土）、横須賀市総合体育会

館メインアリーナにおいて、横浜国立大学教授の 

木村 昌彦 氏を講師としてお招きし、市内中学校

の指導者と各校の代表生徒 113 人が技術指導を受

けた。 

学ぶ姿勢や態度の大切さ、技術向上に必要な基

本動作や総合的に体力を高める練習法、安全な練

習法など多くのことをご教授いただいた。 

 

◎第 32 回表現運動・ダンス発表会 

 11 月 14 日（土）、横須賀市総合体育会館メイ

ンアリーナにおいて、中学校３校、小学校５校、

延べ 442人の参加のもと開催し、８作品が発表さ

れた。児童生徒は日ごろの練習の成果を全身で表

現していた。また、講師の長津芳先生（元国分寺

市立第七小学校校長）から、指導・講評をしてい

ただいた。 

 

◎第 46回小学校児童陸上記録大会 

 市内全小学校計 46 校の５・６年生の代表選手

848名の参加のもと、10月 18日（日）に公認 400m

トラックの不入斗公園陸上競技場で開催した。

（男女５種目 16競技） 

 トラック全体を取り囲む多くの観衆の中、楽し

く競技をすると共に交流を深めた。 

 

◎市内中学校駅伝競走大会 

 第 66 回市中学校男子駅伝競走大会及び第 32回

中学校女子駅伝競走大会を 10月 24 日（土）国道

16号馬堀海岸区間コース（馬堀海岸３丁目東～大

津漁港前）で開催した。沿道は、約 5,500人を超

える観衆が集まり、熱い声援を受けながら各校が

一本のタスキを繋いだ。全市立中学校 23校に横須

賀学院中学校を加えた男女各 24校から 408名（男

子 216名、女子 192名）の参加があった。 

男子は大津中学校が優勝を果たし、浦賀中学

校、鴨居中学校がそれぞれ２位、３位に入賞した。 

女子は久里浜中学校が優勝を果たし、大津中学

校、追浜中学校がそれぞれ２位、３位に入賞した。 

 

◎第 49回小学校児童ボール運動大会 

12月２日（水）に市内小学校８部会各会場にお

いて、６年生全員、3,526 人がバスケットボール

とサッカーを行い、日頃の体育学習の成果を確か

め合うとともに、交流を深めた。 
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国 県・市 教育研究所 

 4. 1  教育行政での首長の権限強化を図る

改正地方教育行政法が施行。教育委員

会制度は新たな時代へ。 

 4. 3  政府、国家戦略特区法改正案を閣議

決定。特区内で公立学校の運営を民間

委託する「公設民営学校」を認める。 

 4. 6  文科省、2016年度から使用の中学校

教科書の検定結果を発表。新検定基準

適用で社会科の全教科書が尖閣諸島と

竹島を日本の領土と明記。中韓両国は

強く反発。 

     佐賀県武雄市、学習塾と組み授業を

運営する「官民一体型学校」を市立小

学校 2校で開校。 

 4. 8  東京電力福島第 1原発事故の復興の

ため文科省などの支援を受けた福島県

立ふたば未来学園高校（広野町）が開

校。 

 4. 9  首相、参院予算委員会で国立大学の

入学・卒業式でも国旗掲揚・国家斉唱

を行うのが望ましいと答弁。 

 4.10  大阪府教委、全国学力・学習状況調

査（全国学力テスト）の結果を高校入

試の調査書で活用することを決定。 

     文科相、大阪府教委の決定に対して

全国学力テストの趣旨を逸脱する恐れ

があると懸念を表明。 

 4.11  鹿児島県教委、公立小中学校で月 1

回土曜授業を開始。全県単位での土曜

授業導入は全国初。 

 4.16  14年中にインターネットの交流サ

イトを通じて性犯罪に遭った 18歳未

満の子どもは 1421人で過去最多に。警

察庁まとめ。 

 4.21  文科省、15年度全国学力テストを全

国一斉に実施。今春は 3年ぶりに理科

も対象教科に入る。 

 4.24  文科省、川崎市中 1男子殺害事件を

受けた緊急調査後の追跡調査結果を発

表。7日以上連絡が取れない子ども 400

人のうち 310人の安全を確認。 

 4.28  文科省、与野党の「選挙権年齢に関

するプロジェクトチーム」で高校生の

政治活動規制を緩和する方針を説明。 

 4.30  文科省、心と体の性が一致しない「性

同一性障害」の児童生徒の学校生活に

支障が出ないよう配慮することを教委

などに通知。 

 

 5. 1  改正地教行法により教育長と教育委

員長を一本化した新「教育長」を設置

したのは 13都府県、281市区町村の計

294団体（4月 1日現在）で全体の約 2

割。文科省調査で判明。 

 5. 4  ユネスコ（国連教育科学文化機関）

の諮問機関、「明治日本の産業革命遺産

九州・山口と関連地域」を世界文化遺

産に登録するよう勧告。福岡、長崎な

ど 8県の 23施設が世界遺産へ。 

 5. 8  全国の夜間中学校は 8都府県 31校で

15歳以上の 1849人（14年 5月 1日現

在）が在籍、うち 81.0%が外国籍。文

科省が初の実態調査。 

     幼稚園と保育所を一本化した「認定

 4. 1 横須賀市教育委員会事務局人事異動 

 学校教育部長小田部英仁 大塚台小学校校長へ 

 後任に大楠中学校校長より伊藤学学校教育部長へ就任 

 教職員課長栗原裕 野比中学校校長へ 

 後任に津久井小学校教頭より福島淳 教職員課長へ就任 

 支援教育課長三浦昭夫 長井中学校校長へ 

 後任にろう学校校長丹治美穂子 支援教育課長へ就任 

 担当課長（教育政策担当）菱沼孝 横須賀市へ出向 

 後任に総務部情報システム課係長草野純也 担当課長（教

育政策担当）へ就任 

 総務課指導主事中川幸太 教育指導課指導主事へ 

 総務課指導主事原口尚延 教育指導課指導主事へ 

 教育指導課主査指導主事梅谷尚子 武山小学校教頭へ 

 教育指導課指導主事田國浩子 粟田小学校教頭へ 

 野比東小学校教諭伊藤睦美 教育指導課指導主事へ 

 浦賀中学校教諭新倉智美 教育指導課指導主事へ 

 こども育成部こども青少年支援課主査鈴木由美子 支援

教育課主査指導主事へ 

 支援教育課主査指導主事小板橋貴久 神明中学校教頭へ 

 支援教育課主査指導主事井上達雄 大楠小学校教頭へ 

 鴨居中学校教諭松崎望 支援教育課指導主事へ 

 北下浦中学校教諭吉野哲生 支援教育課指導主事へ 

 学校保健課指導主事山崎亨 長井小学校教頭へ 

 高坂小学校総括教諭小田耕生 学校保健課指導主事へ 

 スポーツ課主査指導主事前島光 追浜中学校教頭へ 

 武山中学校総括教諭鈴木史洋 スポーツ課指導主事へ 

 

4. 1  辞令交付 

4. 2  学級編成説明会 

    学校保健会会計監査 

4. 4  学校始休業終了 

4. 6  始業式・入学式（小・中・ろう・養護） 

4. 7  入学式（高校） 

    教科用図書事務担当者会① 

    学校体育科・保健体育科担当者会 

    サポートティーチャー辞令交付式 

    学校体育指導員委嘱式 

    学校教育教科指導員委嘱式 

4. 8  入園式（諏訪・大楠） 

    中学校体育連盟総会・専門部会 

    学校保健事務説明会 

4. 9  給食開始 

    生徒指導担当者研修講座① 

4.10  教科総会 

4.14  就学奨励事務担当者説明会 

    学校開放奨励事業説明会 

    ことばや聞こえの調査説明会 

    市立学校長会議 

4.15  教科外総会 

    スクールカウンセラー連絡協議会① 

4.16  横須賀市学習状況調査（実施期間 16～24） 

    児童指導担当者研修講座① 

4.18  第 64回横須賀市中学校総合体育大会・総合

開会式 

4.21  全国学力・学習状況調査 

    学校給食事務説明会 

    本を楽しもう展〔南図書館、西・北下浦コミ

ュニティセンター〕（～26） 

4.22  学校保健会理事会 

    総括教諭等学校運営推進者連絡会① 

4.23  教職員人事評価システム評価者研修会（新任         

    教頭①） 

    学校図書館コーディネーター派遣校連絡会 

    ① 

 4. 1  横須賀市教育研究所人事異動 

 教育研究所長市川敦義豊島小学校校長へ 

 後任に教育研究所主査指導主事武田仁 教育研究所

長へ就任 

 大矢部中学校教頭一栁直行 教育研究所主査指導主

事へ 

 田浦中学校教諭若林完樹 教育研究所指導主事へ 

 教育研究所主査指導主事橘広基 中央図書館係長へ 

 教育研究所担当者横川由美 横須賀市に出向 

 後任に総合高校より山岸弘美着任 

 非常勤職員相場俊広退任 後任に小曽戸聡着任 

 非常勤職員中橋あき子退任 後任に塚原京子着任 

 臨時職員大西香織退任 

 

長期研修員 田山雅也（夏島小学校） 

 

教育研究所の組織改編 

 学校情報基盤整備係が総務課付となり教育情報シス

テム室と改められた。それに伴い、研修班、調

査研究班、管理運営係の 3 部署になる。 

 

【総務課 教育情報システム室】 

 係長 金子 裕樹 

 主任 林 聡久、小島英雄 

 非常勤職員 堀越佳子 

 

 

4. 2 初任者研修拠点校指導教員研修講座① 

   初任者研修校内指導員研修講座① 

4.14 初任者研修講座①開講式 

4.17 新任教頭研修講座①（校務情報化等） 

4.22 教職 10年経験者研修講座① 

   教職 20年経験者研修講座① 

4.24 教職 1年経験者研修講座①－１ 

   養護教諭 2・15・25年経験者研修講座① 
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こども園」は 2836カ所（4月 1日現在）

で、前年度の約 2倍に拡大。内閣府ま

とめ 

 5.14  政府の教育再生実行会議、教員採用

試験の全国共通化などを柱とする第 7

次提言を首相に提出。 

 5.25  東京地裁、卒業式などの君が代斉唱

時不起立による処分を理由に定年後の

再雇用を拒否された元都立学校教員ら

による損害賠償訴訟で、裁量権の乱用

を認め都に約 5370万円の賠償を命じ

る。 

 5.27  超党派による「フリースクール等議

員連盟」、不登校児童生徒がフリースク

ールや家庭で学習しても義務教育を受

けたと認める「多様な教育機会確保法

案」（仮称）の素案をまとめる。 

 5.28  東京高裁、元都立学校教員 2人が君

が代斉唱時不起立による停職処分の取

り消しを求めた控訴審で、全員の処分

を違法として都に約 20万円の支払い

を命じる。 

 

 6. 2  「学校司書」の配置率（14年 5月現

在）は小学校が 54.3%、中学が 53.0%

で初めて 5割を超える。文科省の学校

図書館調査。 

 6. 5  文科省、中学高校の「生徒の英語力

向上推進プラン」を発表。中 3対象に

「聞く・話す・読む・書く」の 4技能

の英語力テストを 19年度から導入へ。 

 6.11  東京都教委、16年春の都立高校入試

から記号選択式問題でマークシート方

式を全校に導入することを決定。 

 6.15  文科省、次期学習指導要領で「特別

の教科」となる道徳の評価の在り方を

検討する専門家会議を設置。 

 6.16  文科相、国立大学長会議で各大学の

入学式や卒業式で国旗掲揚と国家斉唱

を行うよう要請。 

     保護者や地域住民が学校運営に参画

する「コミュニティ・スクール」は前

年より 470校（24%）増の 2389校（4

月 1日現在）に。文科省のまとめ。 

 6.17  参院本会議で選挙権年齢を「18歳以

上」に引き上げる改正公選法が全会一

致で可決・成立。高校などでの主権者

教育が課題に。 

     「義務教育学校」を創設する改正学

校教育法が参院本会議で賛成多数で可

決・成立。16年度から小中一貫教育が

制度化へ。 

 6.25  地方自治体が支出した 13年度の教

育予算は 15兆 6732億円で 4年連続減

少。文科省の地方教育費調査。 

 

 7. 3  文科省、教科化される道徳の学習指

導要領「解説」を公表。 

 7. 5  岩手県矢巾町で中学 2年男子（13）

が電車にひかれて死亡。担任に提出す

る生活記録ノートに、いじめによる自

殺を示唆する記述が見つかる。 

 7. 8  政府の教育再生実行会議、教育財源

確保の第 8次提言を首相に提出。将来

の消費税引き上げの際に税収使途に教

育を加えるよう要請。 

4.24  教職員人事評価システム評価者研修会（新任 

    校長） 

    支援教育コーディネータ連絡会① 

    小学校就学旅行説明会 

    全県指導主事会議 

4.27  教職員人事評価システム評価者研修会（新任 

    教頭②） 

4.28  学力向上担当者会① 

 

5. 1  国際教室担当者連絡会① 

    小学校音楽科担当者会 

5. 7  生徒指導担当者研修講座② 

5. 8  外国人英語教員拠点校連絡協議会① 

    小学校国語担当者会 

5. 9  第 40回小学校児童相撲大会 

    中学校演劇発表会実技研修会①一日目 

5.10  中学校演劇発表会実技研修会①二日目 

5.12  学校・教育委員会合同防災訓練 

5.13  横須賀市立学校食育担当者会 

    特別支援学級新担任者研修講座① 

5.14  第 99回神奈川県公立小学校校長会総会・研 

    究大会 

5.15  学校プール運営・管理説明会 

5.18  中学校修学旅行（～6／21） 

5.19  防災教育担当者会 

5.20  学校保健会定期総会 

5.22  人権教育担当者研修講座① 

5.25  新任総括教諭（小）研修講座（県センター） 

5.26  中学校保健体育科実技講習会 

5.27  支援教育コーディネータ連絡会② 

5.28  新任総括教諭（中）研修講座（県センター） 

 

6. 3  小中一貫教育に関する日 

6. 4  生徒指導担当者研修講座③（中高連携） 

6. 6  中学校スポーツ技術講習会 

6. 9  特別支援学級担当者会① 

6.10  心肺蘇生法実技研修講座 

    教科用図書事務担当者会② 

    支援教育研修講座① 

6.11  就学前教育と小学校教育の連携研修講座（幼 

    稚園保育所等対象） 

6.12  小（教科）・中（教科外）教育課程研究会一 

    日目① 

6.15  小学校 5年生芸術鑑賞会 

6.16  小学校 5年生芸術鑑賞会 

6.19  小（教科外）・中（教科）教育課程研究会一 

    日目② 

6.23  高校（定時制）修学旅行（～26） 

6.24  学校安全研修講座 

    新任総括教諭研修講座 

    就学前教育と小学校教育の連携研修講座 

6.26  小中一貫教育担当者会 

    外国語活動研修講座① 

 

7. 1  学校図書担当者会 

    特別支援学級新担任者研修講座② 

7. 2  よい歯の図画・ポスター及び標語コンクール 

    審査会 

7. 8  学校保健会理事会 

    支援教育研修講座② 

7. 9  生徒指導担当者研修講座④ 

    児童指導担当者研修講座② 

7.10  学力向上担当者会② 

7.14  就学時健康診断説明会 

7.15  支援教育コーディネータ連絡会③ 

7.18  ハートフルフォーラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 7 関東教育研究所連盟総会・研究協議（埼 

   玉県熊谷市） 

5. 8 ICT担当者会① 

   よこすか教師塾①（入塾式） 

5.13 理科基礎技術研修講座 

   教職 5年経験者研修講座①－1 

   教育研究所運営委員会① 

   非常勤講師等研修会①－1 

   パワーアップ研修講座（理科シリーズ①） 

5.15 研究員総会 

   臨時的任用職員研修会① 

   理科基礎技術研修講座 

   県教育研究所連盟総会（県総合教育セン 

   ター） 

5.19 初任者研修講座② 

5.20 教職 1年経験者研修講座①－2 

   非常勤講師等研修会①－2 

   よこすか教師塾② 

5.26 学校情報化推進部会①－1 

5.27 学校情報化推進部会①－2 

   教職 5年経験者研修講座①－2 

   非常勤講師等研修会①－3 

 

6. 2 初任者研修講座③ 

6. 4 全国教育研究所連盟総会（～5）（大阪府 

   大阪市） 

6. 5 よこすか教師塾③ 

6. 9 初任者研修講座⑰－1（情報） 

   初任者研修拠点校指導教員研修講座② 

6.10 理科基礎技術研修講座 

6.12 教科用図書展示会（～25） 

6.13 土曜科学教室 

6.23 初任者研修講座⑰－2（情報） 

6.26 よこすか教師塾④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 1 臨時的任用職員研修会② 

   教育研究所オープンデー 

   パワーアップ研修講座（達人シリーズ①） 

7. 3 よこすか教師塾⑤ 

7. 7 初任者研修講座④ 

7. 8 県教育研究所連盟指導主事研修（県総合 

   教育センター） 

7.11 土曜科学教室 

7.11 よこすか教師塾⑥ 

7.24 学校づくり研修講座① 

   サイエンスサマー2015 

7.27 初任者研修講座⑤⑥ 
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     「公設民営学校」の設置などを含む

改正国家戦略特区法が参院本会議で賛

成多数で可決・成立。 

 7.10  文科相、全国学力テストの高校入試

への活用について、16年度以降の実施

要領を改訂して認めない考えを表明。 

 7.23  教科用図書検定調査審議会、教科化

される道徳の教科書検定基準に関する

報告書をまとめる。特定の考え方に偏

らない公正さの確保などを示す。 

 7.27  公立小中学校の教職員は 1日平均 10

～13時間、自宅でも約 2時間が仕事。

文科省の勤務実態調査で判明。 

 7.31  文科省、虐待などが原因で児童相談

所に一時保護されている子どもの進路

保障のため、学校に行けない間も適切

な指導があれば出席扱いとするよう通

知。 

 

 8. 1  2016年春大学卒業予定者の就職採用

選考がスタート。採用者確保のため、

内定企業が就職活動を終了するよう学

生に迫る「オワハラ」が横行。 

 8. 4  文科省、岩手県矢巾町の中 2いじめ

自殺事件を受け、いじめ防止対策推進

法に基づく学校の組織的対応を緊急点

検するよう通知。 

 8. 5  義務教育段階の不登校児などを支援

するフリースクールなどの民間施設は

全国に 474カ所あり、少なくとも 4196

人の小中学生が在籍。文科省の初の実

態調査で判明。 

 8. 6  文科省、15年度「学校基本調査」（速

報）の結果を公表。小中学生の不登校

は 12万 2655人で 2年連続増加、小学

校の不登校率は 0.39%で過去最悪に。 

 8. 7  学童保育（放課後児童クラブ）の利

用児童数は 101万 7429人（5月 1日現

在）で、初めて 100万人を突破。全国

学童保育連絡協議会が調査。 

 8.20  中央教育審議会の教育課程企画特別

部会、次期学習指導要領改訂に向けた

「論点整理」（案）をまとめる。高校で

は新科目「公共」「歴史総合」「地理総

合」（いずれも仮称）などが必履修へ。 

     文科相と大阪府知事、同府が全国学

力・学習状況調査（全国学力テスト）

の成績を高校入試の内申書評価に活用

しようとしている問題で会談。文科相

は、混乱回避を理由に来春に限り容認

する方針を表明。 

 8.25  文科相、15年度の全国学力テストの

結果を公表。平均点で下位県の底上げ

傾向が進む一方、3年ぶりに実施した

理科では「理科離れ」などの課題に大

きな改善は見られず。 

     大阪市教委、いじめが疑われる事案

を故意に隠蔽した教職員を懲戒処分の

対象とするほか、加害者側に転校を打

診するなどのいじめ対応基本方針をま

とめる。 

 8.28  政府の「子どもの貧困対策会議」、19

年度までに1人親家庭の子ども50万人

に学習支援を行うなどの支援強化の方

針を決定。 

     自尊感情が低い日本の高校生は 7割

7.20  海の日 

7.21  夏季休業開始、給食終了 

    授業日数増加に関する試行日（～22日） 

7.23  学校水泳指導法研修講座① 

    生活科研修講座 

7.24  学校保健夏季研修講座 

    学校水泳指導法研修講座② 

    幼児教育研修講座（幼稚園保育所対象） 

7.25  第 32回横須賀市中学校演劇発表会一日目 

7.26  第 32回横須賀市中学校演劇発表会二日目 

7.28  支援教育研修講座③ 

    技術科研修講座 

7.29  学校保健夏季研修講座 

    小学校体育研修講座①  

    社会科研修講座 

    外国語活動研修講座 

7.30  応急手当普及員再講習会 

    小学校体育科研修講座② 

    支援教育研修講座④ 

7.31  小学校教育課程研究会二日目 

    高等学校：教科書需要数報告締切 

 

8. 3  中学校教育課程二日目 

8. 4  中学校全国・関東大会出場選手激励会 

8. 5  応急手当普及員研修講座 

    全県教育課程研究会運営委員会 

8. 6  防災教育研修講座 

    司書教諭研修講座 

    外国語科研修講座 

    第 59回全国特別活動研究協議大会神奈川大 

    会（～7） 

8. 7  児童生徒体力つくり推進研修講座 

    外国語科研修講座 

    家庭科研修講座 

    音楽科研修講座 

8.10  算数・数学研修講座 

    道徳研修講座 

    総合的な学習の時間研修講座 

8.15  第 12回中学生創造アイディアロボットコン 

    テスト 

8.17  体育科・保健体育科研修講座 

    特別活動研修講座 

    防災教育研修講座 

8.18  支援教育コーディネータ連絡会④ 

    全県小学校教育課程研究会 

8.19  応急手当普及員講習会①② 

    支援教育研修講座⑤ 

8.20  応急手当普及員講習会③④ 

    修学前教育と小学校教育の連携研修講座 

8.21  応急手当普及員講習会⑤⑥ 

    児童指導担当者研修講座③ 

    中学校連合生徒会役員宿泊研修会（～22日） 

    全県中学校教育課程研究会 

8.23  第 28回子どものための音楽会 

    第 64回横須賀市中学校総合体育大会・水泳 

    競技 

8.24  図工・美術研修講座 

    国語科研修講座 

8.25  授業日数増加に関する試行日（～28日） 

8.29  夏季休業終了 

 

9. 1  給食開始 

9. 2  中学校美術科担当者会 

9．3  読書感想文募集締切 

    生徒指導担当者研修講座⑤ 

9.9   読書感想文第一次審査会 

   教育研究所オープンデー 

   パワーアップ研修講座（理科シリーズ②） 

7.28 教職 10年経験者研修講座② 

   ICT活用実践研修講座①② 

   理科研修講座 

7.29 理科基礎技術研修講座 

   教育課題研修講座 

   夏季大学① 

7.30 ICT活用実践研修講座③ 

   小中学校理科教材研究講座 

   夏季大学② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 4 ICT活用実践研修講座④ 

   小中学校理科教材研究講座 

   学校づくり研修講座② 

   夏季大学③ 

   教育課題研修講座 

8. 5 校務情報化研修講座② 

   理科基礎技術研修講座 

   コミュニケーション研修講座 

   学校づくり研修講座③ 

   教育研究所オープンデー 

   パワーアップ研修講座（理科シリーズ③） 

8. 6 科学教養講座 

   初任者研修講座 

   教育課題研修講座 

8. 7 理科基礎技術研修講座 

   学校づくり研修講座④⑤ 

   よこすか教師塾⑦ 

8.10 小中学校理科教材研究講座 

   学校づくり研修講座⑥ 

8.11 初任者研修拠点校指導教員研修講座③ 

   初任者研修校内指導教員研修講座② 

   理科基礎技術研修講座 

8.12 理科基礎技術研修講座 

   学校づくり研修講座⑦ 

8.17 Yknet全面停止（1日） 

8.18 教職 5年経験者研修講座②③ 

8.19 教職 1年経験者研修講座②③ 

   教職 10年経験者研修講座③④ 

8.20 初任者研修講座⑦⑧（宿泊） 

8.21 初任者研修講座⑨⑩（宿泊） 

8.24 ICT活用実践研修講座⑤ 

8.26 学校情報化推進部会②-1 

 

 

 

 

 

 

 

9. 2 臨時的任用職員研修会③ 

9.12 土曜科学教室 

   スキルアップ研修講座① 

9.15 初任者研修拠点校指導教員研修講座④ 

9.25 よこすか教師塾⑧ 
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以上で、国際的にも突出。国立青少年

教育振興機構の高校生国際比較調査。 

 8.31  公立小中高校のタブレット端末の整

備台数は 15万 6356台（3月 1日現在）

で、前年同期の 2.15倍に急増。文科省

の教育情報化実態調査。 

 9.10  全国の警察が今年上半期（1～6月）

に虐待被害で児童相談所に通告した子

どもは 1万 7224人で過去最悪に。警察

庁まとめ。 

 9.16  14年度に全国の小学校で発生した

児童の暴力行為は1万1468件で過去最

多を更新、問題行動の低年齢化が深刻

に。文科省の問題行動調査。 

 9.17  「やばい」を「素晴らしい」など肯

定的意味で使う人が4分の1を超える。

誤用が次第に定着。文化庁の 14年度

「国語に関する世論調査」。 

 9.29  文科省、選挙権年齢の 18歳への引き

下げを受け、主権者教育の高校生向け

副教材を作成。年内にも高校などの全

生徒に配布へ。 

 9.30  文科省、小中学校で「特別の教科 道

徳」の教科書の検定基準を告示。特定

の見方や考え方に偏らず公正に取り扱

うなどの配慮事項を示す。 

 

10. 1  文科省の外局としてスポーツ庁が発

足。初代長官には背泳ぎ金メダリスト

の鈴木大地氏が就任。 

10. 5  2015年のノーベル生理学・医学賞に

大村智・北里大学特別栄誉教授が決定。 

10. 6  15年のノーベル物理学賞に梶田隆章

東京大学宇宙線研究所所長が決定。連

日の日本人受賞に日本中が沸く。 

10.10  国連教育科学文化機関（ユネスコ）、

第 2次大戦後のシベリア抑留者に関す

る資料「舞鶴への生還」と国宝「東寺

百合文書」（いずれも京都府）を世界記

憶遺産に登録。中国が推薦した南京事

件に関する資料も登録される。 

     政府、南京事件資料の世界記憶遺産

登録は「国際機関の政治利用」を中国

政府に抗議。 

10.11  多くの年齢で子どもの運動能力が

1998年以降最高に、ただしピーク時の

85年当時には及ばず。スポーツ庁の 14

年度「体力・運動能力調査」。 

10.14  出版やネット事業のカドカワ（東京

都中央区）、16年度春開設の単位制・

広域通信制の「Ｎ高校」（沖縄県うるま

市）の内容などを公表。インターネッ

トによる双方向性授業などを導入。 

10.15  中央教育審議会の教員養成部会、教

員養成課程での「学校インターンシッ

プ」投入などを柱とする教員制度改革

の「答申案」をまとめる。 

10.26  財務省、今後 9年間で教員 3万 7000

人の削減を文科省に求める方針を財政

制度等審議会で打ち出す。国立大学運

営費交付金の削減も。 

10.27  文科省、問題行動調査のうち再調査

していた「いじめ認知件数」の結果を

発表。いじめ認知件数は再調査前より

約 3万件増の 18万 8057件。小学校で

は初めて 12万件を超え過去最多に。 

    小学校図画工作科担当者会 

9.16  特別支援学級新担任研修講座⑤ 

    読書感想文第二次審査会 

9.17  小学生創意くふう展搬入 

9.18  小学生創意くふう展審査会 

9.19  小学生創意くふう展（～21日） 

9.25  小学生創意くふう展搬出 

9.26  県不登校児童生徒のための進路情報説明 

    会・相談会 

9.30  支援教育研修講座⑥ 

 

10. 3 小学校就学旅行（～11/5） 

    全日本中学校特別活動研究会神奈川大会（～ 

    4日） 

10. 8 生徒指導担当者研修講座⑥ 

10. 9 前期終業式 

    給食終了 

10.11 スクールバンドフェスティバル 

10.13 秋季休業開始 

    授業日数増加に関する試行日（～14日） 

10.14 秋季休業終了 

10.15 後期始業式 

    給食開始 

10.17 第 47回小学校児童陸上記録大会 

10.18 第 47回小学校児童陸上記録大会予備日 

10.20 特別支援学級担当者会② 

    岩戸中学校研究発表会 

10.21 中学校教育課程研究会総則部会二日目 

    学校図書館コーディネータ派遣校連絡会② 

10.22 全県指導主事会議 

10.23 横須賀市幼稚園教育課程研究会 

    諏訪幼稚園研究発表会 

10.24 第 66回横須賀市中学校男子駅伝競走大会 

    第 32回横須賀市中学校女子駅伝競走大会 

10.25 駅伝大会予備日 

10.27 小学校教育課程研究会総則部会二日目 

    神奈川県公立中学校社会科研究会横須賀大 

    会 

10.28 小中一貫教育に関する日 

    常葉中ブロック公開研究会（小中一貫） 

10.30 野比小学校研究発表会 

 

11. 4 特別支援学級新担任者研修⑥ 

11. 5 生徒指導担当者研修講座⑦ 

    池上中学校研究発表会（中間） 

11. 6 武山中学校研究発表会 

11.10 学校教職員食育研修会 

11.11 児童指導担当者研修講座④ 

11.12 第 56回関東甲信越地区公立学校教頭会研究 

    大会山梨大会（～13日） 

11.13 外国語活動研修講座② 

    支援教育研修講座⑦ 

11.14 第 33回表現運動・ダンス発表会 

11.17 読書感想画募集締切 

    横須賀市高等学校教育課程研究会 

    横須賀総合高校研究発表会（中間） 

11.18 創造ものづくり全国・関東大会生徒激励会 

    支援教育コーディネータ連絡会⑤ 

11.18 武山小学校研究発表会（中間） 

    道徳教育連携推進講座① 

11.19 公郷中学校研究発表会（中間） 

11.20 第 53回神奈川県公立中学校教頭会研究大会 

    横須賀大会 

11.23 YOKOSUKA English World 2015 

11.25 小・中学校教育課程研究会運営委員会 

    造形教育担当者会 

9.30 管理職研修講座 

   教育研究所オープンデー 

   パワーアップ研修講座（理科シリーズ④） 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.10 土曜科学教室 

10.13 県教育研究所連盟第 62回研究発表大会     

  （横須賀大会） 

   非常勤講師等研修会②-1 

10.16 よこすか教師塾⑨ 

10.20 初任者研修講座⑪-1 

   非常勤講師等研修会②-2 

10.21 理科基礎技術研修講座 

   教育研究所オープンデー 

   パワーアップ研修講座（理科シリーズ⑤） 

   パワーアップ研修講座（達人シリーズ④） 

10.23 関東教育研究所連盟研究発表大会（静岡 

   県浜松市） 

10.27 初任者研修講座⑪-2・⑬-1 

非常勤講師等研修会②-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 4 学校情報化推進部会②-2 

11. 5 全国教育研究所連盟研究協議（～6）（福 

   島県福島市） 

11. 6 よこすか教師塾⑩ 

11.10 初任者研修講座⑪-3・⑬-2 

11.14 スキルアップ研修講座② 

11.17 初任者研修講座⑪-4・⑫-1 

11.18 教育研究所オープンデー 

   パワーアップ研修講座（理科シリーズ⑥） 

   パワーアップ研修講座（達人シリーズ⑤） 

11.24 初任者研修講座⑫-2 

11.25 臨時的任用職員研修会⑤ 

11.30 長期研修員中間発表会 
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10.28  中教審、財務省の教員削減方針に対

して「暴論」を批判する緊急提言を発

表。 

10.29  文科省、「18歳以上」への選挙権年

齢に引き下げを受けて、高校生の政治

活動について通知。全面禁止の 1969

年通知は廃止し、46年ぶりに学業優先

などの条件付きで学校外での集会やデ

モなどを容認。 

10.30  出版社「三省堂」（東京都千代田区）

が検定中の中学校英語教科書を校長ら

に見せて意見を聞き、謝礼を支払って

いたことが発覚。文科省は同社を厳重

注意。背景には熾烈な採択競争が？ 

11. 4  教育再生実行会議、メンバーを入れ

替えての実質第 2期がスタート。首相

が不登校児や発達障害児への支援拡大

などの検討を要請。 

11. 5  文科相、パリで開かれた国連教育科

学文化機関（ユネスコ）の総会で演説

（日本時間 6日未明）。南京事件資料が

世界記憶遺産に登録されたことを受

け、登録審査制度の改善を要請。 

11.11  政府、行政の無駄を検討する「行政

事業レビュー」を開催。全国学力・学

習状況調査（全国学力テスト）や教員

定数などがやり玉へ。 

11.18  全国知事会、子どもの貧困対策強化

を求める緊急提言を文科相に手渡す。 

11.20  大学などでつくる就職問題懇談会、

就職活動の採用開始を現行 8月から 6

月に前倒しすることを事実上容認。就

職活動日程は 1年で見直し。 

11.24  経済協力開発機構（OECD）、教育施策

に関する調査結果を公表。2012年の国

内総生産（GDP）に占める日本の教育へ

の公的支出割合は 3.5%で、比較可能な

32カ国の中で最下位へ。日本の最下位

は 6年連続。 

11.26  東京都教委、小中高 12年間の一貫教

育を行う都立校を 22年度に設置する

方針を表明。公立の小中高一貫校は全

国初。 

 

12,11  スポーツ庁が「全国体力･運動能力、

運動習慣等調査」（全国体力テスト）の

結果を公表。女子の成績が過去最高に

なる一方、ボール投げなどに課題も。 

12.21  中央教育審議会、「これからの学校教

育を担う教員の資質能力の向上につい

て」「チームとしての学校の在り方と今

後の改善方策について」「新しい時代の

教育や地方創生実現に向けた学校と地

域の連携・協働の在り方と今後の推進

方策について」の 3本を文科相に答申。 

     財務相と文科相、16年度の教職員定

数について、加配定数は 525人増とし、

差し引き前年度より 3475人減とする

ことで決着。 

12.24  14年度に精神疾患で求職した公立

学校教員は 5045人（全教員の 0.55%に。

文科省の「公立学校教職員人事行政調

査」で判明。 

12.31  理化学研究所、原子番号 113番の新

元素の発見者として同研が認定された

と発表。日本の研究グループが元素の

    長浦小学校研究発表会（中間） 

11.26 馬堀中学校研究発表会（中間） 

11.27 読書感想画審査会 

    岩戸小学校研究発表会（中間） 

11.28 中学校スポーツ技術講習会 

11.30 就学通知書発送 

 

12. 1 人権教育担当者研修講座③ 

12. 2 第 49回小学校児童ボール運動大会 

    スクールカウンセラー連絡協議会② 

12. 4 児童生徒ふれあい作品展（～8日） 

    小学校児童ボール運動大会予備日 

12. 9 総括教諭等学校運営推進者連絡会② 

    大塚台小学校研究発表会（中間） 

12.10 生徒指導担当者研修講座⑧ 

    学校選択制申込締切 

12.11 学力向上担当者会③ 

12.16 道徳教育連携・推進講座②（岩戸中学校） 

    支援教育研修講座⑧ 

12.17 北下浦中学校研究発表会（中間） 

12.18 高坂小学校研究発表会（中間） 

12.25 冬季休業開始 

    授業日数増加に関する試行日 

    給食終了 

 

 1. 4 読書感想画展搬入 

 1. 5 読書感想画展（～12日） 

 1. 7 冬季休業終了 

    授業日数増加に関する試行日 

 1. 8 児童生徒造形作品展搬入 

 1. 9 児童生徒造形作品展（～25日） 

 1.12 給食開始 

 1.13 支援教育コーディネータ連絡会⑥ 

 1.14 生徒指導担当者研修講座⑨ 

 1.15 第 35回横須賀市体力つくり実践研究中間発 

    表大会 

 1.20 造形教育研究発表会・講演会 

    支援教育研修講座⑨ 

 1.21 児童生徒書写作品展搬入 

    衣笠中学校研究発表会（中間） 

 1.22 児童生徒書写作品展（～26日） 

    第 48回神奈川県小学校教頭会研究大会横浜 

    大会 

    久里浜小学校研究発表会（中間） 

    全県指導主事会議・学力向上シンポジウム 

 1.26 児童生徒書写作品展搬出 

    児童生徒造形作品展搬出 

    大矢部中学校研究発表会（中間） 

 1.27 道徳教育担当者会 

 1.29 学校研究委託担当者会 

 1.30 中学校演劇発表会実技研修会② 

 

 2. 2 高校（全日制）修学旅行（～6日） 

 2. 3 学校保健大会 

    国際教室担当者連絡会② 

 2. 5 平成 28年度第 1回小・中学校教育課程研究 

    会運営委員会 

    学校評価担当者会 

    大楠中学校研究発表会（中間） 

 2.10 小中一貫教育に関する日 

    第 40回全国公立学校教頭会中央研修大会 

 2.12 学校保健研究会健康安全部会研究発表会 

    生徒指導担当者研修講座⑩ 

 2.15 市政記念日（109周年） 

 2.17 食教育研究会研究発表会 

    児童指導担当者研修講座⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

12. 1 初任者研修講座⑫-3 

12. 3 新任校長研修講座 

12. 8 初任者研修講座⑫-4 

12.12 土曜科学教室 

12.15 初任者研修講座⑭ 

12.16 学校情報化推進部会③-1 

   教育研究所オープンデー 

   パワーアップ研修講座（理科シリーズ⑦） 

   パワーアップ研修講座（達人シリーズ⑥） 

12.18 よこすか教師塾⑪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. 5 教職 5年経験者研修講座⑥ 

   教職 10年経験者研修講座⑥ 

   教職 20年経験者研修講座④ 

 1. 6 教職 1年経験者研修講座⑥ 

 1.12 初任者研修講座⑮ 

 1.20 教育研究所運営委員会② 

 1.21 県教育研究所連盟研究協議会 教育課題 

   部会（横浜） 

 1.23 土曜科学教室 

   教育研究所オープンデー 

   スキルアップ研修講座③ 

 1.27 パワーアップ研修講座（理科シリーズ⑧） 

   パワーアップ研修講座（達人シリーズ⑦） 

   県教育研究所連盟 人材育成部会（藤沢） 

 1.29 よこすか教師塾⑫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2. 2 県教育研究所連盟 調査研究部会（海老 

   名） 

 2. 3 ICT担当者会② 

 2. 9 初任者研修拠点校指導教員研修講座⑤ 

 2.16 校務情報化研修②-1 

   初任者研修講座⑯ 

 2.17 校務情報化研修②-2,3 

   教育研究所オープンデー 

 2.19 校務情報化研修②-4,5 

   よこすか教師塾⑬ 

    県教育研究所連盟研究協議会 支援教育 

   部会（南足柄） 

 2.23 校務情報化研修②-6,7 

 2.24 校務情報化研修②-8 
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命名権者になるのは初めて。 

 

 1. 4  三省堂に続き「研数学館」（東京）も

検定中の教科書を教員に見せ、謝礼を

渡していたことが明らかに。 

 1. 6  長崎県新上五島町の第三者委員会、

14年 1月に中 3男子（当時 15）が自殺

した事件で、いじめが自殺の主因だっ

たとする報告書をまとめる。 

 1. 8  教科書会社大手の「東京書籍」（東京）

も検定中の教科書を教員に見せて謝礼

を渡していたことがマスコミ報道で明

らかに。 

     文科副大臣、業界団体「教科書協会」

の会合で、文科省が実施中の緊急調査

で虚偽報告などがあった場合、教科書

発行者の指定取り消しなど厳しい措置

を取る方針を伝達。 

 1.12  大学入試センター試験で替え玉受験

やカンニングなどの不正行為が 06～

15年の 10年間に計 65件あったことが

マスコミ報道などで明らかに。 

 1.22  文科省、教科書会社に対する緊急調

査の結果を発表。教科書会社 22社のう

ち 12社が検定中の教科書を教員に閲

覧させていたほか、うち 10社が謝礼な

どを渡していたことが判明。教科書採

択の公平性が揺らぐ懸念も。 

     文科省、15年度「学校保健統計調査」

（速報値）の結果を発表。裸眼視力が

1,0未満の小学生は 30.97%で過去最悪

に。 

 1.25  文科相、「チーム学校」や教員養成の

改善などを求めた中央教育審議会の 3

答申（15年 12月）の一体的具体化に

向けた「次世代の学校・地域」創生プ

ラン（通称・馳プラン）を発表。」具体

化の工程表などを示す。 

 1.28  教科書会社の一部が検定中の教科書

を教員に見せていた問題で、閲覧した

教員は 47都道府県全てにいることが

判明。文科省まとめ。 

 

 2. 2  文部科学省、中 3と高 3を対象にし

た 2015年度「英語力調査」（速報）の

結果を公表。中高校生の英語力は、4

技能とも国の目標（中卒時に半数が英

検 3級程度、高卒の半数が同 2～準 2

級程度相当）に届かず。 

 2. 5  日教組、第 65次教研集会を岩手県で

開催。18歳選挙権をめぐる主権者教育

などを議論（～7日） 

 2. 9  文科相、運動会などでの組み体操に

関する指針を年度内に策定する意向を

表明。 

 2.17  文科省の高大接続システム改革会

議、大学入試センター試験に代わる新

テストの物理と世界史のマークシート

式問題例を公表。実験結果やグラフか

ら読み取る思考力を問う。 

 2.22  山形県教委、県立高校の保健体育担

当の女性教諭（55）が採用から 32年間

も無免許のまま指導していたと発表。

免許申請手続きで発覚。 

 2.27  文科省、英語教員に最低限必要な能

力や習得メニューを示した指針（コア

 2.19 特別支援学級新担任者研修講座⑧ 

    外国語活動研修講座③ 

 2.23 総括教諭等学校運営推進者連絡会③ 

 2.24 学校保健研究会養護教諭部会研究発表会 

    外国人英語教員拠点校連絡協議会② 

    支援教育コーディネータ連絡会⑦ 

 2.25 第 100回神奈川県公立小学校校長会総会・研 

    究大会 

 2.26 横須賀市立学校食育担当者会 

 

 3. 1 高等学校卒業式 

 3. 2 支援教育研修講座⑩ 

 3.11 ろう学校卒業式 

 3.14 中学校卒業式 

 3.15 諏訪幼稚園卒園式 

    生徒指導担当者研修講座⑪ 

 3.16 大楠幼稚園卒園式 

    養護学校卒業式 

    給食終了 

 3.17 小学校卒業式（1～4部会） 

 3.18 小学校卒業式（5～8部会） 

 3.25 修了式 

 3.26 学年末休業開始 

 3.31 退職辞令交付 

    学年末休業開始 

 

 

 2.27 スキルアップ研修講座④ 

   パワーアップ研修講座（達人シリーズ⑧） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3. 1 学校情報化推進部会④-1 

 3. 2 学校情報化推進部会③-2 

 3. 3 長期研修員研究発表会 

 3. 4 よこすか教師塾⑭（卒塾式） 

 3. 9 県教育研究所連盟役員会（県総合教育セ 

   ンター） 
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カリキュラム）のモデル案を公表。18

年度以降、大学の教委養成課程で実施

へ。 

 

 3. 1  公立学校教職員の教職員団体加入率

は 36.3%（10月 1日現在）で、40年連

続の低下。日教組加入率は 24.2%で過

去最低に。文科省の調査。 

 3. 8  広島県府中町教育委員会、昨年 12

月に中 3男子生徒が自殺した件で、学

校側が誤った非行記録に基づき志望校

に推薦できないと伝えたことが自殺の

原因だった可能性があると発表。 

 3.16  愛媛県教委委、18歳選挙権に伴い高

校生の校外でも政治活動を届け出制と

することがマスコミ報道などで明らか

に。全国で賛否両論が渦巻く。 

 3.18  文科省、17年度から使用する高校教

科書の検定結果を公表。尖閣諸島や竹

島など領土に関する記述量は現行より

約 6割増えたほか、集団的自衛権を認

めた安保法制をめぐり政府の意向に配

慮した修正も。 

 3.24  虐待の疑いで全国の警察が 15年度

に児童相談所に通告した子どもは 3万

7020人に上り、11年度で連続を更新。

警察庁まとめ。 

 3.25  文科省の高大接続システム改革会

議、大学入試改革に課する最終報告案

をまとめる。センター試験に替わる新

テストは 20年度実施、国語と数学で記

述式問題を導入。ただし年間複数回実

施などは見送りへ。 

     スポーツ庁、多発する組み体操の事

故について、一律に規制せず学校の判

断に委ねた上で、「確実に安全でない場

合」は中止することなどを通知。 

 3.30  文科省の協力者会議、特別支援教育

の充実で 18年度から高校に「通級指

導」を導入するとの報告書をまとめる。 

 3.31  文科省、教科書会社が教員に検定中

の教科書を閲覧させていた問題で、延

べ 1009人が教科書採択に携わり、うち

818人に金品が提供されていたとの調

査結果を発表。 
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